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　うーん、という低いうなり声が聞こえてきて、岡田智里はレポート用紙から顔を上げた。正面に座っている麻生直孝が、眉を寄せたまま目を閉じている。


　八畳間の半分を占領しているベッドの上の目覚まし時計は、夜の十時を指している。足下を暖めるコタツが何とも心地好いとはいえ、まだ眠たくなるような時刻ではない。


「どないした」


　智里が問うと、麻生はまたうーん、とうなった。


「基礎社会学、持ち込み不可やなんて聞いてへんかった」


　ほとんど抑揚のない口調だったが、智里には、心底困った、というニュアンスが読み取れた。


「ちゃんと講義に出てたら聞けてたはずやで。ブッチするおまえが悪いんや」


「智里、冷たい」


「何言うてんねん。ちゃんとどこが出るか教えたったやろ」


　わざと突き放した言い方をすると、麻生はゆっくりと目を開き、上目遣いに見上げてきた。その切れ長の目許は、ハッとするほど鋭い。目許だけではなく、隆い鼻筋やひきしまった口許も鋭角的で、見る者を惹きつけずにはおかない。ほとんど表情を動かさないせいか、精巧に作られた彫刻のようである。


　あらゆるタイプの人間が闊歩する大学にあっても、彼は目立つ。その端整な顔立ちやスラリと伸びた長身といったルックスはもちろんのこと、存在感が他とは桁違いなのだ。物憂げな印象を与える二重の双眸ぐらいしか特徴のない智里とは、正反対である。


「もう覚えたんか？」


　麻生の問いに、智里は軽く頷いた。


「試験に出るとこはとりあえず覚えた」


「そしたら予言の自己成就て何」


「Ｒ・Ｋ・マートンの命題やろ。ある状況が起こりそうだと考えて人びとが行為すると、そう思わなければ起こらなかったはずの状況が、実際に実現してしまう、ていうやつや」


　一息に言うと、麻生はまた、うーん、とうなった。ノートのまんま暗記しとるがな、とつぶやいて整った眉をぎゅっと寄せる。普段が無表情なだけに、そんなわずかな表情の変化が、麻生の端整な顔立ちを余計に魅力的なものにする。


　智里は敢えてその顔を正視せず、レポート用紙に視線を落として言った。


「あのなあ。おまえがぼさーとしてたときも、俺は試験勉強してたんや。俺が勉強せえて言うても、おまえ、全然耳貸さんかったやないか」


「智里、おまえガキの頃、夏休みの宿題を七月中にやってしまうタイプやったやろ」


　視線を感じて、智里はレポート用紙を眺めたまま肩を竦める。


「ようわかったな。おかげで八月は思い切り遊べて楽しかったわ」


「確かにおったわ、そういう奴。ぼけー、としてて気ぃ付いたら八月三十日、いう俺とは正反対やな」


　大きくため息をついて、麻生はごろんと寝転がった。


「あ、こら、寝るな」


「寝えへん。休憩や」


　ひらひらと手を振ってみせる麻生に苦笑して、智里は手に持っていたシャーペンを置いた。


　ノートを広げたのが八時頃だったから、二時間ほど試験勉強をしていたことになる。


　このあたりで休憩するのもいいだろう。


「コーヒーでも飲むか？」


「飲む。ついでに買うてきたサンドイッチも食う」


　食う、と言っておきながら、麻生は起き上がろうとしない。コタツから出たくないらしい。


「おまえ、何サマやねん。人使い荒いなあ」


　ぼやきつつも、智里は立ち上がった。足下にすうっと冷気が忍び寄る。アパートの規則で石油ストーブ等、電化製品以外の暖房器具は持ち込めないことになっているのだ。それでも一人でいるときよりはましだ。二人分の体温で、八畳間はそれなりに暖かい。


　そういや麻生の奴、あの日から毎日来るようになったな。


　キッチンに立ってカップを二つ取り出しながら、智里は首を傾げた。


　それはそれでかまわないのだが、麻生が何を考えているのかわからない。


　あんなことになったから毎日来るんか。


　それにしては、何もしようとせんし。


「智里」


　思いがけないほど近くで声がして、智里は物思いから覚めた。


　振り向くと、いつのまに寄ってきたのか、すぐ後ろに麻生が立っている。


「何」


　問い返すと、そっと顎をつかまれた。表情に変化はないが、漆黒の瞳の奥に、熱っぽく訴えかける色が見え隠れしている。


　またや、と智里は思った。


　長い指が顎を傾けさせる。端整な顔がゆっくりと、しかしためらうことなく近付いてくる。麻生がいつも使っているコロンの爽やかな香りが智里を包む。


　唇が、唇に触れた。


　わずかに荒れた感触が唇を探る。目を開けたままでいた智里は、その時点で瞼を伏せた。それが合図だったかのように麻生は口づけを深くする。歯列を割り、口腔内に侵入してくる濡れた感触に、智里は微かに眉を寄せた。


　キスの経験がないわけではない。高校二年のときに付き合っていた彼女とかわしたことがある。しかし、それは軽く唇を触れさせるだけの、そう、今麻生が智里にしているキスに比べれば、子供だましのようなキスだった。しかも彼女とは半年も経たないうちに、特にこれといった理由もないまま自然消滅という形で別れてしまったので、実質、智里は麻生以外とはまともにキスをしたことがない。


　だから、上手いとか下手とかはわからないのだが、麻生に思う存分口づけられると、夢見心地になることは確かだ。智里の全てを攫おうとするかのような深いキスに、そんなつもりはなくても、自然と応えてしまう。何も考えられなくなる。


「ん……」


　与えられる口づけの激しさに思わず身じろぎすると、舌に絡みついていた熱がふ、と退いた。


　またや、と再び智里は思う。


　いつも体に火がつく寸前に、麻生はキスを中断する。


　何でやろ、と思いつつそっと目を開けると、麻生が微笑んだ。そうすると口許に笑い皺ができて、ひどく少年ぽい顔になる。


　大学の友人たちの中でも、麻生のこの魅力的な笑みを見たことがある者は少ないに違いない。それほど、普段の彼は表情を崩さないのだ。


「俺、砂糖一杯、ミルクたっぷりな」


　それだけ言うと、麻生は何事もなかったかのように冷蔵庫を開けた。ここへ来る途中で、コンビニに寄って買ってきたというサンドイッチを二つ取り出す。ちゃんと智里の分も買ってきてくれているのだ。それも智里の好きなツナサンドである。以前、サンドイッチの中ではツナサンドが一番好きやと話したことを、覚えているらしい。


「今日も冷えるなあ」


　つぶやきながら、淡々とコタツに戻る麻生の様子を茫然と見つめ、智里は瞬きした。


　キスの余韻がまだ唇に残っている。麻生と違って、そう簡単に平静に戻れない。


　この一ヵ月、こんな状態がずっと続いている。


　麻生は、毎日智里のアパートにやってくる。そして毎日必ず一回は、キスをする。多いときは二回も三回も四回もする。しかし、それ以上のことは絶対にしない。


　麻生はいったい何を考えてるんやろ……。


　やはり無表情で机の上のノートを片付けている麻生に、智里は首を傾げた。












　もともと麻生とは、ただの友達同士だった。二年になって、社会学を専攻する学生の選択科目になっている情報処理実習の講義で顔を合わせるうちに、親しくなったのだ。しかし、会えば口をきく程度で、いつも一緒に行動していたわけではない。


　その智里と麻生の関係が一変したのは、今から一ヵ月ほど前のことである。












　情報処理実習の講義で親しくなった仲間で、少し早いけれど、忘年会を兼ねたコンパをしよう、という話になった。他の講義に比べて一クラスの人数が少なかったため、親密度も高かったのだ。


　その仲間の中に、麻生もいた。


　参加したのは智里と麻生を含めた男六人と、女二人、そしてその二人の女性陣が連れてきた他校の女子学生四人である。


　それなりに楽しかった、と智里は思う。他校の女子学生のうちの二人が麻生にばかり話しかけるので閉口したが、話は盛り上がったし、二次会のカラオケも悪くなかった。


　二次会がお開きになったのは、夜中の零時近かった。麻生に送ってもらいたいと甘えかかる女二人を無理やりタクシーに乗せて、智里たちはようやく一段落ついた。


　女の子たちが、しきりに怒っていたことを覚えている。


　あのコら、皆で楽しむいうことがわからへんのか。もう絶対誘わへん。


　麻生にも、ごめんな、と謝っていた。こんなになるとは思てへんかってん。


　当の麻生は、別にええよ、と微かに笑った。派手なモーションをかけられたにもかかわらず、麻生は少しも動じていなかった。それどころか、相手にもしていなかった。そうしたストイックなところが、彼が男から憎まれない所以である。


　また俺らだけで飲みに行こうや。


　穏やかな口調で言った麻生に、そおしよう、と九人が同意したところで、それぞれ帰宅の途についた。


　智里と同じ方角に帰る者は麻生だけだった。


　あれ？　麻生もこっちなん？


　うん、そおや。岡田もか？


　住所を聞くと、自分のアパートと近いことがわかって驚いた。パッと見た感じは無表情で近寄り難いけど、もの静かで穏やかで、話しやすい奴や、と以前から好感は持っていた。しかし、互いのプライベートを話すほど親しく行き来していたわけではなかったのだ。


　そんなら俺の部屋で飲み直そうか、と智里は提案した。


　他意があったわけではない。ただ、女のモーションをかわすことばかりに神経を使わねばならなかった麻生が気の毒になっただけだ。見ていて、酒に酔うてる暇もないやなんてモテるんも考えもんやなあ、とつくづく思ったのである。また、どんなに言い寄られても、決して有頂天にならなかった麻生に興味をひかれたことも確かだ。


　ええんか、と麻生は尋ねてきた。ええよ、どうせ明日休みや。智里は屈託なく答えた。そんなら飲もか、と二人でビールを買って、智里のアパートへ直行した。


　そうしてコタツに入っての地味な酒盛りが始まった。


　最初は他愛無い世間話をしていたような気がする。しばらくして酔いがかなりまわってきた頃、智里は、おまえすごいなあと率直に言った。あの二人、けっこうカワイかったやん。それやのに全然よろめいたりせんのやなあ。


　ビールを一口あおり、麻生は肩を竦めた。ええ女やったら話は別や。


　麻生が言うええ女ってどんなん？


　この世にはおらん。


　その答えに、へええ、と智里は感心した。酔っていたから、かなり大袈裟に感心した。


　けどそれやったら、困るなあ。この世におらんのやったら、どないするん。


　ほとんどへべれけの状態になっていた智里は、じっと麻生を見据えた。


　なあ、どないするん。


　すると、麻生がふいに立ち上がった。


　そして気が付いたときには、キスされていた。最初は探るようにそっと触れてきた唇は、智里が抵抗しないことを悟ると、次第にその動きを激しく、深くしていった。


　智里がそのとき何を考えていたかというと、麻生は男やけど、唇の柔らかさは男も女も変わらへんなあ、というただそれだけのことだった。


　抱え上げられてベッドに移されたときも、いくら麻生が長身でも、百七十センチある男の俺を運ぶんは大変やろなあ、としか考えなかったし、シャツをたくし上げた麻生の手が腹や胸を愛撫してきたときも、冷たい手やなあ、としか考えなかった。ひきしまったしなやかな体が抱きしめてきたときも、きっと鍛えてるんやろなあ、と的外れなことを考えた。そしてあろうことか、麻生を受け入れることになったときでさえ、妊娠するわけやないし、まあええかと思ったのである。最初から最後までそんな調子で、嫌悪感は全く感じなかった。


　酔っていたとはいえ、相手は同性である。


　明らかに異常だった。


　昼近くになって目を覚ますと、隣に裸の麻生が眠っていた。すっかり酔いがさめ、シラフに戻っていた智里は仰天した。何しろ、まだ女性ともベッドを共にしたことがなかったのだ。


　記憶ははっきりしていた。麻生から与えられる全てが気持ち良くて、我慢できずに漏らした自分の嬌声まで、しっかりと覚えていた。たとえ記憶がなかったとしても、全身に甘い快楽の余韻と痛みが残っていたし、見下ろした体のあちこちには、朱い印がいくつも散っていたのだ。何があったかは一目瞭然である。


　しかし、それでも不思議と嫌悪感は湧いてこなかった。気持ちワルイとも思わなかった。吐き気もせず、鳥肌もたたない。


　何でやろ。酒の勢いやったからかな。


　半ば途方に暮れて天井を見上げていると、麻生が目を覚ました。


　照れたように微笑んで、オハヨウと言う。その初めて見る麻生のはにかんだような笑みに見惚れながら、智里も、オハヨウと返した。
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　昨日は……、と言いかける麻生に、智里は反射的に言った。


　別にええよ。妊娠するわけやないし。


　言ってしまってから、そおいう問題やないやろ、と智里は心の中で自身にツッコんだ。


　妊娠せんかったら何やってもええっちゅうんかい。


　案の定、麻生は呆気にとられたように智里の顔をまじまじと見つめた。その視線に耐え切れず、何か言わな、と焦って出た言葉が、


　酒も入ってたしな、まあ悪酔いしたと思たら、どうってことない。……である。


　酒が入ってたらオトコと寝てもええってことはないやろう、とまたしても智里は心中でツッコんだ。


　麻生も麻生やけど、俺も俺や。いくら酔うてたからって、全然抵抗せえへんやなんて据え膳そのものやないか。


　しばらく唖然としていた麻生は、やがて微苦笑を漏らした。


　ええ加減な気持ちで抱いたんとちゃうで。


　その言葉は、鋭い矢のように智里の心臓に突き刺さった。しかし、理性の方はその痛みを理解しようとしなかった。


　オトコと寝るやなんて、しかも気持ち悪いどころか気持ちええやなんて、そんなアホなことがあるわけない。頭の片隅でそんな風に考えていたことを覚えている。


　第一麻生かて、こういうことになってしもたから、俺に気ぃ遣て仕方なしに、ええ加減な気持ちやないって言うてるんやろうし。


　気ぃ遣わんといてくれ。


　智里は笑って、そっとベッドから抜け出した。


　そない痛いこともないし。


　うん、と一人頷いて、智里はゆっくり立ち上がった。背中に麻生の視線を感じたが、振り返らなかった。


　麻生が智里のアパートに毎日現れるようになったのは、その日からである。


　普段は以前と変わらず、友人のように接してくる。口説き文句ひとつ言わないし、一度きりの情事について触れることもしない。抱こうともしない。


　そのくせ、キスだけは欠かさないのだ。


　これはいったいどういうことなんやろう、と智里は思う。


　ただキスがしたいだけなら、何も智里でなくても良い。麻生とキスしたい女はごまんといるはずだ。


　では、ええ加減な気持ちやない、と言った言葉が麻生の本心なのかというと、それもまた違うような気がする。


　麻生はあの日以来、智里に触れようとしない。もちろんキスはするが、キスをするときですら、顎や項を引き寄せるだけで、体には決して触れてこないのだ。


　側にいると、麻生が無表情でいるのは癖のようなもので、その態度や口調と同じように、静かで穏やかな性格であることが次第にわかってきた。そんな麻生に、智里は以前にもまして好感を持っている。四六時中一緒にいても、少しも嫌にならない。


　ただし、キスを除いては。


　くり返されるキスに関しては、麻生が何を考えているのか、智里にはさっぱりわからない。一度きちんと問いたださなければ、と思ってはいるのだが、キスをされると、別にこのままでもええかと思ってしまう。


　それほどに、麻生のキスは気持ちが良いのだ。


　これはひょっとしたら、いや、ひょっとせんでも、俺の方にも問題があるんかもしれん、と最近の智里は考え始めている。


　本当に嫌なら抵抗すればいいのだし、そもそも麻生を部屋に入れなければいいのだ。


　わかっている。


　けれど、あのキスには逆らえない。












　試験が一週間後に迫った大学は、普段より数倍賑やかだ。いつもはガラ空きの大教室が、今日は満員状態である。あちこちでノートの交換が行われ、かしましいことこの上ない。


　窓際の席に陣取った智里は、こないに大勢の奴がこの講義とってたんやなあ、と妙に感心した。


　智里は滅多に講義をさぼらない。せっかく大金を払って大学の講義を買っているのに、それを自分から放り出すのはもったいない気がするのだ。自分でもかなり現実主義だと思う。小学生のときから、感情で物事を判断したりしないタイプだとよく言われたし、自分でもそう思ってきた。


　今までの俺やったら、ちゃんとキスの理由を聞いて、麻生が何を考えてるんかはっきりさせたはずや。


　智里は無意識のうちに、自分の唇を人差し指でそっと撫でた。


　それをせんていうことは、よっぽどあのキスの威力が強いていうことか。それとも、ただ単に俺がキス好きいうことなんやろか。


　……それって、ただのヘンタイやんか。


「岡田君」


　声をかけられて、智里は慌てて唇から指を離した。


　前の席に座った女子学生二人が、こちらを見ている。揃えているわけではないのだろうが、二人とも栗色に髪を染めていた。持っているバッグのブランドも同じだ。


　確か一年のとき、一般教養のクラスで一緒になったことがあったかな、と智里はようやく思い出した。ちなみに、今まで一度も口をきいたことがない相手である。


「何？」


「今日は麻生君、一緒やないの？」


　覗き込むように問われて、智里は瞬きした。


「何で？」


「最近よう一緒にいてるやん」


　そういえばそうやったな、と智里は思った。最近は大学でも一緒にいることが多い。


　もちろん、大学でキスはしないが。


「もうじき来るんとちゃう？」


　智里は笑顔と共に答えた。しかし反対に、心中では妙に冷めたような、呆れたような気持ちになる。


　麻生のことで、口もきいたことがない相手から声をかけられるのは、これが初めてではない。時には門のところで待ちぶせしていた他大学の女子学生にまで、あれこれと聞かれたことがある。


　麻生も大変やなあ。顔も知らん人の相手をいちいちせんならんのやから。


　智里は、同じ色の頭を寄せ合ってひそひそと何事かを相談している二人を見守った。やがて、一人が意を決したように顔を上げる。


「なあ、麻生君にカノジョいてるてほんま？」


「カノジョ……？」


　智里は眉を寄せた。


「けっこう噂が広まってんねん。ものすごいキレイな子らしいんや」


「けど、それがどこの誰なんかわからへんねん」


「実際に見た子もおらへんし」


「岡田君やったら知ってるんとちゃうかな思て」


「麻生君から聞いてない？」


　恐ろしい早口でまくしたてられて、智里はちょっと待って、と両手で制した。


　麻生のカノジョやと？


　そんなもんがおったら、俺とキスなんかせんやろ。


「さぁ、俺は聞いたことないな」


　智里は曖昧に首を傾げて見せた。


　二人は顔を見合わせると、同時にがっくりと肩を落とす。


「やっぱりただの噂なんかなあ」


「けど、麻生君にカノジョがいてないていうこと自体、不自然やからな」


「そしたらほんまなん？」


「知らんがな。あー、けどほんまにあの麻生君と付き合う女てどんな女なんやろ」


　二人は、もはや智里そっちのけで、ああでもないこうでもないと言い合っている。


　取り残された形になった智里は、口をへの字に曲げた。


　彼女たちの言い分も一理ある。


　他大学にまでその噂が広まるほどモテる麻生に、カノジョがいないのはおかしい。下世話な言い方をすれば、よりどりみどりなのだ。


　けど、それやったら俺とのキスは何なんや？


　キスしたいんやったら、カノジョとしたらええやないか。


「どないした、難しいカオして」


　ポンと頭の上に乗せられた暖かな掌の感触に、智里は顔を上げた。周囲の視線が一斉に集まってくるのを感じる。


「麻生」


　見上げた先で、漆黒の瞳がわずかに緩む。


「寝ぼけてんのか？」


「……いや、大丈夫」


　さっきの二人組が、こそこそと前を向く。智里に尋ねることはできても、麻生本人に直接問いただす勇気はないらしい。


　淡いグレーのレザージャケットにジーンズという何でもない服装だが、その立ち姿は一種威圧感があり、人を寄せ付けないところがある。そこがまた麻生の魅力なのだ。智里とは存在感が違う。


　そういう容姿に加えて、麻生はいつも穏やかで落ち着いている。彼が声を荒らげたところなど、見たことがない。


　そんな男に恋人がいないのは、確かに妙だ。


　俺もまた何でそないな単純なことに、今まで気付かへんかったんやろ？


「何？　俺の顔に何かついてるか？」


　麻生が首を傾げる。ぼうっと見惚れていた自分に気付いて、智里は慌てて視線をはずした。


「何でもない」


「そんならええけど。それより智里、奥へつめてくれ。いつまで立たしとくんや」


　麻生が顎で促す。こんなときでさえ体に触れようとはしない。触れてくるのは首から上だけだ。


　カノジョがおるんやったら、俺とキスなんかせんと思うんやけど……。


　奥へと席をつめながら、智里は首を傾げた。麻生は当然の如く智里の隣に腰かける。


　その端麗な容姿に惹きつけられるように、智里はまた無意識のうちに麻生を見つめた。その整った横顔からは、これといった表情は読み取れない。


　何でこいつは、俺とキスするんやろ？


「智里？」


　呼ばれて、智里は反射的に、ハイと返事をした。


　あの夜から、麻生は智里を名前で呼ぶようになった。


　そこに何か意味があるのだろうか？


「ハイて何や、ハイて」


「うん……」


「どないした、マジで俺の顔に何かついてるんか？」


　ううん、と首を横に振った智里は、麻生に気付かれないように小さくため息をついた。


　麻生が何を考えてるんかも謎やけど、俺自身がどういう人間なんかも、ようわからんようになってきた……。


　最初に口をきいたときは、まさかこんなことになるとは思ってもいなかったのだ。












　二年に進級したばかりの、四月半ばのことだ。


　岡田、と聞き慣れない低い声で呼ばれて、智里は振り向いた。


　ゆっくりとした足取りで近付いてくる人物に、見覚えがあった。スラリと伸びた長身と端整な鋭い顔つき。一年のときから、男女を問わず、そのモデル並みの容姿は有名だった。だから麻生直孝という彼の名前も、当然知っていた。


　しかし、まっすぐに自分の方へと歩み寄ってくる麻生に、智里は返事をしなかった。


　聞き間違いかな、と思ったのだ。


　麻生とは、それまで一度も口をきいたことがなかった。


　これといって目立つところのない俺の名前を知ってるわけがない。


　そう思って、振り向いた姿勢のまま突っ立っていると、麻生は智里の目の前でぴたりと足を止めた。


　智里は思わず辺りを見回した。昼休みということもあり、講義が行われる教室へ向かう途中の廊下には、ほとんど人影はない。


　やっぱり俺が呼ばれたんか、とようやく認識して、智里は麻生を見上げた。


　何？


　麻生もまた、まっすぐに智里を見下ろして言った。


　次、馬場先生の情報処理やろ。


　うん、と頷きつつも、智里は麻生に見惚れていた。間近で見ても、その顔は驚くほど端麗だった。正直に告白すると、智里はこれほど整った顔つきを今まで見たことがなかった。


　不思議な感動が胸に湧く。


　同じ人間とは思えへん。きれいな顔や。


　絵画を鑑賞する気分で切れ上がった目許を見ていると、麻生がわずかに苦笑した。


　俺の顔に何かついてるか？


　静かな口調で問われて、智里は慌てて視線をそらした。他人の顔を凝視していた決まり悪さに、頬が火照る。


　何もついてない。ごめん。


　うつむいて言うと、また麻生がわずかに微笑んだ気配がした。


　俺も次、馬場先生の情報処理なんや。


　そうなんか？　と智里は一応首を傾げてみせたが、麻生が同じクラスにいることは知っていた。彼はどこにいても目立つのだ。


　岡田、先週先生が言うてたレポート、もうやってるか？


　自然と二人で肩を並べて歩き出しながら、麻生が尋ねてくる。智里はうん、と頷いた。


　一応。後はプリントアウトするだけや。


　もうそんなとこまでやってんのか。


　あのレポート四月中に提出やろ？　ぼちぼちやっとかなしんどい思て。麻生は？


　何気なく問い返すと、麻生の目がわずかに見開かれた。強い視線でまじまじと見下ろされて、今度は智里が顎を引く。ほとんど表情の出ない端整な顔は迫力がある。


　何……？　俺の顔に何かついてる？


　いや、と麻生は軽く首を横に振り、ふいと視線をそらした。


　……よう俺の名前、知ってたな。


　低く響く声で言われて、智里は笑った。


　うちの大学で麻生の名前知らん奴はモグリや。


　大袈裟に言ったのではない。本当のことだった。大学内はもちろんのこと、近隣の他大学でも、麻生の名前を知らない者はいないはずだ。


　せやから俺が麻生のことを知ってるんは当然としても、何で麻生は俺の名前を知ってるんやろ？


　内心首を傾げつつ麻生と並んで実習室に入ると、あれ？　という頓狂な声が飛んできた。


　麻生と岡田やん。おまえら、知り合いやったん？


　ただでさえ大きい目を更に大きくして言ったのは、窓際の席に座っていた藤崎大地である。一年のときに語学のクラスが同じで仲良くなった男だ。隣には、同じく語学のクラスで一緒だった仲本洋介が座っている。


　いや、別に知り合いいうわけやないけど。


　智里が答えると、藤崎はふーんと頷いた。もともと物事を深く追及しない質らしく、すぐに不思議そうな表情を消し、にこっと笑って身を乗り出す。


　こっち来たら？　ブラインド下ろしててもあったこうて気持ちええで。俺らずっとここで昼寝しててん。


　昼寝向きやけど、講義向きではないな。


　藤崎の横でその快活な仕種を見ていた仲本が、淡々と言ってのける。すると、藤崎は一瞬、うっと言葉につまった。


　……確かにそやな。俺、実習苦手やし、寝てしまうかも。もし寝てたら仲本起こして。


　あのなあ、藤崎。俺が寝えへんていう保証はどこにもないんやぞ。


　この二人は一年のときから仲が良い。ちなみに、智里が麻生と寝てしまった日のコンパに参加していた男六人のうちの二人である。


　長身の麻生よりも背の高い仲本と小柄な藤崎、という凸凹コンビだ。性格の方も、冷静沈着な仲本と賑やかな藤崎、と正反対である。


　ひょっとしたら藤崎が俺のことを麻生にしゃべったんかもしれんな、と智里は思った。屈託がなく明るい藤崎には、友人が多い。麻生もその中の一人なのだろう。話のついでに『語学のクラスで仲良くなった岡田智里』の名前が出ても、おかしくはない。


　岡田、あっちの席に座っても寝てしまわへん自信あるか？


　静かな口調で言われて、智里は麻生を見上げた。そこにはさきほどの強い視線ではなく、不思議な優しさを湛えた穏やかな視線があった。


　オトコマエすぎてとっつきにくう見えるけど、そうでもないみたいやんか。


　何となく嬉しい気持ちになりながら、智里は首を傾げた。


　どうかな。俺はたぶん大丈夫やと思うけど、麻生は？


　問い返すと、麻生はわずかに微笑した。智里も自然と微笑み返す。すると、麻生は唇をはっきりと笑みの形にした。整った白い前歯がちらりと見える。


　オトコマエは得や。ただ笑てるだけでも、ものすごいカッコエエもんな。


　妙に感心して見上げていると、ふ、と視線が離れた。藤崎たちに向き直ったその横顔も、オトコマエやなあ、と思う。


　おい、藤崎、仲本。おまえらが寝ても岡田が起こしてくれるそうや。


　言って、麻生は窓際の席へ歩き出した。智里もつられて彼の後に続いた……。


　その日から麻生は、智里と顔を合わせると、軽く手を上げてみせるようになった。そうした親しげな仕種に笑みで応えていくうちに、少しずつ話すようになったのだ。


　単なる知り合いというわけではないけれど、名前で呼び合うほど親しくない。


　体を重ねたあの日までの麻生との関係は、まさにそういう感じだったのである。












　しっとりとくり返される口づけ。時には味わうように、時には貪るように触れてくる唇。苦しくて息を継ごうと喘いだところを、また探られる。


　哀願するように唇をわななかせると、ゆっくりと顎が持ち上げられ、ようやく息を吸う隙間を与えられた。


「は……」


　しかし、すぐに唇を塞がれる。


　智里は背を支えている本棚の端をしっかりと握りしめた。そうしないと、崩れ落ちてしまいそうになる。体を支えてくれる腕がないのだから、自力で踏んばるしかない。
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「……んっ」


　差し込まれた熱が、口腔をていねいに愛撫する。その弾力に満ちた感触に恍惚となりながら、またや、と智里は思った。


　昼間聞いた麻生の噂話が頭の隅にひっかかっていた。だから、恋人がいるのかどうか、きちんと尋ねようと思っていたのだ。


　それなのにまたキスされて、カノジョも何もかもどうでもええか、と思ってしまっている。


　ほんまに俺、キス魔とちゃうんやろか……。


　そっと唇が離れて、智里は甘い吐息が漏れるのを感じた。ゆっくりと目を開くと、麻生の潤んだ瞳が視界に飛び込んでくる。


「麻生……？」


　自分の声とは思えないほど、声は艶やかに掠れていた。知らず知らずのうちに頬が熱く火照る。


「何？」


　激しい色を湛えた漆黒の瞳に見つめられて、智里は言葉をなくす。


「……あの、な」


「何や……？」


「……何でもない」


「何でもないのか？」


「うん……」


　そうか、とつぶやいた唇が、また重なった。






　触れて、離れて、探って、たどって、また離れて、撫でて貪る。


　智里は低くうめいた。


　今日のキスはいつもより執拗だ。


　もうどれぐらい、こうしてるんやろ？


　一緒にアパートに戻ってきて、カバンを置いた。今日も寒いなあ、などと他愛無いことを言いながら上着を脱いでいたら、いきなりキスされた。だから、脱ぎかけのパーカーが腕にひっかかったままになっている。


「ん……」


　コク、と喉が鳴る。その音がやけに生々しく聞こえて、智里は身じろぎした。


　帰ってきたときは、まだ窓の外にオレンジ色の夕焼けが見えた。それなのに今はもう、窓も部屋も群青色に染まっている。


　これは、ちょっと、やばいかも。


　智里は霞がかかったような思考の隅で、思った。


　体の芯がじわじわと疼いている。それなのに、麻生はキスをやめようとしない。


　もうここらでやめんと、ほんまにヤバイ。


　かろうじて残っていた理性を総動員し、智里は搦めとられていた舌を引く。しかし、しっかりと顎をつかまえた麻生の指が、その動きを許さない。


「……っ」


　智里は身じろぎした。指を振りほどこうにも、口腔内に深く入り込んだ熱が、唇と唇をかたく結びつけている。


「んっ……、う」


　巧みに抵抗を封じられて、智里はきつく閉じた瞼の裏に星が散るのを見た。そこでようやく唇がずらされ、慌てて息を吸い込む。それだけでは足りなくて更に酸素を求めると、己の喘ぐ吐息が耳に響いた。


　ねだるような甘さをその吐息の中に見つけて、智里はぎくりとした。


　一ヵ月前のあのときは酒が入っていたが、今は麻生も智里もシラフだ。


　よく考えてみると、……いや、よく考えなくても、男同士がシラフでこんな風にキスしているのはおかしい。異常だ。


　しかし、おかしいとわかっていながら、突き飛ばすことも逃げることもできない。


　ただ単に気持ちがええからか？


　それとも、何か他に理由があるのか。


　あぁ、とにかく今はそんなこと考えてる場合やない。このままやったら、またあのときの二の舞になってしまう。


　今、抱きしめられたら逆らえない。


　どないしたらええんや、と智里がなけなしの理性で必死に考えていたそのとき、ピリリリリ、と鋭い電子音が耳を突いた。


　ぎくり、と麻生の体が強張ったのがわかった。同時に、そっと唇が離れる。


　二人とも息が弾んでいた。薄暗い部屋に、二人分の息づかいと携帯電話の呼び出し音が響く。


「……俺、かな」


　麻生のつぶやきは、艶やかに濡れていた。智里は耳をくすぐるその声にどぎまぎしながら頷く。


「たぶん……」


　麻生はしっかりとつかまえていた智里の顎を、いとも簡単に解放した。素早い動作でバッグの中の携帯を探る。途端に、ピリリリリ、という音が大きくなった。


「もしもし。……あぁ、おまえか」


　智里は茫然として、携帯を耳にあてている麻生を見つめた。


　智里はキスの余韻で身動きすらとれなくなっているのに、一方の麻生はもう普通の会話をしている。声にわずかの艶が残っている以外は、普段と何も変わらない。


「うん。……うん、わかった」


　電話の相手は、麻生に何事かを訴えているらしい。麻生は困ったように眉を寄せているが、迷惑がっている風ではなさそうだ。


　そういえば、うちに来てるときに携帯が鳴ったんは初めてや。


　誰からの電話やろ……？


「すぐそっち行くから。うん。そしたらな」


　ピ、と電話を切る音がした。


「智里」


　呼ばれて、智里はようやく我に返った。本棚を支えに背を伸ばし、ついでに電気のスイッチを入れる。


　パッと部屋が明るくなった。麻生の鋭い顔つきを、蛍光灯がくっきりと照らし出す。


　その白々とした明るさが、消えかかっていた理性を完全に復活させてくれた。


　さっきまでの熱狂的なキスが嘘のようだ。


「今の電話、何かやったんか？」


　尋ねた自分の声が落ち着いていることを自分の耳で確認して、智里は微かに安堵の息をついた。


　麻生がいつもと変わらないのに、自分だけが己を失っているのは恥ずかしい。


「ごめん、今からちょっと行かなあかんとこができた」


　申し訳なさそうに唇を歪めてみせた麻生に、智里はコクリと頷いた。


「うん、ええよ、わかった」


「ごめん、ほんまに」


「ええよ、気にすんな。それより気ぃ付けて行けよ。外真っ暗や」


　カバンを肩にかけた麻生は、靴を履くために玄関にしゃがみ込んだ。


　いつもはかなり上の方にある麻生の頭を見下ろして、智里は不思議な胸騒ぎを感じた。


　何やろ。


　この痛いような、疼くような感じは。


「そしたら明日、学校でな」


　言いながら立ち上がった麻生は、智里を振り返った。玄関口に下りていても、麻生の方がわずかに背が高い。


「智里」


　呼ばれて、ズキ、と心臓が痛んだ。


　まっすぐに見つめてくる漆黒の瞳が、その痛みを誘導し、増幅させる。


「そしたらな」


　麻生はふいに背を向けると、呆気ないほど簡単にドアの向こうに消えた。


　パタン、とドアが閉まると同時に、智里は大きく息をついた。くらりと視界が揺れて、思わず壁に手をつく。


　おまえか、という言葉の親密さ。キスの余韻など全く残っていないかのように、すぐに行く、と言い切った麻生。


　今の電話。きっとカノジョからや。


　チャンスやったやないか。


　カノジョからか？　と一言聞けばよかった。


　それなのに、聞けなかった。


　何でや。


　カノジョがおるってはっきりしたら、もうキスでけへんからか？　それぐらい、俺は麻生のキスを気に入ってるいうことか。あのキスを失うことが怖いんか。


　どうせ近いうちに失うもんやのに。


　今だけの遊びみたいなもんやのに。


　麻生とは、ただの友達やのに。


　智里はずるずるとその場に座り込んだ。体の奥に生じた疼きが、熾火のように燃えている。キスだけでは物足りないと叫んでいる。


　智里は熱い息を吐きながら、虚ろに視線を巡らせて部屋の隅にあるシングルベッドを見つめた。


　こんなんで、あのベッドには寝られへん。ベッドに横になればきっと、思い出してしまう。


　確かめるように素肌に触れてきた指先。のけぞる体を支えてくれた筋肉質な腕。体の奥に入り込んできた激しい熱。頭を預けて眠った滑らかな胸。確かな鼓動。麻生の香ばしい体の匂いと混じりあった、ほのかなコロンの香り。艶やかな吐息。智里、と呼ぶ掠れた声。


　智里は自分の体を、自分の腕できつく抱きしめた。高ぶりを抑えようと、懸命に息を整える。


　あれは、酒に酔った上での過ちだった。互いに正気ではなかったから、あんなことになってしまっただけだ。


　俺らは友達。


　あくまでも友達なんや。


　だから、シラフの状態でこんな風に体が高ぶるなんてどうかしている。


　落ち着け、と智里は自分に言い聞かせた。


　確実にあがってゆく呼吸を宥めるために、意識してゆっくりと息を吸い込む。しかし、次の瞬間に唇から吐き出された吐息は、智里の理性を裏切るように熱をもち、潤んでいた。


　何やこれ。全然あかんやん。


　全然落ち着けへん……。


　何でや。


　智里はぎゅっと眉を寄せた。


　熱くなった体に、麻生の感触が執拗に纏わりついてくるのを感じる。たった一度だけ直接触れた、智里より幾分か高い体温を内包した肌を思い出して、全身が震えている。


　いや、思い出しているなどという生易しいものではない。今まさに麻生に触れているかのように、敏感に疼いている。体が芯から溶けてきそうだ。


「……っ」


　智里は自然と下肢に伸ばしかけていた自分の手に驚いて、慌てて拳を握りしめた。そうして力一杯握りしめた拳を、もう片方の手でしっかりと床に押さえつける。


　途端にきつくかみしめていたはずの唇から甘い吐息が漏れて、智里は動揺した。


　俺の体は、どないなってしもたんや。こんなん初めてや。こんなん、おかしい……！


　思春期から今まで、智里は性に対して淡白な方だった。もちろん年齢相応に欲求はある。しかし、同年輩の男に比べると、その欲求は強い方ではなかった。


　自分自身、肉体から得られる快楽など刹那的なものだと考えていたし、興味もなかった。もちろん風俗にも行ったこともない。だからこそ、二十歳になる今まで経験がなかったのだ。


　それなのに今、人よりもずっと堅固なはずの理性を完全に排して智里を征服しているのは、麻生が欲しいという明らかな体の欲なのである。もう一度、あのしなやかな体を感じたいという欲なのだ。


　理性をも裏切る激しい情欲。


　そんなものが己の身の内に潜んでいたなんて、思いもよらなかった。


　……キスのせいや。


　混濁する意識の中で、ぼんやりと考える。気が付くと、再び下肢に手が伸びていた。今度はもう、止められなかった。


　きっとあの日からずっとキスを続けてるせいで、夢も現実も幻も、俺の中でごっちゃになってしもてるんや。


　たとえ麻生にカノジョがいてへんかっても、もうこれ以上キスを続けるわけにはいかん。


　こんなんはあかん。絶対にあかん。


　友達なんやから。


　そう考えた途端にまた、ズキ、と胸が痛んだ。


　それは、呼吸をも妨げるような鋭い痛みだった。












　翌日は曇天だった。鉛色の雲が重々しく空にたちこめている。今にも白いものが落ちてきそうだ。


　強く吹きつけてくる木枯らしも何のその、構内のあちこちで試験範囲の確認やノートの交換が行われている。


　その祭りのような賑やかさをよそに、智里はちらりと空を眺めてため息をついた。ふ、と宙に広がった白い息は、瞬く間に雑踏の中に消える。


　気が滅入ってるときに限って、天気までこれやからな。


　食堂へ流れる人の波に身を任せながら、智里はまたため息を落とした。今日だけで一生分のため息をつき尽くしてしまったような気がする。


　昨夜、高ぶりを抑え切れなくて自身で熱を解放した後、そんな自分が怖くて、同時にひどく情けなくて、半ば放心状態でコタツにもぐりこみ、そのまま眠った。否が応にも麻生を思い出してしまうベッドでは、どうしても休めなかったのだ。眠りは浅く、夜中に何度も目を覚ました。おかげで今日は、激しい自己嫌悪と寝不足からくる気だるさで、全身が鉛のように重い。


　どう考えても、昨夜の自分はおかしかった。どうかしていた。二度とあんなことにならないためにも、麻生とのキスは絶対にやめなければならない。


　端的に言ってしまえば、キスをやめればいいだけの話なのだ。そうすれば普通の友達に戻れる。昨夜のように、麻生を思い出して体が高ぶることもなくなるはずだ。


　簡単なことだ。


　わかってはいるのだが……。


「おっかだっ」


　後ろからポンと肩をたたかれて、智里は飛び上がった。


「そないびっくりせんでもええがな」


　振り向くと、藤崎と仲本が立っていた。


　肩をたたいたのは藤崎らしい。驚いた顔をしている。


「ああ、うん。ちょっと、考え事してて……」


「何や顔色悪いな」


　藤崎が心配そうに眉を寄せる。智里は苦労して笑ってみせた。


「テスト前やから寝不足なんや」


「岡田はテスト前やからって寝不足になるような性格やないと思うけど」


　仲本の穏やかな口調に、智里は曖昧に笑った。仲本の言う通りだ。試験勉強で寝不足なのではない。


「それはそおやな。そういうとこ、岡田はしっかりしてるもんなあ」


　素直に同意した藤崎に、仲本がぼそりとつぶやく。


「おまえと違てな」


「そうそう、ギリギリでバタバタして、結局一夜漬けになる俺とは大違い、て仲本、何言わすねん！」


　全身を使ってノリツッコミをしてのけた藤崎は、キョロキョロと辺りを見回した。


「そういや、麻生は？　一緒やないて珍しいやん」


　当たり前のように投げかけられた問いに、智里は苦笑する。この二人にとっても、智里が麻生と一緒にいることが、当たり前になっているのだ。


　藤崎を真ん中にして歩き出しながら、智里は苦笑したまま言った。


「珍しいことないやろ。そないしょっちゅう一緒にいてるわけやないし」


「そおか？　最近よう一緒にいてたやんか」


　首を傾げて言った藤崎の頭越しに、仲本が冷静な視線を向けてくる。


「岡田、おまえ自覚ないみたいやから言わしてもらうけど、おまえと麻生が二人でおると、ごっつ目立つねんで」


「そら麻生が目立つだけや」


「……やっぱり自覚ないねんなあ」


　うーん、と感心したようにうなっている仲本のかわりに、藤崎が言う。


「そら麻生と比べたら誰でも目立たへんけど、岡田、自分のカオ鏡で見たことないんか？　顔も整ってるけど、岡田の目って、ちょっと特別な感じや」


「特別って何やねん」


「せやから特別なんや。何ちゅうたらええんやろう。こう、惹きつけられるいうか、吸い寄せられるいうか……、えーと、そういうの、何て言うんやったっけ、仲本」


「魔性の目」


「そお、それそれ」


　大きく頷いた藤崎を、智里は肘で軽く突いた。


「アホか。ガキんときから、何考えてるかわからんブキミな目やて言われてんねんで」


「そらガキのときはそういう風に見えたかもしれんけど、なあ、仲本」


　言葉でうまく表現できないと、仲本に話を振るのが藤崎の癖らしい。慣れているのか、仲本は嫌がりもせずに軽く頷いた。


「黒目がちで、それがいっつも潤んでるみたいに濡れてて、くっきりとした二重で、睫が長い。これは魔性の目の典型やな」


　うんうん、と一人で納得しつつ、仲本は藤崎の頭越しに視線を投げてきた。


「麻生のことが聞きたいとか言いながら、ほんまはおまえ目当てで話しかけてきてるコもおるはずや」


「そんなわけないやろ」


　智里は本気で呆れた。確かに自分の目が人より少しばかり印象的であることは自覚している。けれど、魔性云々と言われるほどの代物ではない。


「そんなわけないことない。麻生ほどやないけど、おまえの噂もようきくしな」


　何もかもお見通し、とでも言いたげな仲本をじろりとにらんでやると、ふいに藤崎に腕をひかれた。


「おい、岡田、あれ」


　智里は、声を潜めた藤崎の視線を追った。


　煉瓦調の外壁を見せている食堂の前に、長身の男性が立っていた。黒地に白いラインが入ったブルゾンと黒のカーゴパンツという服装が、しなやかな肉食獣を連想させる。大勢の学生が行き交う中でも、その立ち姿は一際目立っていた。


　見間違えるはずがない。確かに麻生だ。


　その隣には、髪をショートボブにしたほっそりした女性が立っていた。遠目ではよく見えないが、目鼻立ちがすっきりとした、かなりの美人のようだ。鮮やかな白いコートが厭味なく似合っている。


「うわー、完璧な美男美女カップルやなあ。俺、麻生のカノジョ初めて見たわ。どこの誰やろ。知ってるか、仲本」


「見んカオやな。うちの学部やないと思う」


　興奮している藤崎とは裏腹に、仲本はあくまでも落ち着いている。


　智里はというと、ただじっと麻生と女性を見つめていた。まるで糸で縫いつけられたように、視線を動かすことができない。


　あれが麻生のカノジョ。キレイなコや。麻生と並んでても、全然違和感ない。


　昨日電話してきたんは、きっとあのコや。


　キスを中断させた電話を、麻生が迷惑に思っていないことはすぐにわかった。


　麻生が無表情なのは、決して感情がないからではない。ただ単に表に出ないだけなのだ。


　この一ヵ月、ほとんど毎日一緒にいて、それはよくわかっている。


　智里は真剣な顔で話し込んでいる二人を、じっと見つめた。


　噂はほんまやったんや。


　やっぱりキスはやめなあかん。


　ぼんやりとそう考えた智里は、自分がひどく動揺していることに気付いた。


　何でや。


　麻生にカノジョがいてるんは当然やないか。あれだけモテるんや、いてへんわけがない。


「あ、おい、岡田？　どないした」


　突然くるりと踵を返した智里に、藤崎が驚く。


「ちょっと、用事思い出した」


　振り向かずにそれだけ言って、智里は一目散に駆け出した。


　胸が痛い。


　焦げつくようだ。


　キスができなくなるから？


　それだけで、こんなに苦しいのか。


　本当にそれだけで？












　キスをやめれば、友達に戻れる。


　キスをやめることが、お互いにとって一番良い方法なのだ。


　それやのに、麻生とキスができんようになるのが嫌やなんて、どういうことなんやろう。


　一月前まで、麻生のことは、無表情で怖い感じがせんこともないけど、ええ奴やなとしか思っていなかった。


　キスをするなんて、ましてや体を重ねることになるなんて、考えもしなかった。


　そして、そのキスを自分がこれほどまでに欲することになるとは、本当に露ほども思っていなかったのだ。


　麻生は、何を考えてキスしてるんやろ。


　ちゃんとカノジョがいてるのに。


　……それって浮気とちゃうんか？


　いや、浮気とはいわんのか。


　何しろ俺は男やし。


　麻生にとっては、ただの遊びなんかもしれん。


　その証拠に、二人で酒盛りをしたあの夜以来、彼は一度も智里に触れてこない。触れてくるのは唇だけだ。


　……そら当たり前か。


　誰がすき好んで男なんか抱く？


　ただの遊びなんや。ふざけてるだけや。


　けど、たとえふざけてるんやとしても、何でキスなんや。


　……やっぱり、麻生が何考えてるんか全然わからん。


　わからん言うたら、あの忘年会の前にも、麻生はちょっと何考えてるかわからんとこがあったな、と智里はふいに思い出した。


　あれはたぶん、忘年会に行く一週間ほど前のことだ。


　昼休みの内に、次の講義が始まる教室に入って一人くつろいでいたところへ、偶然、知り合いの女子学生が入ってきた。彼女と会うのは久しぶりだった。バックパッカーとして海外をあちこち放浪しているらしく、ほとんど講義に出てこなかったのだ。


　一ヵ月ほどインドに滞在していたという彼女の話に、智里はもっぱら聞き役になって相づちを打った。知らない国の話は物珍しく、面白かったから、いつのまにか夢中になっていた。


　だから、背後に立っている麻生に気付いたのは、肩をたたかれてからだ。振り向いた智里は、躊躇することなく笑いかけた。


　麻生。


　見上げた麻生の端整な顔には、表情がなかった。いつもの無表情とは少し違う。固いような、それでいて熱いような感情の切れ端が、漆黒の瞳の奥に見え隠れしていた。


　どうかしたか？


　見慣れないその表情に不安を感じて問うと、麻生は智里の隣に座っている女子学生をじろりと一瞥した。


　しん、と沈黙が落ちる。


　正体不明の緊迫感が肌を突き刺してきて、智里は眉を寄せた。


　何や、この重い空気は……。


　岡田君、私、購買で買うもんあるの思い出したから行くわ。


　彼女が席を立ったのは、数秒の沈黙の後だ。呪縛から解かれたように我に返った智里は、頷いて言った。


　あ、うん。そしたらまた。


　教室から出ていく彼女を見送っていると、それまで黙っていた麻生が、智里の許しも請わずに隣の席に腰を下ろした。すぐ側にある麻生のスラリと伸びた長身から、激しい熱のようなものが発せられているような気がして、智里はわずかに体を退く。


　何かいつもの麻生とちゃうみたいや。


　ちらりと見上げると、思いもかけないほど強い視線が返ってきた。


　隣、座ったらあかんかったか？


　智里をじっと見つめながら麻生が問う。警戒しているのが伝わったのかもしれない。どこか責めるような口調だった。


　慌ててううん、と首を横に振ると、麻生は更に聞いてきた。


　待ち合わせしてるんか？


　え？　待ち合わせて？


　さっきの女。


　麻生は吐き捨てるように言った。穏やかな物言いをすることが多い彼にしては、珍しいことだった。


　ううん、待ち合わせなんかしてへん。


　けどさっき、またて言うてたやないか。


　それは言葉のアヤや。待ち合わせなんかしてへん。


　再び強く首を横に振る。


　しかし、麻生は凝視するのをやめなかった。ひどく熱く感じられる視線が、まっすぐに見つめてくる。おずおずと見返すと、麻生は整った眉をわずかにひそめた。その表情の変化を目の当たりにして、なぜか智里は焦りを覚えた。そして気が付いたときには早口で弁解していた。


　ほんまや。彼女とは、久しぶりに会うたからしゃべってただけや。あのコ、バックパッカーでいろんな国に行ってて、その話を聞いてただけやねん。ここで会うたんも偶然やし、待ち合わせなんかしてへん。


　ほんまや、ともう一度言うと、麻生はようやく眉間を緩めた。


　そしてふと我に返ったように瞬きする。


　智里の方へ乗り出すようにしていた体が、スッと遠ざかった。途端に、そのひきしまった体から発せられていた熱も霧散する。


　どうかしたんか？


　急激な変化に戸惑って智里が問うと、麻生は薄く笑ってため息をついた。


　何でもない。


　そうつぶやいて、麻生はふいと視線をそらせた。すっきりとした形の良い唇が、自嘲するように歪んでいたことを覚えている。


　あのときの彼の態度も、どこか釈然としなかった。


　ほんまに、麻生は何を考えてるんやろ……。


　麻生の体から発せられていた不思議な熱を、今更のように思い出している自分に、智里は苦笑した。


　どんだけ思い出したって、麻生が何考えてるんかわからんことに変わりはない。


　今はとにかく、キスをやめることを最優先させなあかん。


　そうやないと、あのコがかわいそうや。












　ピンポーン、という軽いチャイムの音がして、智里はハッと目を開けた。


　目覚まし時計の針は四時を指している。


　大学から逃げるように帰ってきた智里は、コタツに潜り込んだ。胸の痛みを堪えながらいろいろなことを考えているうちに、いつのまにかうとうとしていたらしい。


　窓に映る空には、既に夕闇が迫っている。コタツの上で組んでいた腕が痛い。不自然な格好で寝入ってしまったせいか、首も痛かった。


　また、ピンポーンと玄関のチャイムの音がする。


　続けてドアをたたく音がした。


「智里、おらんのか？」


　麻生だ。麻生の声だ。


　智里は反射的に立ち上がった。


　しかし、次の瞬間、その場に棒立ちになる。


　今、麻生を中に入れたらどうなる？


　またキスされたら？


　拒めるか。


　抵抗できるか。


　昨夜のように、情欲が暴走してしまわないか？


「智里？」


　智里は大きく深呼吸した。


　大丈夫や。


　麻生とは、ただの友達なんやから。


　あんなことがある前に戻るだけや。この一ヵ月かて、キス以外は普通の友達付き合いしてきたんや。


　大丈夫。大丈夫や。


　一人頷いて、智里はドアに歩み寄った。


「今、あける」


　声をかけて鍵をあけると、ドアがガチャリと開いた。


　両手にスーパーのビニール袋を下げた麻生が立っていた。白い息の向こうに、真珠のような美しい歯が見える。


　智里は、ズキ、と心臓が痛みを訴えるのを感じた。思わずセーターの胸の辺りをつかむ。


「あがってええか？」


　胸はまだ痛んだが、智里は何とか頷いて見せた。ほっとしたように麻生が微笑む。


「今日、途中で帰ったんやろ？　おまえが講義さぼるなんて珍しいから、具合でも悪いんとちゃうかて、藤崎と仲本が心配してたで」


「まさか。ちょっと野暮用があっただけや」


「ほんまに大丈夫なんか？」


　靴を脱いだ麻生は、振り向いて智里をまっすぐに見つめた。その整った眉がわずかにひそめられる。


「顔色、悪いんとちゃうか？」


　智里は笑おうとして失敗した。口許が強張ってうまく笑えない。それでも何とか唇の両端を吊り上げることには成功した。


「さっきまでうたた寝してたから、寝ぼけてるだけや。それより、今日は何を買うてきたんや？」


　一心に向けられる視線を見つめ返すことができなくて、話題を変える。ああ、と頷いて、麻生は右手に持っていたビニール袋を流し台に置いた。


「鍋にしようと思うて材料買うてきたんや」


「鍋か。ええなあ」


　智里はビニール袋の中を覗き込んだ。麻生の視線から逃れられて安堵した反面、ひどく寂しい気持ちになる。


　俺はどないしてしもたんや。


　こんな気持ち、初めてや。


「豆腐と白菜と人参、それからエノキと豚肉とマロニー、ポン酢。またぎょうさん買うてきたなあ。後でワリカンせな」


　わざと明るい口調で言うと、麻生は微かに笑った。


「今日はオゴリや。これもあるで」


　麻生は左手に持っていたビニール袋を流し台に置いた。


　紙のパックが透けて見える。


　酒だ。


　智里は、一時停止したように自分の全ての動作が止まるのを感じた。


「……酒、か？」


「日本酒、嫌いか？」


「嫌いやないけど……。酒は、あかんやろ」


「何で」


「何でってそら……」


　酔ってしまったら、一ヵ月前の二の舞になってしまうかもしれない。シラフなら理性が働く。しかし、酒が入ればきっと、麻生に触れたいという欲求を止められなくなる。他でもない智里自身が、触れてほしい、抱きしめてほしいと願っていることは、昨夜いやというほど思い知らされたのだ。


　麻生に恋人がいるとわかった以上、それだけは避けねばならない。


「今日かって、試験勉強せなあかんし」


　少し間を置いて言った智里に、麻生はスッと目を細めた。一瞬、うつむけた額の辺りに向けられた麻生の視線に、苛烈さが宿ったような気がした。


　その強い視線に促されるようにして顔を上げる。さぞ激しい色を映しているのだろうと想像していた漆黒の瞳は、しかし、意外にも穏やかだった。


「一日ぐらい休憩せな、身がもたん」


　そう言った声も、これ以上ないぐらい穏やかだ。智里はほっとして、ぎこちない笑みを浮かべた。


「俺は別にええけど、おまえは休憩してる暇ないんとちゃうか」


「智里」


　呼ばれて、ギクリと体が反応した。


　どないしよう。


　名前呼ばれるだけでこんなになるんやったら、友達にも戻れへん……。


「智里」


　もう一度呼ばれて、いきなり顎をつかまれた。有無を言わせない力で仰向かされる。


「麻生……っ」


　叫んだ声は、麻生の唇に吸い取られた。


　智里は大きく目を見開いて、至近距離にある麻生の切れ長の目尻を見つめた。冷たい唇が撫でて探ってくる動きに、一瞬、目を伏せかける。


　しかし、瞼の裏に焼きついていた白いコートの残像が、智里を快楽から引き離した。


　あかん。


　こんなことしてたら、あかん！


「う、ん！」


　両手で、ドンと麻生の肩を突く。
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　いつものように智里の体には指一本触れていなかった麻生は、あっさりと突き飛ばされた。


「智里」


　体勢を立て直しながら、麻生が呼ぶ。慌てている風でもなければ、怒っている風でもない。


「お、おまえな……、ええ加減にせえ」


　自分の声が震えていることに気付いて、智里は深呼吸した。


「カノジョいてるんやろ。今日、見たんや。もうこんなことしてたらあかん。たとえふざけてるんやとしても、やり過ぎや。カノジョがかわいそうやないか」


　声はやはり震えている。


　泣きそうな声や。


　俺は、泣きたいんか？


「智里、おまえは？」


　落ち着いた声が降ってきて、智里は思わず視線を上げた。


　そこには、既に見慣れた漆黒の瞳があった。


　その瞳も声と同じように落ち着いている。凪いだ夜の海のように静かだ。


「おまえもふざけてたから、今まで抵抗せんかったんか？　……あのときも」


　麻生の視線が奥にあるベッドに向けられる。智里はカッと頬が熱くなるのを感じた。


「あのときも、ふざけてたんか？」


　淡々と問われて、智里はうつむいた。


「……ふざけてるとか、ふざけてへんとか、そういう問題とちゃうやろ……。あのときは……、酒が入ってたから……」


「酒が入ってたら、誰とでも寝るんか」


　その随分な言い草に、智里は顔を上げた。


　麻生はじっと智里を見下ろしている。悪びれている様子は全くない。


　こいつは今、何て言うた？


　……誰とでも？


　誰とでもやと？


　猛烈な怒りが腹の底からせり上がってくる。


「麻生っ！」


　無意識のうちに振り上げた拳を、麻生は難なく避けた。


「おまえの言い分やと、そういうことになるやろ」


　麻生はあくまでも冷静な物言いを崩さない。智里はこみ上げてきた怒りのせいで、体中がブルブルと震え出すのを感じた。


「俺、俺は……、酔ったからって、そんな、誰とでもやなんて……！」


　酔ってそんなことになったのは、麻生が初めてなのだ。酔ったら誰とでも寝る節操なしのように言われるのは、理不尽極まりない。


　嫌なら抵抗した。


　殴りつけた。


　それぐらいの理性はあった。


　それを、誰とでもやと？


　そんな言い草があるか！


「智里。もっとちゃんと考えるんや。何で俺と寝たんか。何でキスしたんか」


　息をひきつらせる智里に、麻生は哀願する口調で言う。しかし、怒りのあまり目眩を感じている智里に、その言葉は届かない。


「……帰れ」


「智里」


「帰れ！」


　智里は怒鳴った。これ以上麻生と向き合っていられなくて、勢いよく背を向ける。体中が怒りで真っ赤に染まっていくような錯覚を覚えて、智里はきつく目を閉じた。


「よう、考えるんや。俺は待ってるから」


　囁くような麻生の優しい声が聞こえた。


　うつむいたままじっとしていると、麻生がさっき脱いだばかりの靴を履く音がした。続けてドアが開く音が聞こえ、すぐに静かに閉まる音が聞こえた。


　そして部屋には、目覚まし時計の秒針の音と、智里のひきつるような呼吸音だけが取り残された。


　考える……？


　何を？


　キスが嫌やなかった理由を？


　自分はキスの理由を一言も説明せんと、俺にだけ考えろって？


　そんなん卑怯や。


　確かに俺は拒まへんかった。抵抗もせんかった。


　けど、抱いたんもキスしたんも、麻生やないか……。


　カノジョが、いてるくせに。


「……麻生のアホ……」


　つぶやいた途端に、涙がこぼれ落ちた。


　どうしようもなく胸が痛い。


　このままだと、心臓が潰れるかもしれない。


　智里は両手を胸に押しあてて、その場にしゃがみ込んだ。そして、次から次へと溢れる涙を止めることもできずに、声を押し殺して泣いた。












　ようやく涙が止まって顔を上げると、部屋は既に真っ暗だった。


　久しぶりに泣いたせいだろうか。頭の芯が痺れたようになっている。暖房が入っていない部屋は寒いはずなのに、全身が熱くてだるかった。それに、喉がひどく渇いている。


　電気をつける気にもなれず、智里はキッチンの床に座り込んだまま、緩慢な動作で傍らにある冷蔵庫を開けた。途端に漏れ出た柔らかな光が目にしみる。反射的に瞬きをしながらミネラルウォーターのペットボトルを取り出し、無意識のうちにフタを取った。


　ボトルに直接口をつける。すると、想像していた以上に冷たい水が口腔内に流れ込んできて、智里は夢中でそれを飲み下した。


　喉の渇きが癒されて、思わずほっと息をつく。


　同時に、水では決して癒されない胸の痛みに気付かされる。


　胸が痛い。灼けるようだ。


　我知らずセーターの胸の辺りをぎゅっとつかんで、智里は深呼吸した。


　しかし、痛みは去らない。それどころか、圧倒的な激しさで智里を責め立てる。


　酒が入ってたら、誰とでも寝るんか。


　ふいに静かな声が耳に甦ってきて、智里は唇をかみしめた。平常に戻っていたはずの涙腺が、また緩みそうになる。


　怒りは既に消えていた。


　かわりに湧き上がってきたのは、悔しさと情けなさである。


　麻生は、俺をそんな風に見てたんか。


　めちゃめちゃや。ひどすぎる。


　誰とでもなんて、寝るわけがない。


　麻生やから寝たんや。


　当然のようにそう考えた直後、智里はドキ、と心臓が跳ねるのを感じた。


　もし、あのときの相手が麻生やなかったら。俺はどうしたやろう？


　もし、他の男だったら。


　あるいは、女だったら。


　智里は膝に埋めていた頭を横に振った。


　……嫌や。


　そんなんは嫌や。


　麻生以外は、考えられない。


　他の男と寝るなんて、想像するだけで寒気がする。たとえ相手が女でも、嫌だ。ましてや体を重ねるなんて、とんでもない。軽々しく触れてほしくないし、触れたくもない。絶対に嫌だ。


　麻生やから寝たんや。麻生やからキスした。


　麻生でないと嫌や。


　はっきりとそう思った途端に、またズキ、と胸が痛んだ。あまりにも激しい痛みに耐えかねて、智里はぎゅっと膝を抱く。


　頭の中……、いや、髪の一本一本から爪の先まで、自分の存在全てが麻生を欲している。思わず漏れた吐息は、それを証明するかのように、熱く切なく蕩けた。


「……麻生……、麻生……」


　名を呼べば少しはましになるかと思った痛みは、逆に増す。また目の奥がツンとして、視界がぼやけてくる。


「麻生……！」


　好きや。


　自然と心の内に浮かんだその言葉に、智里は一瞬、困惑した。


　そんなアホな。麻生は男やのに。


　俺も男やのに！


　理性が必死で叫ぶ。しかし、涙で麻痺した思考力は、それ以上回転しない。


　好きや。


　再び、呪文のようにその言葉が胸を打った。


　今度は理性も拒絶しなかった。


　できなかったのだ。


　麻生以外は嫌や。麻生でないと嫌や。


　麻生が好きや。


　その焦げつくような想いと、自分でもぞっとするような強い独占欲は、間違いなく恋だった。


　もはや恋以外に考えられなかった。


「好きや……」


　無意識のうちにつぶやくと、その想いは津波のように智里に襲いかかった。


　静かで穏やかで、ええ奴やと思てた。知らず知らずのうちに目で追うてしまうんは、麻生が目立つからやと思てた。抱かれたのは酒のせいやと思てたし、キスかてただ気持ちがええからやめられんのやと思てた。


　けど、違うんや。


　抱かれて嫌やなかったんも、キスを拒まへんかったんも、気持ち良かったんも、麻生が好きやから。


　キスの理由を聞けなかったのは、智里のことなど好きではないと、全部ただの遊びだという麻生の答えを聞きたくなかったから。


　麻生に恋人がいるとわかっても尚、キスをやめるのが嫌だったのは、キスそのものに執着があったわけではなかった。


　麻生に好きな女がいるのが嫌だった。恋人がいることが、許せなかった。その女ともキスしていると考えるのが苦痛だった。


　嫉妬したのだ。あの、白いコートの女性に。


　俺とだけキスしてほしかった。


　俺だけを見てほしかったんや。


　誰とでもなんて、寝るはずがない。


　麻生やから寝たんや。


　麻生が好きやから。


　智里は震え出す体をどうすることもできずに、唇をかみしめた。


　これほどまでに狂おしい気持ちを自覚することがなかったのは、麻生も自分も男だったからだろう。麻生に恋人がいることを知らないままでいたら、気付くのはもっと遅れていたかもしれない。


　よう、考えるんや。


　麻生はそう言った。


　それで？　と智里は思う。


　考えたから、どうなるって言うんや。


　俺は麻生が好きや。友達としてやなくて、俺だけのもんになってほしいと思う。キスしたいと思う。そういう風に好きなんや。


　せやから、何なんや。


　考えた結果がこんなんやったら、どうしようもないやないか。


　麻生にはカノジョがいてる。ましてや俺は男や。たとえ麻生にカノジョがいてへんかったとしても、どうにもならん。


　気付く前から破綻している恋だ。


　決して叶わない歪な恋だ。


　けれど智里にとっては、生まれて初めての、全身を灼かれるような恋だ。


「……っ」


　閉じた瞼を押し上げるようにして、涙が溢れ出す。


　麻生のアホ。


　こんな気持ちを自覚してしもたら、もう絶対に友達には戻れへん。側にもいられへん。


　智里は漏れそうになる嗚咽を殺した。


　俺は待ってるから。


　耳元で麻生が囁いたような気がした。その声が、包み込む優しい響きを持っていたことに、今になって気が付く。


　待ってるて何やねん。


　何を待ってるて言うんや。


　やっぱり麻生はひどい、と智里は思った。


　ひょっとしたら、俺と話すのは今日が最後になるかもしれんのに、待ってるやなんて。


　それも、泣きたくなるほど優しい声で言うなんて。












　蹌踉とした足取りでようやくたどり着いた図書館に、人影はまばらだった。もう少し時間が経てば、にわか勉強に精を出す学生でいっぱいになるはずだ。


　大学の図書館の地下一階には、机が一つ一つ仕切られた自習スペースがある。各々の机に蛍光灯もついており、邪魔されずに勉強したり本を読んだりしたいときに便利な場所だ。


　智里は一番端の席に腰を下ろした。まだ暖房が行き届いておらず、少し肌寒い。パーカーを着たまま机の上に突っ伏す。泣きすぎたせいか、こめかみの辺りがズキズキと痛んだ。


　一晩泣き明かしたというのに、気分は一向に晴れなかった。食欲もなく、今朝は何も口にしていない。


　おまけに、鏡で見た顔もひどいものだった。顔色は青白く、目許は赤く染まったままで、頬も幾分かこけたようだ。


　あまりにもひどい顔色だったので、本当は休みたかった。しかし結局、智里は早々にアパートを出た。自分のアパート以外の場所で、一人になりたかったのだ。


　アパートにいると、麻生を思い出す。その唇の感触を、抱きしめてきた腕の温もりを、思い出してしまう。


　智里は突っ伏したまま、ため息をついた。


　麻生への想いは、昨夜と変わらず胸を焦がし続けている。その一方で、成就されることのない恋に、絶望が深くなる。


　こんなに好きやのに、諦めなあかんなんて。忘れなあかんなんて。


　よう、考えるんや。俺は待ってるから。


　麻生の声が耳に甦ってきて、智里はきつく目を閉じた。


　待つって、どういう意味なんや、麻生。


　何を待ってるっていうんや。


「なあ、昨日麻生と一緒にいてたオンナ見たか？」


　向かい側の机から声が聞こえてきて、智里はビク、と顔を上げた。衝立があって姿は見えないが、男子学生が座ったらしい。


「ああ、見た見た。ごっついキレーなコやったな。俺なんか声かけられん感じや。あれってやっぱり麻生のオンナかな」


「それなんやけどな。あのコ、確か高橋保美いう名前やったと思うんやけど、うちの学生とちゃうで」


「おいおい、どっからそんな情報入ってくんねん。コワイなあ」


　智里は無意識のうちに耳をそばだてた。本人たちは声を潜めて話しているつもりでも、静かな図書館では、よく聞こえる。


「まあ聞けや。俺、あのコ愛華短大で見たことあるねん」


「愛華いうたらおまえのカノジョが行ってるとこやったっけ？」


「そおや。学祭でミスになったコやから覚えてるんやけど、覚えてたんは単にミスになったからやない。学生結婚してたからなんや」


「ひえー、マジかいな。そしたら麻生がダンナなんか」


「アホ。彼女は高橋やで。名字がちゃうやないか。サチコが言うには、彼女のダンナはものすごい年上のナントカいうゲイジュツカらしいんや」


「そしたらフリンってことか？」


「さあ、そこがわからん。けどフリンやったら普通、あんな目立つとこで会うたりせんやろ」


　その言葉が終わるや否や、智里は勢いよく立ち上がった。


　前に座っていた二人は、突然立ち上がった智里を見上げてぎょっとしている。麻生と一緒におる奴や、と瞬時にわかったのだろう。ぎこちない愛想笑いを浮かべる。


　智里はその笑みを無表情に見返した後、再び崩れるように腰を下ろした。


　不倫。


　麻生が？


　智里は思わず強く拳を握りしめた。


　腹の底から突き上げるように、白いコートの女性に対する憎悪が湧いてくる。


　よりによって、不倫やと？


　あの女は、夫の愛を得ていながら、麻生の愛まで享受しようというのか！


　……それとも、麻生が彼女を好きになってしまったのか。


　俺は待ってるから。


　また、麻生の声が聞こえたような気がした。途端に、頭に閃くものがあった。


　ちょっと待て。


　何かおかしい。


　何かがずれている。


　智里はふ、と拳の力を解いた。


　……そおや。


　麻生が何を考えてるんか、俺は一回も麻生本人から聞いたことがないんや。


　状況や噂話だけを鵜呑みにして、何もかも独り決めしていた。白いコートの女性のことはもちろん、毎日続けられたキスのことも、麻生が自分に対してどういう気持ちを持っているのかも、一度も麻生本人に問いただしたことがない。


　真実を知っているのは麻生一人なのに、麻生が自分から離れてしまうことが怖くて、聞けなかった。


　智里は、今度はゆっくりと立ち上がった。


　友達に戻れないなら、どちらにせよ離れるしかない。


　どんなに好きでも、側にはいられん。


　それなら最後に確かめたい。


　麻生が何を考えているのか。


　麻生、俺はよう考えた。


　おまえが好き。


　他の誰にも渡しとうない。


　それぐらい、好きや。


　おまえが言うとおりに考えた結果が、これなんや。


　こんなこと、口が裂けても言えん。


　けど、せめて、おまえが何を考えてキスしたんか、それだけでも知りたい。












　ほとんど走るようにして正門を出ようとしたところで、智里はふいに立ち止まった。


　麻生のマンションが、どこにあるかわからない。


　住所はアドレス帳に控えてある。けれど、いつも麻生が訪ねて来るばかりで、招かれたこともなければ、訪ねようとしたこともなかった。


　智里はため息を落とした。


　よう考えたら俺、麻生のこと何も知らんのや。


　智里はこれまで何につけても、正確にデータを集め、分析し、ぬかりのないように石橋を叩いて渡るやり方をしてきた。


　それなのに、麻生に関しては何もかもが隙だらけだ。石橋を叩くどころか、川の深さや流れの早さを確かめず、いきなり頭から飛び込んだも同然である。


　飛び込んで溺れてたら世話ないわ。


　智里は自嘲気味に笑って、もう一度ため息をついた。門の脇に寄り、バッグからアドレス帳を取り出す。


「サトリ君？」


　耳に心地好い澄んだ声で呼ばれて、智里は無防備に顔を上げた。


　目の前に白いコートを見つけて、ぎょっとする。


　あの女性だ。


　昨日、麻生の隣にいた女性が、悪戯っぽい笑みを浮かべて立っている。


「良かった。探しに行こうと思てたんや」


　女性は小首を傾げた。くせのない髪がサラサラと揺れる。肌は抜けるように白く、小作りの顔立ちは人形のように整っている。近くで見ると、本当にきれいな女性だった。


　声もなく、ただ茫然としている智里に、彼女はクスクスと笑う。


「わたし、高橋保美いうねん。ナオタカは？」


　ナオタカ？　と心中でくり返した智里は、一瞬の後、それが麻生の名前だと気付いた。


「今日は、まだ……」


「え、一緒やないの？」


　問われて、反射的に頷く。


　保美はふうん、とうなると、おもむろに手を伸ばし、智里の腕をぎゅっとつかんだ。


「そしたら一緒に待ってよか。そこの喫茶店やったら、ナオタカが来るの見えるやろ」


「え、ちょっと」


　保美はぐいぐいと智里を引っ張っていく。


　場所が正門ということもあり、周囲には学生がたくさんいる。皆、突然現れた美少女に、何事かとこちらを注視しているのだが、それを気にする様子はない。


「ここの大学、レベル高いんかなあ。女の子はカワイイし、男の子はカッコエエし。わたしももう一回受験して、ここに入りたいわ。あ、でもそしたらサトリ君とは二年しか一緒におられへんな」


「ちょっ、ちょっと待ってください、タカハシさん」


　門を出て、ためらうことなく歩いていく保美に、智里はようやく抗議の声をあげた。


　すると保美は意外に素直にピタリと足をとめ、くるりと振り返った。


「何？」


「何って、あの、どういうことなんですか？」


「どういうことって？」


　色素の薄い茶色の瞳で見上げられて、智里は言葉につまる。


　ほんまに人形みたいにキレイや。


「せやから、その、何で俺のこと……」


「ナオタカから聞いてへん？」


「聞くって何を……」


「わたしのこと、聞いてへんの？」


　聞いていない。


　一緒にいるところを、親密そうに麻生と話しているところを、見ただけだ。


　そう考えると、ズキンと胸が痛んだ。


　この女が、麻生の恋人。


　結婚しているとか、不倫であるとか、この際、そんなことはどうでもいい。


　この女は、麻生にキスされている。


　抱きしめられているのだ。


　智里は頭の芯がカッと熱くなるのを感じた。言い様のない激情が、喉の奥からせり上がってくる。


　しかし、保美は智里の心中を知るはずもなく、目を丸くして見上げてきた。


「何や、ほんまにわたしのこと、まだ聞いてへんの？」


　その問いに答える余裕もなく、込み上げてくる激情を抑えてきつく唇をかみしめていると、保美は整った弓型の眉をキッと吊り上げた。かと思うとふと視線をそらし、何やってんねん、あのアホが、と険悪な声音でつぶやく。


　やがて再び智里を見上げた保美の顔には、なぜか申し訳なさそうな表情が映っていた。


「ごめんな、サトリ君。悪気はなかってん。ナオタカがちんたらしてるんがあかんのや」


「は……？」


「ほんまにこんな色気のあるええ男を、いつまで放っとくつもりやねん」


　言うなり、保美は智里の腕に自分の腕を絡ませて歩き出した。華奢な外見とは裏腹に、驚くほど力が強い。


「タカハシさん、俺、戻ります」


「何で？」


「何でって、麻生と待ち合わせしてはったんでしょう？　俺がいてたら邪魔やし」


「待ち合わせなんかしてへん。様子を見に来ただけや」


「様子て、ちょっと」


　智里が本気で保美の腕を振り払おうとしたとき、ヤスミ、と呼ぶ声が聞こえた。


　肩越しに振り向くと、麻生が必死の形相で走ってくるのが見えた。反射的に逃げようとした智里を、保美の腕がぐいと引き戻す。


「タカハシさん！」


　智里は悲鳴に近い声をあげた。


　二人が仲良くしているところを目の当たりにするなんて、耐えられない。だからといって、保美の前で麻生に告白することもできない。横恋慕しているのは自分なのだ。


　しかし、保美は智里の腕をしっかりとつかんだまま離さない。


「サトリ君が逃げることなんかない。一回あのアホを痛い目にあわさな、サトリ君一人が悩んだことになるで」


「それ、どういう意味……」


「ええから。わたしに任しとき」


　保美はその美しい顔立ちに似合わない不敵な笑みを、にっと浮かべてみせたかと思うと、ようやく追いついてきた麻生をじろりとにらみつけた。


「何しに来たん」


　その声も、突き刺すように鋭い。


「何しに、て、おまえこそ」


　ハア、ハア、と息を切らせながら、麻生も保美をにらみつける。


「わたしはあんたとサトリ君の様子を見にきたんや。あんた、ほんまに鈍くさいな」


「鈍くさいて、何や」


「まだサトリ君に何も言うてへんそうやないか。あんた何も言うてけえへんし、わたしは昨日のうちにちゃんと話がついて、うまいこといった思てたんやで。それやのにこんなに目が赤うなるまでサトリ君泣かせて追いつめて、いったい何をやってるんや」


　剣呑な様子でにらみ合う二人に気圧されて立ち尽くしていた智里は、泣かせて、という保美の言葉に、ビクッと体が強張るのを感じた。自分がひどい顔色をしている自覚はあったが、あからさまに泣いているとわかる目をしているとは思っていなかったのだ。


　慌てて顔をうつむける。


　麻生に、泣いていたことを知られたくなかった。涙の理由を聞かれても、答えられない。


　おまえが好きやなどと、言えるはずがないのだから。


　いたたまれなさにきつく唇をかみしめていると、唐突に腕をつかまれた。
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「他人の恋路に、首を突っ込むな」


　威嚇するように低い声で言った麻生が、智里を自分の方へぐいと引き寄せる。驚いて反射的に顔を上げると、思いもよらない力強さで肩を抱かれた。


「馴れ馴れしい智里に触るな」


「そんなこと言うんやったら、最初っからわたしに恋人役なんか頼まんといたらええやろ。だいたい、ヤスミて何やねん。わたしのことをヤスミて呼んでええんは満さんだけや」


　言うなり保美は拳を作り、あっと声をあげる間もなく、麻生のみぞおちにたたき込んだ。


「う……」


　咳き込む麻生に、保美はフンと鼻を鳴らす。そして呆気にとられている智里に視線を向けると、にっこりと笑った。


「ごめんな、サトリ君。わたし、ナオタカの恋人なんかやないねん。叔母や」


「おば……？」


「そう。ナオタカのお母さんの弟の妻」


　おば。つまり、叔母か。


　けどそれって、どういうことなんや……？


　言われていることの意味の半分も理解できずに、智里は思わず麻生を見上げた。涙目になっていた麻生は、保美をキッとにらむ。





「それ以上言うな。俺がちゃんと話す」


「あ、そ。最初から素直にそうしたらええんや。サトリ君といろいろ話しよう思て出てきたのに、肝心のあんたがそれやったら話なんかでけへんやん。損した」


　保美はあーあ、とため息をついた後、気を取り直したように顔を上げた。そして智里に笑顔を向ける。


「ま、今度の楽しみにとっとくわ。サトリ君、不肖の甥やけど、よろしい頼みます」


　ペコリと頭を下げると、保美は智里の返事も待たずにさっさと歩き出した。


　そのほっそりとした後ろ姿を見送りながら、智里は茫然と立ち尽くす。


　どういうことや？


　話って何のことや。


　あのコ、麻生の恋人やないんか？


　叔母って？


　あんなに若いのに？


　わけがわからない。


「くそ、有段者のくせに思い切り殴りやがって……」


　ぴたりと密着とした体から低い声が直接伝わってきて、智里はハッと我に返った。


　麻生に肩を抱き寄せられたままだ。


　温かい。


　熱いほどだ。


　自分でも意識しないままに、ポロ、と涙がこぼれ落ちる。


「……っ」


　智里は思わず両手で顔を覆った。


　止められない。


　昨夜、流せるだけの涙は流してしまったはずなのに、しっかりと肩を包む温かさが嬉しくて、切なくて、苦しくて、涙が止まらない。


　キスだけやない。


　俺はもっと、こうして抱きしめてほしかったんや。


　唇だけではなく、体中で、心で、麻生の存在全てで愛してほしかった。


「智里？　智里、どないした。ヤスミに何かされたんか？」


　慌てたような声が上から降ってくる。麻生のこんな物言いを聞くのは初めてだ。


　智里は首を横に振った。


　違う。何かしたのはおまえや。


　おまえがこんな気持ちにさせたんや。


「……好きや」


　決して言うまいと思っていたのに、胸に迫る想いをためておけず、智里はつぶやいた。


「好きや。麻生が好き」


　囁いた声は嗚咽にまぎれてしまった。胸を焦がす想いをはっきりと伝えられないもどかしさに、智里は強く麻生にしがみつく。


　ここが白昼の往来であることなど、意識からすっぽりと抜け落ちていた。告白したら嫌われるかもしれない、という危惧も忘れてしまっていた。肩を抱く麻生の腕の温もりだけが全てだった。


「智里……」


　感極まったような声が呼んだ。


「俺も、おまえが好きや」


　ゆっくりと低い声で言われて、智里は心底驚いた。思わず顔を上げると、麻生は何かに打たれたように眉をぎゅっと寄せた。漆黒の瞳が熱で潤んでいる。


　麻生は今、何て言うた？


「こんなとこでは話もできん。……俺んちに、行こ」


　優しく囁かれ、腕をつかまれて歩き出しても、智里は何の反応もできなかった。


　おまえが好き？


　おまえって、誰のこと？


　誰が好きやって？












　茫然としたまま手をひかれ、たどり着いたマンションは２ＬＤＫの豪勢なものだった。


　連れ込まれた部屋は寝室だった。セミダブルのベッド以外に家具らしい家具はなかったが、フローリングの床に敷かれたマットや壁にかかった絵画は、センスの良さを感じさせるのに充分だった。


「智里」


　右手で智里の肩を抱き、左手でドアを閉めた麻生は、呼ぶなり口づけた。まだ己を取り戻せなくて、完全に無防備だった智里は、されるままになる。


「んっ……！」


　激しく貪られるだけでなく、麻生の腕が、肩が、胸が、きつく抱きしめてくる。


　そのしなやかな体を通して直接伝わってくる鼓動と体温に、智里は目眩を覚えた。麻生という大きな海に溺れるような錯覚に陥る。


　気が遠くなるような長く深い口づけを解かれて甘い吐息を落とした智里は、いつのまにか麻生に組み敷かれている自分に気が付いた。


「麻生……？」


「ごめんな、智里。けど、ああでもせんかったらおまえ、気付いてくれへんかったやろ？」


「ああでもって……？」


「俺には女なんかいてへん。俺が好きなんは、智里、おまえだけや」


　普段の穏やかな麻生からは想像もできない、熱くかき口説く口調に、智里は無意識のうちにつぶやいた。


「嘘……」


「嘘やない。俺は、一年のときから、おまえが好きやったんや」


　熱い吐息と共に耳朶を軽くかまれる。背筋に覚えのある快感が走って、智里は小さくのけぞった。


「あ……」


「入学式で一目見て、好きになったんや。おまえ、ダークグレーの渋いスーツ着てたやろ。そんで今よりもう少し髪が長うて、前髪を横に流してたから、目がはっきり表に出てた」


　言いながら、麻生は智里のパーカーの袖を肩から抜いた。続いて下に着ていたシャツごと、セーターをたくし上げる。


「別に目が合うたわけやない。おまえが視線を上げるとこを見ただけや。それやのに、あのときの目の動きが今でも忘れられん。睫の下の黒い目がすうって動いて、それがものすごい印象的で……。あの目で見つめられたい、て思たんや。あの目を、俺だけのもんにしたい、て」


　嘘や。


　そんなこと、ありえへん。


　麻生の冷たい指先が素肌に触れてくるのを感じて、智里は抵抗する。


「や、嫌や、嘘つき」


「嘘やない。ずっとおまえのこと見てた。真面目に講義に出てるけど、勉強熱心いうのとはちょっと違うんやなとか、あんまり物事に動じたりせんのは、いっつも論理的にものを考えて先を予測してるからなんやなとか。自分の目がどんだけ人を惹きつけるんか、全然わかってへんのやな、とか……」


　もがく智里を、麻生は甘く囁き続けることで封じる。智里に信じてもらおうとする熱誠が、その語り口からひしひしと伝わってくる。


「見てたらいろんなことがわかってきて、嬉しいて、おまえのことが余計に好きになった」


「嘘」


「嘘やない」


「それやったら、何で、最初から……」


「一目惚れて初めてで、最初は自分の気持ちが何なんかわからんかったんや。気になって気になって、自然と目で追うてるうちに、気ぃ付いて……」


　熱っぽい囁きと共に、麻生の唇が智里の唇を塞ぐ。


　唇から伝わってきた麻生の真摯な想いが、甘い蜜のようにとろりと胸に落ちてくるのが、はっきりと感じられた。蜜に灼かれた胸が焦げつく。熱を発して力を奪う。


　ほんまに……？


　ほんまに麻生は、俺のこと、好きなんか？


「二年になって思い切って声かけて、口きくようになって、すごい嬉しかった……。おまえが俺のこと見てくれて、話してくれて、笑ってくれて……。おまえは異性愛者やてわかってたし、最初のうちは、友達の一人になれただけでも満足やて思い込もうとしたんや。けど、そんな考えは完全な欺瞞やった。おまえの近くにおればおるほど、どんどん好きになっていって……」


　熱誠に満ちた告白を続けつつ、麻生は智里の首筋をそっと食んだ。智里の体が敏感に反応する。


「結局、どんだけ努力しても、自分の気持ちを抑えておくことが、できんようになってしもた。見てるだけでは我慢できんようになってしもたんや。去年の暮れの、あの忘年会のときにはもう、どうにかして自分のもんにしたいて、毎日そればっかり考えるようになってた……」


　突っ張っていた智里の腕が、シーツの上に落ちた。強張っていた体から力が抜け、堅く閉じていた膝がゆっくりと開く。


　前に昼休みの教室で麻生から感じた熱は、そういう意味やったんか。


　女性と待ち合わせをしているのではないかと、まるで責めるように問いつめてきたのは、麻生の独占欲の現れだったのだ。


　体の隅々にまで拡がる歓喜に、智里はうっとりと目を閉じた。


　泣き出したいほど、嬉しい。


　ほんまに、麻生は俺のことが好きなんや。


　そうでなければ、こんな風に熱に突き動かされたような、それでいてひどく優しいような抱き方はできない。


　ぐったりと四肢をベッドに投げ出し、麻生の愛撫に身をゆだねながら、智里はぼんやりと思った。


　一ヵ月前のあの夜。


　麻生が俺のことを好きやったらええのにな、と心のどこかで思っていたのかもしれない。


　いつもなら、酔って人に絡むことなどないのに、あのときの智里は麻生に絡んだ。ええ女がこの世にいてへんかったら、どないするん、と問いただしたのだ。


　自分を特別な存在として見てほしいという欲求が、わずかながら芽生えていたのかもしれない。


「ごめんな、智里……。二年近う片想いして、俺もたいがい煮詰まってたんや。いくら好きでも、あんな風に抱くんは卑怯やった……」


「ひ、きょう……？」


　鸚鵡返した声が掠れる。麻生は智里の顎のラインに口づけながら、小さく頷いた。


「ほんまは俺、ほとんど酔うてへんかったんや。せやから、酒の勢いなんかやない。キスしても、おまえは全然抵抗せえへんし、後はもう夢中やった……」


　熱にうかされたような声が、智里の耳をくすぐる。


「けど、おまえはあれを、酒の勢いとしか考えへんかった」


　見失いそうになる意識を何とか保ち、智里はずっと気になっていたことを口に出した。


「せやかて……、あの夜から、ずっと……、キスしか……」


「会う度に抱いてたら、ただサカッてるだけみたいやないか……。好きで好きで抱いたのに、そんな風に思われるんは、嫌やったんや……」


　次々に衣服が剥ぎとられていく。そうして外気にさらされた肌に、麻生は朱い印をつけていく。自分のものだと主張するように口づけられる度に、智里の体は小さく跳ねる。


「おまえは理屈でものを考えるタイプやから、いつか絶対に、あの夜のことを問いただしてくるやろうて、思てた。それやのに何も言うてけえへんし、毎日キスしても、全然拒まへんし……。ひょっとしたら、貞操観念がないんとちゃうかて、思たこともあったんやぞ」


「そん……な」


　白濁する意識の中で、何とか抗議の声をあげると、胸元に歯をたてられた。


「あっ……！」


「けど、おまえが誰とでも寝るような奴やないことは、ずっと見てきて、ようわかってたから……。これはひょっとしたら、俺のことが好きやのに、自覚してへんだけとちゃうかて、思たんや」


　その通りだ。


　麻生の恋人の噂を聞くまでは、麻生のキスから与えられる快楽を、単なる肉欲としか考えていなかった。


「そんで……、俺にオンナがいてるいう噂を流したら、おまえがどんな反応するか、賭けたんや……。噂だけやったら信憑性がないから、叔母に頼んで協力してもろた。あの日、おまえの目につくように、わざと二人でおったんや。それでも平気でキスし続けるようやったら、ほんまに貞操観念がないことになるやろ」


「麻生っ」


　顎の下で忙しなく動き続けている麻生の頭を、なけなしの理性を総動員してキッとにらみつける。視線を感じたのか、ふと顔を上げた麻生は、食い入るように智里の目を見つめてきた。


「もうキスはやめようて言うんやったら、俺のことをただの友達としか思てへんていうことか、それか、俺を好きな気持ちに気付いて、身ぃ退こうとするか、どっちかやて思た。結局おまえは身ぃ退いて、友達に戻ろうとした。俺の気持ちを確かめもせんと……」


　麻生の手がそっと下肢に触れる。


　突然襲いかかってきた快楽の波に、智里はビク、と背をそり返らせた。


「ほんまはあのとき……、キスして抱きしめて、めちゃめちゃに抱きたかった。おまえがヤスミに嫉妬してることが、ようわかったからな。それって俺を好きやていうことやろ」


「麻生……っ」


　一ヵ月前とは比べものにならない疼きに翻弄されて、智里はぎゅっと麻生にしがみついた。滑らかで温かい肌が、快楽に震える体を受けとめ、包み込んでくれる。


「けど、抱いたら、また振り出しに戻ってしまう。おまえはきっと、俺への気持ちを、体の快楽とすり替えてしまう……。それでは、あかんのや」


　麻生の低い声が耳元で囁く。耳朶をくすぐる熱い吐息に、智里は体の芯が潤みかかるのを感じた。


「俺は、おまえの意思で、おまえ自身の口から、好きていう言葉を聞けるまで、待つつもりやった……」


　抱きしめてくる腕に、ぎゅっと力がこもる。


「智里」


　愛しげに呼んだ麻生は、浅い呼吸をくり返す智里の唇を、そっと食んだ。
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　その口づけは、一ヵ月前の情事のときに与えられたキスはもちろんのこと、この一ヵ月くり返されたどのキスよりも、熱く感じられた。


「好きや、智里……」


　熱っぽい告白に、智里は無意識のうちに頷く。


　好き、いう言葉だけで、気持ちだけで、キスの温度は変わるんや……。


「おまえは……？　俺のこと、好きか？」


　わななく体をかき抱きながら、麻生が問う。


　痛いような快感に翻弄されながら、智里は答えた。


「好き、好きや……。麻生が、好き」


　更に、好き、と告げようとした唇から漏れたのは、艶やかな悲鳴だった。












　試験を三日後に控えた大学の構内は、いよいよ殺気立ってきている。単位を取るのが難しい講義が行われる教室に至っては、ほとんど恐慌状態だ。


　智里は隣に座っている麻生を見やった。鮮やかな赤のシャツにカーキ色のチノパンツをモデル顔負けに着こなした麻生が、ノートのコピーにかじりついている。


　麻生が手にしているのは智里のノートのコピーだ。以前、ノートを借りに来た仲本と藤崎に、岡田の書き方はわかりやすいと好評だった代物だが、所詮は借り物である。どこに何が、どういう意味合いで書かれているのかを理解できなければ、持ち込んでも役に立たない。


「せやから俺が、困るんはおまえやて言うたのに」


　真剣な横顔を苦笑と共に見遣ると、麻生はコピーから目を離して肩を竦めてみせた。


「困ってもええて言うたやろ。せやのに止めるんやもんな」


「三回目になったら止めるに決まってるやろ。おまえいったい何回するつもりで……」


　自分の言葉が、とても公衆の面前で言えるような内容ではないことに気付いて、智里は慌てて口を手で押さえた。


　カッと頬が熱くなる。麻生から借りたタートルネックの下の首筋に残る朱までが、熱くなったような気がする。


　昨日のことを思い出した恥ずかしさで、わざとあさっての方を向くと、麻生が笑みを抑えている気配が伝わってきた。


「なあ、智里。早よう試験が終わったらええのにな」


「まだ始まってもいてへんのに、何を言うてんのや」


「終わったら、試験のことなんか気にせんと思い切り」


　その先を言わせまいと、智里はキッと麻生をにらみつけた。いくら騒がしい教室でも、誰が聞いているかわからない。


「おまえ、もっとクールな奴やと思てたのに……」


　端整な顔をにらんだまま低い声で言うと、麻生はふいに真顔になった。


「智里」


「何」


　麻生はひょいと首を傾け、智里の耳元に唇を寄せた。


「そういう目で俺を見るな。また抱きたなる」


　耳をくすぐるきわどいセリフに、ただでさえ熱い頬が、更に熱くなるのを感じる。昨日の情事がふと脳裏に浮かび、智里は慌ててうつむいた。


「なっ、何を、言うてんねん」


「智里」


「……何」


「好きや」


　囁いた麻生を、智里は呆気にとられて見つめた。表情にほとんど変化はないが、その目は隠しきれない嬉しさに輝いている。


　一年のときから想ててくれたていうんは、ほんまなんやな、と智里は妙に納得した。


　片想いが両想いになって、麻生は本当に嬉しいらしい。昨日からずっとこんな調子だ。


　今思い返してみると、四月に廊下で声をかけてきたのも、麻生にとっては一大決心をした上での行動だったのだろう。


　あのときは気にしてへんかったけど、俺が麻生て呼んだら、麻生はほんまに嬉しそうな顔してた。俺が名前を知ってたていう、ただそれだけのことが嬉しかったんや。


　自然と頬が緩んできて、智里は慌てて口許をひきしめた。そんな智里の様子を、麻生は愛しげに見つめている。


「麻生、岡田」


　呼ばれて振り返ると、藤崎が歩み寄ってきた。その背後には仲本もいる。


「二人とも昨日見かけんかったけど、どないしたん」


　空いていた前の席に仲本と並んで腰かけながら、藤崎が問う。


「別に。ちょっと野暮用や」


　さらりと返しながらも、麻生はじっと智里を見つめてくる。その視線にこめられた熱を感じとって、智里はまたうつむく。


「何？　何かええことあったん？」


　藤崎の無邪気な問いに、智里は顔を上げた。


「何でええことがあったて思うんや」


「何でって、二人とも何や嬉しそうやん」


「二人とも……？」


　うん、と藤崎は頷く。


「麻生も岡田も、嬉しそうや」


　智里は反射的に頬の辺りに手をやった。


　さっきひきしめたつもりやのに、カオに出てるんか……。


　隣で麻生が低く笑っているのに気付いて、智里はその切れ上がったまなじりをじろりとにらんでやった。


　しかし、麻生は動じる様子もなく、熱っぽい視線で見つめ返してくる。


　そうやった。にらんでも効果ないんや。


　どんな視線でも、智里の目で見つめられることが、麻生にとっては何より嬉しいらしいのである。


「それはそうと、麻生」


　三人の様子をじっと見守っていた仲本が、突然口を開いた。


「昨日の白いコートの彼女、おまえの女やて噂になってるで。中には不倫やて言うてる奴までおる。俺の見たとこ、あのコ、おまえの女やないと思うんやけど、今のうちにちゃんと訂正した方がええんとちゃうか」


　そこまで聞いて、麻生はやっと智里から視線をはずした。智里は思わずほっと息をつく。


　あんまり見られると、昨日のこと思い出してしまうがな……。


「相変わらず鋭いなあ、仲本。おまえの言う通り、あれはただの親戚や。まあ人の噂も七十五日ていうし、放っといてもかまへん」


　麻生が鷹揚に頷くと、仲本はわずかに目を見開いた。


「ええんか、それで」


「直接聞かれたらちゃんと答えるけど、わざわざ否定して歩く必要はないやろ。そんなことしたって結局、言いたい奴は言いたいように言うんやから」


「麻生がそう言うんやったらええけど……」


　高橋保美が、麻生の母親の弟、高橋満の妻であることは、昨日改めて麻生から聞いた。高橋満は、主にオブジェや彫刻で知られる新進のモダン・アーティストである。芸術方面に疎い智里も、名前だけは耳にしたことがあった。中学の同級生だった麻生を通じて満と知り合った保美は、十七という年齢差をものともせずに彼の押しかけ女房になったそうだ。


　両親よりも叔父と仲が良い麻生は、保美とも顔を合わせることが多く、恋人のふりをしてくれと頼んだらしい。


　協力するにあたって、彼女が出した交換条件は一つ。保美と麻生と智里の三人でお茶をすること、だったそうだ。人間観察が趣味という保美は、決して特定の恋人を作らなかった麻生が、どんな男に本気になったのかをじっくりと観察してみたかったらしい。


　せやから近いうちにまた会いにくると思うんや。悪いけど付き合うてくれるか？


　申し訳なさそうに言う麻生に、智里は唖然として言った。


　それは、別にええけど……。ヤスミさん、俺がオトコやて最初から知ってたんか？


　麻生は軽く笑った。


　叔父貴もヤスミもバイやからな。男とか女とか別に関係ないんや。


　言葉をなくした智里に、麻生はあっさりと付け足した。


　俺もバイやし。


　……俺、ついていけへん……。


　思わずつぶやいた智里の目許に、麻生は唇を押し当てた。


　けど、好きなんはおまえだけや。惚れてるんは、おまえだけ。


「それにしてもほんま、キレイな人やったなあ」


　夢みるような口調で言う藤崎に、麻生は淡々と言う。


「見かけで判断するなよ、藤崎。あの女、自分のダンナ以外の男は全部、サンドバッグぐらいにしか思てないからな。ヘタなこと言うたらみぞおちに一発くらうぞ」


「えっ、あのコ、結婚してるん？」


「そおや。俺の叔父貴のオクさんやねん」


「ほんまに？　年、俺らと変わらんのやろ？　信じられんなあ」


　藤崎はしきりに感心している。


「ほんまにええんか、麻生」


　会話の成り行きを見守っていた仲本が、突然口を開いた。


「何が」


「本命、いてるんやろ。誤解されたらどないするんや」


　麻生はまじまじと仲本を見つめた。智里もそれに倣う。藤崎に至っては、あんぐりと口を開いている。


　こいつ、鋭い……。


　奇妙な沈黙が支配する中、麻生は薄く笑った。


「大丈夫や。ちゃんと事情は話してあるから」


「話したいうことは、コクったんか」


「まあな」


　軽く首を傾げた麻生は、ちらりと智里に視線を送ってきた。智里は咄嗟に視線をそらす。


　うつむいた智里と、その智里を見つめる麻生を交互に見た仲本は、何を思ったのか、こくりと一人で頷いた。


「そおか。そんならええんや」


　意外にもあっさりと引き下がった仲本にかわり、今度は藤崎が身を乗り出してくる。


「ええことないがなっ。おい麻生、本命て誰なん？」


「内緒」


「そんなこと言わんと教えてえな。うちの大学のコか？」


「内緒や言うてるやろ」


　穏やかに答えながら、麻生は机の下で智里の指に指を絡ませてきた。驚いて顔を上げると、目くばせが返ってくる。


　その様子を見ていた藤崎が、今度は智里に話の矛先を向けた。


「あ、岡田は麻生の本命知ってるんやな？」


「いや、俺は……」


「教えてえな。誰にも言わんから」


「俺は、知らん」


　きゅっと手を握られて、智里は顔が火照ってくるのを感じた。昨日もこうして手を握り合ったまま眠りについたのだ。


「そのへんにしとけ、藤崎。センセが来たで」


　しっかりと智里の手を握りしめたまま、麻生が顎で前を示す。ちょうど教授がドアを開けて入ってきたところだった。さすがの藤崎も渋々前を向く。


　今時珍しく私語を許さない教授だとわかっているので、教室は瞬く間に静かになった。


　が、麻生は手を離そうとしない。つめて座っているので後ろの席の学生に気付かれることはないが、どうにも落ち着かない。


　握られているのが左手だったことを幸いに、智里はノートに走り書きした。


　はなせ。


　智里の手からシャーペンを奪い取った麻生が、左手でしっかりと文字を書く。


　イヤ。


　智里は呆気にとられた。


　イヤて何や、イヤて……。


　麻生は、もっとスマートな恋愛をするタイプだと思っていた。二年近くも一途に片想いをするタイプには到底見えなかったし、両想いになったら最後、恋人以外は眼中に入らなくなるようなタイプにも見えなかった。


　その相手が俺やっていうのも考えたことなかったけど……。


　それ以上に、智里自身、自分が理屈も常識も抜きで、胸がはり裂けるぐらい誰かを好きになる日がくるとは、夢にも思わなかった。


　智里はちらりと麻生を見た。切れ長の目から放たれる熱っぽい視線が、すかさず智里を捕らえる。


　キスしたい、とふいに思った。


　あの、好きという気持ちだけで温度を変えたキスをしたい。今すぐ。


　俺もたいがい重症や……。


　智里は苦笑して、麻生の手をそっと握り返した。それに気付いた麻生の手にも、きゅっと力がこもる。その力強さに安堵して、智里は再びシャーペンを手にとった。


　下の方に小さく書く。


　キスしたい。


　一瞬、驚いたように目を見開いた麻生は、すぐに自分のシャーペンを左手に持った。


　ぎこちない動きで綴られた文字を見て、智里は思わず微笑んだ。


　俺も、したい。
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　とても暖かい。


　暖かくて気持ちがいい。


　意識の半分は既に目覚めているのだが、あまりの心地好さに目を開けることができない。


　確か昨日は日曜日で。


　だから今日は月曜日。


　けれど、ゴールデンウィークだから大学は休みだ。


　せやから、もうちょっとだけ寝とってもええやんな……。


　岡田智里は寝心地の良い体勢をとるため、無意識のうちに身じろぎした。そうして体を動かすと、全身がだるいような感じがする。特に下肢が重い。むき出しの肩に触れるシーツがひんやりと冷たく感じられる。どうやらいつもより少し体温が高いようだ。


　智里は思わず眉をしかめた。


　何やろ？　風邪でもひいたかな？


　他人事のように自分の体調を分析していると、ふいにやんわりと抱きしめられ、額に柔らかいものが触れた。


「……？」


　智里はぼんやりと目を開いた。


　真っ先に視界に飛び込んできたのは、わずかに日に焼けた滑らかな首筋と鎖骨、そしてひきしまった胸の筋肉だった。よく見ると、その胸から鎖骨にかけてうっすらと赤く染まったひっかき傷がある。


「ああ、ごめん。起こしてしもたな」


　低く優しい声が降ってきて、智里は反射的に顔を上げた。


　くっきりとした形の良い眉。切れ長の鋭い双眸。隆く通った鼻筋。ひきしまった口許。それらが完璧な配置で収まった端整な顔立ちを、瞬きをしながら見つめる。


　それは、ここ数ヵ月で誰よりも身近になった麻生直孝の顔だった。


　ほんま、何回見てもキレイな顔や。


　知らず知らずのうちに見惚れてしまう。


　せやけど何で麻生がここにおるんやろ……？


　ぼんやりとそう考えて、ハッと目を見開く。


　そおや。昨日、麻生のマンションに泊まったんやった。


　次の瞬間、昨夜の記憶が鮮やかに甦ってきて、智里は頬が熱くなるのを感じた。体がだるいのも体温が高いのも、風邪のせいなどではない。昨夜の行為のせいだ。さっき見つけた微かなひっかき傷も、行為の最中に智里の爪がつけたものである。


「……今何時？」


　照れくささを隠すために目をこすりながら尋ねると、まだ八時や、という答えが返ってきた。もう何度も体を重ねたというのに、こうして同じベッドで朝を迎えるのは、いまだに気恥ずかしい。


「起きるのにはまだ早い。もう少し寝とこ」


　そっと囁いて、麻生は智里の体を腕の中に抱き寄せた。


「けど、目ぇ覚めてしもた」


　力強い腕の中に素直に身を委ねつつ言うと、麻生は頭をもたげて覗き込んできた。


「目は覚めても体はしんどいやろ。昨夜はちょっと無茶したからな」


　あまり感情の揺れが感じられない淡々とした物言いだが、その声には蜜のような甘さが感じられる。


「あれで、ちょっとなんか？」


　上目遣いでにらんでやると、麻生は決まり悪そうに苦笑した。形の良い唇を鮮やかに彩るその笑みは、ひどく幸せそうにも見える。


「ちょっとやなかったか？」


「……あれでちょっとやったら、俺はどないしたらええねん」


　幾分か強い口調で言い返した声が掠れて、智里は眉を寄せた。またわずかに頬が熱くなるのを感じて、ぷいと横を向く。


　昨夜、優しく包み込むように抱きつつも、麻生は智里自身も知らなかった智里の体の秘密を確実に暴いていった。そのやり方に容赦はなかった。


　もっとも、麻生が智里をそんな風に抱いたのは昨夜が初めてではない。お互いに恋人と呼び合える関係になって約三ヵ月経つが、時間に余裕があると、麻生はいつも智里の理性を完全に麻痺させてしまうような情熱的な抱き方をする。自分が今までの自分とは違う生き物になってしまうような恐怖を覚えるほど、麻生の愛撫は智里の体に劇的な変化をもたらすのだ。だから快楽に流されている間は羞恥を覚える余裕すらない。


　しかし、今のように理性がある状態でそのときのことを思い出すと、恥ずかしくてたまらなくなる。


「智里」


「ん？」


「怒ってるんか？」


　麻生の長い指が髪を梳き、撫でてくれる。


　その感触が心地好くて、智里は思わず目を細めた。


「……怒ってへん」


「ほんまか？」


　こく、と頷く。


「怒ってへんけど……、その、ちょっと、恥ずかしいねん」


　横を向いたままつぶやくと、麻生はほっとしたような吐息をついた。髪を撫でていた指が今度は頬のラインをたどり、顎を捕まえて上を向かせる。熱を孕ませた漆黒の瞳でじっと覗き込まれては、視線をそらせることもできない。


「恥ずかしがることない。俺とおまえだけの秘密や」


「せやから、恥ずかしいんやんか」


「何でや」


　甘やかすように尋ねた唇が、そっと唇に触れる。


「恥ずかしいことないやろ？　おまえがどんだけかわいいか知ってるんは俺だけや」


「……そおいうこと言われるんも、ほんまはめっちゃ恥ずかしい」


　唇の隙間をぬって本音をつぶやくと、麻生はクス、と笑った。


「そおやって恥ずかしがってるとこもかわいいけどな」


　囁いた唇が、もう一度重なる。


　撫でるような、しっとりとしたキス。


「アホ……」


　小さく毒づいた唇を、また塞がれた。


　今度は長いキスになる予感がして目を閉じる。


　歯列を割ってスルリと入り込んできた濡れた感触に、智里は瞬く間に羞恥を忘れた。知らず知らずのうちに麻生の背に腕をまわし、丁寧に続けられる口づけに応える。


　キスがこんなに気持ちがいいものだとは、麻生に会うまで知らなかった。


　キスだけではない。他人の体温に包まれて眠る心地好さも、目眩を覚えるほどの激しい快楽も、全て麻生に教えられた。


　そうして麻生と付き合ううちに、智里は己の身の内に、たった一人の誰かを狂おしいほどに求め、焦がれる心が存在することを知った。


「好きや、智里」


　唇がわずかに離れた瞬間、吐息と共に告げられ、ズキンと胸が痛む。


　最近、こうしてふいに胸が疼くことがある。


　麻生の側にいて幸せなのに、抱きしめ合っているというのに、急に不安になるのだ。足元が崩れていくような心許ない感じがする。


　麻生が好き。


　麻生やないとあかん。


　一分一秒でも離れたくない。


　側にいて、俺だけを見ててほしい。


　麻生といる時間が長くなればなるほど、自分の全てが、麻生へと向かっているのをはっきりと感じる。麻生のことを考えるだけで、麻生以外の何もかもが色褪せてしまうほどに。


　それは、智里が生まれて初めて経験する、何よりも強く、激しい感情だった。


　体の快楽同様、その感情をコントロールすることは難しい。少しでも油断すると、体も心も麻生一色に染まってしまうような気さえする。好きだと言われる度、優しく抱かれる度、麻生を好きな気持ちを自覚して、その気持ちのあまりの強さと大きさに愕然としてしまう。自分の何もかもを持っていかれるような激しい恋情に、戸惑わずにはいられない。


　こんなに好きなんて、こんなに麻生のことしか考えれんなんて、俺はどうかなってしもたんとちゃうやろか。おかしいんとちゃうやろか。こんなんで、これから先大丈夫なんやろか。


　こんな風に誰か一人の存在が全てになってしまう自分を今まで想像したことすらなかったから、正直、怖いと感じてしまう。


　麻生を想う心が強すぎて、怖いのだ。


「智里？」


　眉をしかめて黙ってしまった智里を、麻生は気遣わしげに覗き込む。


「大丈夫か？　痛む？」


　優しく問われて、智里はううん、と首を横に振った。


「大丈夫、何でもない」


　微笑んで見せると、慈しむようにそっと口付けられた。柔らかなキスに、智里は恍惚となる。


　こうやってキスしてたら、こんな不安なんか吹き飛ぶはずや。


「麻生」


　わずかに離れた唇の隙間をぬって呼ぶ。


「ん？」


「好き」


　迷うことなく告げると、端整な顔がさも幸せそうに緩んだ。


「俺も、好きや」


　言った麻生の唇が再び口づけてくる。次第に深くなるキスに、智里は夢中で応えた。


　麻生の発した『好き』という言葉を食べて、胸の痛みと不安を取り除こうとするかのように。

















「ゴールデンウィーク、実家には帰らんでええんか？」


　冷蔵庫を覗き込みながら、麻生が尋ねる。キッチンのテーブルに頬杖をついてそのスラリとした体の線を眺めつつ、智里は、うん、と頷いた。テーブルの上に置かれた時計は十一時を指している。結局、ベッドの中で飽きるほどキスをくり返した後、そのまま三時間ほど眠ってしまったのだ。


「実家に帰るんは正月だけや。俺が帰っても邪魔なだけやし」


「邪魔？　何で」


　麻生はパタンと冷蔵庫を閉め、こちらを向いた。切れ長の目がわずかに見開かれているのに気付いて、智里は慌てて両手を横に振って見せる。


「別に悪い意味とちゃうねん。言うてへんかったっけ？　うち、兄貴が結婚して実家の近くに住んでるんやけど、去年の夏に生まれた子供が三つ子やってな。オトンもオカンも皆、三人の赤ちゃんにかかりっきりなんや」


　ふうん、となぜか嬉しそうに相槌を打ち、麻生は手に持っていた清涼飲料水の缶を一本、智里に差し出した。ありがとう、と礼を言って受け取る。


　正面に腰かけた麻生を、智里はじっと見つめた。


　ほんまに何回見てもオトコマエや。


　長袖の黒のＴシャツにジーンズ、というありふれた格好だが、その鍛えられた長身と彫刻めいた端整な顔立ちのせいで、ひどく洗練されて見える。オフホワイトで統一されたあまり生活臭がないキッチンは、そんな彼によく似合う。


　もっとも、生活臭が感じられないのはキッチンだけではない。有名なモダン・アーティストである麻生の叔父の持ち物であるこのマンションには、インテリアも家具も装飾品もセンスの良いものばかり揃えられていて、まるでモデルルームのようだ。


　麻生と親しくなるまで、智里はこうしたマンションとは全く縁がなかった。大学に入学すると同時に一人暮らしを始めた下宿はごく普通のアパートだし、実家もごく普通の民家だ。兄が三つ子の誕生と同時に購入した家も、築十五年のありふれた二階建てである。


「三つ子か。かわいいやろな」


　麻生の頬がわずかに緩んだ。


「寝てるときは確かにかわいいんやけどな。何でか知らんけど、おしめ濡らすんもミルク欲しいて泣くんも眠たなってぐずるんも、全部三人一緒やねん。そらもう凄い騒ぎやで」


　つられて微笑しながら言うと、麻生はまた嬉しそうに、ふうん、と頷いた。


　もともと感情があまり表に出ない麻生は、その完璧に整った容姿も手伝って冷たい印象を持たれることが多い。しかし智里は、彼が決して冷たい人間ではないことを知っている。


　麻生は今まで出会った誰よりも、穏やかで物静かな男だ。そして意外と不器用で、なおかつ情熱的でもある。


　大学に入学した当初から、麻生はずっと智里に片想いをしてきたのだそうだ。そんな麻生の気持ちには全く気付かず、智里は彼と普通の友人関係を築いていた。


　二人の関係が一変したのは、約四ヵ月前のことである。忘年会を兼ねた飲み会の後、麻生を下宿に誘ったのがきっかけだった。女の子に派手なモーションをかけられっぱなしで酔う暇もなかった麻生が気の毒で、もう一度飲みなおそうと提案したのだ。


　気が付くと、キスされていた。嫌悪感はなかった。だからそのままなし崩しに抱かれた。


　それから約一ヵ月、麻生は好きだと告白もしないまま、体には指一本触れず、ただキスだけを続けた。酒の勢いなどではなく、本当に好きで抱いたのだと智里に信じてもらうために、麻生は敢えて体に触れなかったのだ。そうしてキスだけをくり返していれば、智里がいつかキスの理由を尋ねてくるだろうと考えたらしい。そのときにこそ、きちんと自分の気持ちを告白するつもりだったようだ。


　しかし智里は、キスの理由を聞かなかった。かといって、拒むこともしなかった。


　麻生のキスが、あまりにも気持ち良かったからだ。


　その気持ち良さが情欲からくるものではなく、麻生を好きな気持ちからくることに気付くのに少しばかり時間がかかったが、智里は麻生に告白した。


　麻生が好き。


　誰かに告白したのも初めてなら、胸がはり裂けるほど誰かを好きになったのも初めてだった。そして、それほど好きになった相手に、好きだと告白されるのも初めてだった。


　だから、両想いになった当初は、ただひたすら嬉しくて幸せだった。


　もちろん、今も幸せだ。


　俺は麻生が好き。麻生も俺が好き。


　何も不安がることはないとわかっている。


　それなのに、気が付くとどうしようもなく不安になってしまう自分がいる。怖くてたまらなくなる。


　麻生が怖いのではない。麻生への気持ちが強すぎることが怖いのだ。


　これはたぶん、俺が今まで理屈でものを考えて生きてきたせいやろな、と智里は考えている。今、自分の全てを支配している好きという強い感情は、理屈で説明がつくものではない。自分自身が予想もつかない状態に陥る危険性を孕んでいる。だから怖いのだ。


「麻生は？　うちに帰らんでええの？」


　智里は自分の考えを打ち消すように明るい口調で尋ねた。こんなくだらない恐怖は、麻生の側にいればきっと消える。


　清涼飲料水を一口飲んだ麻生は、軽く頷いた。


「実家は別にええんやけどな。保美がおまえに会えるからってやたら張り切ってるんや。来月の六日、悪いけど頼むわ」


　麻生は珍しく眉を八の字に寄せ、幾分か情けない表情になった。智里は思わずクスリと笑う。


「ヤスミて呼び捨てにしたらまた保美さんに怒られるで。叔母さまて呼ばな」


　麻生はため息をついた。


「叔母はともかく、さま、ちゅうのはな……」


　高橋保美は、十七歳という年の差をものともせず、麻生の叔父、高橋満の妻になった女性だ。五月六日に、麻生と三人で会う約束をしている。


　今年の春、短大を卒業した保美は、夫である満が滞在しているアメリカへと渡った。智里も麻生と連れ立って空港まで見送りに行ったのだが、あまり時間がなかったせいで話らしい話はほとんどしていない。


　一向にキスの理由を聞いてこない智里に焦れた麻生は、叔母である保美に自分の恋人役を演じてもらい、智里の気持ちを試す方法に出た。これが功を奏して智里は麻生への想いに気付いたのだ。


　だから、今こうして麻生と一緒にいられるのは保美のおかげでもある。


「保美さん、元気？」


「元気あり余ってます、いう感じやな。もともと帰国子女やから英語ペラペラやし、向こうの生活に不自由はないみたいや」


「そおか、良かった。会うの楽しみにしてるて、保美さんに伝えといてくれ」


　智里は微笑して飲料水を飲んだ。冷たい液体が喉を潤す感触が心地好い。思っていた以上に喉が渇いていたようだ。


「智里」


「ん？」


　呼ばれて、再び口許にもっていこうとしていた缶をテーブルに戻す。


　麻生に視線を移すと、そこにはさっきまでの情けない表情ではなく、思いがけないほど真剣な表情があった。


　智里は思わず姿勢を正す。


「何？」


　うん、と麻生は頷いた。まっすぐに見つめてくる視線も、これ以上ないぐらいに真剣だ。


「俺な、卒業したら渡米しようと思うんや」


「とべい？」


　智里は鸚鵡返した。麻生はまた頷く。


「向こうの大学でもう一回勉強しようと思てんねん」


　向こう、という麻生の言葉で、さっきの『とべい』が『渡米』のことだと、ようやく気付く。


　麻生は卒業したらアメリカへ行くと言っているのだ。


　突然の話に、智里は瞬きした。


「……渡米て、何で？」


　麻生はふいと目をそらし、手元にある缶を眺めた。そこに答えが書いてあるかのように、しばらくじっと見つめた後、再び智里に視線を戻す。


「智里」


　見つめてくる漆黒の瞳に宿る強い光に、智里は思わず顎を引く。


「こんなこと言うんはまだ早いかもしれん。せやから、おまえにとっては迷惑かもしれんけど」


　いつもより低い声で囁くように言葉を紡いだ麻生は、深呼吸した。


　そして、ゆっくりとした口調で言う。


「これから先、俺はずっとおまえと一緒におりたい。そのためには、ゲイとかストレートとか関係なく仕事ができるようにならなあかんと思うねん。せやから俺は渡米して勉強しなおすつもりや」


　智里は目を見開いて麻生を見つめた。


　一緒にいたい。


　その思いはよくわかる。


　智里も同じだ。麻生と一緒にいたい。側にいたい。


　けれど、ずっと、というのはどういう意味だろう。


「……ずっと？」


　智里は無意識のうちに尋ねた。


　麻生はしっかりと頷く。


「うん。ずっと」


「ずっとて？」


　頑是ない子供のように同じ質問をする智里に、麻生はわずかに微笑した。端整な顔に浮かんだ笑みは、初めて体を重ねた日の翌朝、途方に暮れていた智里にオハヨウと言ったときの笑みによく似ていた。照れたようなはにかんだその微笑は、智里が大好きな彼の表情のひとつだ。それは恐らく、智里にだけ向けられる特別な笑みなのである。


「おまえが嫌やなかったら、一生」


　一生。


　突然投げ出されたその言葉に、智里は茫然とした。知らず知らずのうちに、ぽかんと口が開く。


　一生。一生？


　それってつまり……。


「今すぐ返事くれなんてムチャは言わん。卒業までにはまだ時間がたっぷりある。せやけど、今年の終わり頃にはもう就職活動が始まるやろ。そのときに話してては遅いと思うんや。せやから、今、言うとく」


　智里にひたと視線を据えたまま、麻生は静かな口調で言った。


「おまえの将来の選択肢に、俺も入れてほしい。俺は本気やから、考えてみてくれへんかな」

















　翌日は本格的な春の到来を告げるような快晴だった。緩く吹く風も、心なしか暖かい。


　火曜日の一限目は英書講読である。文字通り、社会学関係の原書を読む講義だ。社会学を専攻する学生の必須科目であるこの講義は、大学側が一方的にクラスを決める。残念ながら麻生とは別のクラスに振り分けられたため、智里の隣は空席だ。いつもなら前の席か後ろの席に、最近親しくしている仲本洋介と藤崎大地が座っているはずなのだが、今日は二人とも姿が見えない。


　そういや、ゴールデンウィークに入る前のあの二人、何やおかしな雰囲気やったな、と智里はふと思い返す。


　いつも冷静な仲本が、なぜか落ち着きがなかった。反対に、いつも賑やかな藤崎は、なぜか元気がなさそうだった。しかも仲本は藤崎と目が合うのを避けていたように思う。


　喧嘩でもしたのだろうか。


　もしそうだとしたら、珍しい。一回生のときから仲が良い彼らが喧嘩をしているところを、智里は一度も見たことがなかった。


　二人ともが必須の講義に出てこないなんて、よほど深刻な諍いになっているに違いない。


　あんまりこじれんとええけど……。


　ぼんやりとそんなことを思いつつ、智里はお世辞にも滑らかとは言いがたい発音で読み進まれる英文を耳に流し入れた。


「Animals　low　down　on　the　evolutionary　scale,　such　as　most　species　of　insects,　are……」


　テキストは、アンソニー・ギデンズの『社会学』である。日本でも翻訳されている有名な書物だ。


　アメリカで暮らすんやったら、英語しゃべれなあかんよなあ……。


　ぼんやりと考えて、小さく苦笑する。当たり前だ。旅行で遊びに行くのならともかく、生活するとなれば、英語は絶対に必要だろう。


　文系を選択したにもかかわらず、英語は高校時代からあまり得意ではなかった。二回生のときにもあった英書講読の時間は、どちらかといえば憂鬱だった。今聞いているベタベタのジャパニーズイングリッシュでも、集中しなければ意味を拾うことすらできない。


　その程度の語学力だから、英書講読の予習はいつも辞書と首っ引きである。社会学の原書なので、日常会話では使わないような単語がたくさん出てくることは確かだ。そのため、辞書を頻繁に引くのも仕方がないといえば仕方がないのだが、それ以前に自分の語学力が低レベルであることを、智里自身よくわかっている。


　智里は知らず知らずのうちにため息をついた。


　俺は麻生が好きや。


　誰にも渡したくない。側にいたい。


　だから、本気でずっと一緒にいようと言ってくれたのなら、こんなに嬉しいことはない。


　実際、嬉しかった。


　そこまで想っていてくれるのだと考えただけで、自然と頬が緩んでくる。


　けれど、単純に浮かれてばかりいる気分にはなれなかった。


　将来の選択肢に俺も入れてほしい、と麻生は言った。


　それってどういうことなんやろ。


　アメリカについて来いということなのか。


　仮に残りの大学生活の全てを使って死に物狂いで勉強して、英語を話せるようになったとしよう。そして麻生と一緒に渡米したとしよう。


　麻生は大学へ行く。勉強をする。


　けど、俺は何をするんや？


　……想像できない。


　ただ麻生の帰りを待つだけか？


　そもそも俺は、将来のことをどう考えてたんや。


　智里は、麻生が言った、一生、という言葉が必要以上に心にひっかかっているのを感じた。


　この仕事がしたいという明確な希望があるわけではない。これといった夢もない。かといって、院に残って勉強したいわけでもない。


　兄に三つ子が生まれてから幼児用の様々な玩具が身近になったせいか、漠然とではあるが、そういう物を扱う会社に入れたらいいな、と考えたことはある。ただし、あくまでも漠然と、だ。


　具体的には何も考えていなかった。ただ普通に、会社員になれればいいと思っていた。


　普通。


　普通ってどういうことやろ？


　麻生を好きになった時点で、既に自分は普通とは違うと智里は思う。


　麻生を好きだと思うこの気持ちは、おかしくも何ともない。智里にとっては当たり前の感情だ。


　けれど世間から見れば、やはり普通ではないのだろう。両親や兄に麻生と自分の関係を知られるのは怖い気がする。


　自らをバイセクシュアルだと告白した麻生にとっては、どうだろうか？　麻生にとっての普通は、何だろうか。


　誰もが振り向かずにはいられないほど、端麗な容姿を持つ麻生。あの豪華なマンションで暮らし、有名なモダンアーティストを叔父に持つ麻生。


　たぶん、俺の『普通』と麻生の『普通』は全然違うんや。


　不安がさざ波のように胸に広がる。


　それでも、一緒にやっていけるやろか？


　麻生が言ったように、ずっと、一生、やっていけるのか。


　好きという、この感情だけで？


　胸がズキンと痛んで、智里は思わずシャツを握りしめた。


　好きという、この感情そのものが怖いのに？


「おーい、講義終わったで」


　聞き慣れないハスキーな声が頭上から降ってきて、智里はハッと我に返った。


　いつのまにか講義が終わっている。教室に残っているのは数人だけだ。教授の姿も既に消えている。


　智里は慌てて腕時計を見た。


　九時五十五分。


　どうやらいつもより早めに終わったらしい。


「あんた、岡田智里さんやんなあ」


　さっきの声がまた聞こえて、智里は顔を上げた。斜め前の机に座っていた男と視線が合う。


　わずかに下がり気味の目と隆い鼻筋が目立つ整った顔立ちをしている。明るい色に染められた髪が、その甘いマスクによく似合っていた。


　一度見たら忘れられない派手な印象の男だが、智里には見覚えがなかった。少なくとも、この英書講読のクラスで見かけたことはない。


「そおやけど、何？」


　智里が不審げに見遣ると、男は白い歯を見せてにっと笑った。


「俺、飯塚俊平ゆうねん。こないだ理工学部に入学したばっかりの一回生」


　智里は眉を寄せた。


　理工学部の一回生が俺に何の用や。


　その問いが顔に出たのだろう、飯塚はひょいと机から降り、智里の正面に立った。あまり背は高くないが、バランスのとれた体つきをしている。


「岡田さんのとこにいてるんが、直孝に会える確率が一番高いと思て」


　飯塚は智里を見下ろして、またにっと笑った。


　チク、と胸が痛む。


　麻生の名前を呼び捨てる人間に会ったのは、これで二人めだ。一人めは保美だった。


「……麻生の知り合いなん？」


　声に不快さが滲まないように注意しながら問う。すると飯塚は軽く首を傾げた。


「んー、まあ古い知り合いっちゅうとこかな。俺今決まった相手いてへんから、また遊んでくれんかなー思て」


　軽い口調で言われて、智里はまじまじと飯塚を見上げた。


　遊び、という言い方に含みがあるような気がした。ただ一緒に出かけたりする『遊び』とは違うような気がする。


　他に遊びていうたら。


　あれしかないやんな……。


　智里はこくりと息を飲んだ。


　こいつは麻生をそういう『遊び』に誘うつもりなんか？


　何で？


　何のつもりで。


　古い知り合いやて言うてた。


　昔の恋人なんやろか。よりを戻そうとしてるんやろか。


　何で今頃？


　頭の中でぐるぐるとそんなことを考えているうちに、リンゴーン、とチャイムがなり始めた。飯塚はおもしろそうにこちらを見下ろしたままだ。智里が何か言うのを待っているらしい。


「智里」


　聞き慣れた声で呼ばれて、智里は思わずほっと息をついた。


　開け放してあったドアから麻生が顔を覗かせる。切れ長の双眸が智里の姿を認めた途端、さも嬉しそうに細められた。


「智里」


　もう一度呼んで教室に入ってきた麻生は、智里の前に立っている飯塚に気付いて、ぴたりと動きを止めた。


　端整な顔からあっという間に笑みが消え去り、眉間にぎゅっと皺が寄る。


「……飯塚？」


「久しぶりやなあ、直孝」


　無邪気な声をあげた飯塚は、もはや智里に用はないとばかりに麻生に駆け寄った。


「一ヵ月ぶりぐらいかな。相変わらずオトコマエやん」


　必要以上に接近した距離を、麻生は一歩横にずれることで遠ざける。


「おまえ、何でここにおるんや」


「何でて俺、ここの理工学部の一回生やもん。なあ、直孝追いかけてここの大学入った言うたら信じる？」


　飯塚は離れた距離をつめ、下から麻生を覗き込んだ。


「アホらしい。おまえがそんな殊勝なことするわけないやろ。それより何の用や」


　無愛想を通り越してひどく冷たい返事をする麻生を、智里は軽い驚きと共に見つめた。


　そこにいるのは、智里といるときの麻生でもなければ、大学の友人たちと話しているときの麻生でもなかった。今まで一度も見たことのない、固い石のような表情をしている。つけ入る隙が全くない。


　しかし、飯塚はそんな麻生を気にする風もなく、にっと笑った。


「何の用て、冷たいなあ。俺今遊んでくれる奴おらんねん。直孝、遊んでくれへん？」


「お断わりや」


　間髪を入れずに答えた麻生に、飯塚は、何で？　と不服そうに唇を尖らせる。


「岡田さんとけっこう長いんやろ。大学入って見かけたときからずっと一緒におるもんな。もうそろそろ飽きてきてるんとちゃう？」


「飯塚」


　怒鳴ったわけではなかったが、麻生の声には威圧的な響きが込められていた。


「今もこれから先も、おまえと遊ぶ気はない。何べんもそう言うたやろ。邪魔や。消えろ」


「うわ、機嫌悪いなあ。わかった。そしたらまた出直すわ」


　麻生ににらみつけられたにもかかわらず、飯塚はケロリとしてそう言った。半ば呆気にとられてやりとりを見守っていた智里を振り返り、軽く手を振って見せる。


「もし岡田さんが飽きたんやったら、次俺にまわして。昔のよしみで直孝の扱い方はよう知ってるから」


「飯塚！」


　今度こそ本当に怒鳴りつけられて、飯塚は、うひゃ、コワー、と妙な声をあげながら教室から出ていった。賑やかだった空気が、あっという間に重い沈黙に包まれる。


　智里は飯塚が姿を消したドアを見つめたまま、ぴくりとも動けなかった。


　胸がギリギリと痛んだ。


　喉の奥がつまったような感じがする。


　飯塚とどういう知り合いなのか。飯塚が言っていたことは、どういうことなのか。いくら晩熟おくての智里でも、さっきのやりとりを聞けば簡単に想像がつく。


　それはもちろん、麻生の容姿で今まで何もなかったという方がおかしいだろう。たとえ麻生にその気がなくても、周囲が放ってはおくまい。情事の経験だって豊富なはずだ。


　けれど、遊ぶとか飽きるとか。


　そんな言葉は、知らない。


　智里の理解の範疇にはない。


「智里」


　意を決したように呼ばれて、智里は反射的に麻生を見た。バチリと目が合う。


　漆黒の瞳に訴えかけるような強い色を見つけた途端に、智里は視線をそらした。


　目をそらしてはいけない、と思う。麻生から何の説明も受けていないのに、飯塚とのやりとりだけで想像をたくましくするなんてばかげている。


　頭ではそう思うのに、顔を上げることができなかった。腹の底から湧いてくるどろどろとした嫉妬と、ついさっきまで感じていた不安がないまぜになって、体を縛りつける。


「智里」


　ふいに耳元で呼ばれて、智里はぎくりと体を強張らせた。


「次、出なあかんか？　話したいんやけど」


　麻生が切迫した声音で言う。


「そら、出なあかんやろ。堀内先生は出席で単位決めはるから……」


　答えた声がわずかに低く掠れて、思わず唇をかみしめる。


　不安。嫉妬。混乱。


　その全てを滲ませた自分の声が、ひどく嫌だった。怖かった。


　こんな自分の声は、知らない。


「智里」


「話は後で聞くから」


「俺は今話したい」


　思いがけない強さで、ぐいと腕をつかまれる。布越しでもはっきりとわかる長い指の感触に、智里は息を飲んだ。


「頼む。今話させてくれ」


　切羽つまった声で言われて、恐る恐る麻生を見上げる。


「智里」


　眉を寄せて覗き込んでくる顔に、さっきのような固い表情はない。そのことにかろうじて安堵して、智里はこくりと頷いた。

















「飯塚と知り合うたんは、俺が高三であいつが高一のときや。保美が通てた高校の後輩で、保美を通じて顔見知りになった」


　肩を並べてゆっくりと歩きながら、麻生が言った。智里は相槌を打つでもなく、うつむいたまま歩く。


　降り注ぐ陽光は穏やかで、頬を撫でる風は柔らかい。構内に植えられたイチョウの木がサワサワと音をたてる。


　麻生と並んで歩いているというのに、心は全く浮き立たなかった。


　逆に鉛の玉を飲んだかのような重苦しさが胸に澱んでいる。


　こんなことは初めてだ。


「当時の俺は、その……、来る者は拒まずやったから……」


　麻生は言いにくそうに口ごもった。


「飯塚とも、何回か、そういうことになった」


　やっぱりな、と思う一方で、ひどく傷ついている自分に気付いて、智里は唇をかんだ。


　飯塚が現れなかったら、たとえ過去に付き合っていた人がいたと聞いたとしても、これほど動揺しなかったと思う。自分の目で見るのと想像するのとでは、インパクトが全く違う。


「けど、そういうことになったんはほんまにその何回かだけや。付き合うてたわけでもないし、好きやったわけでもない。大学入ってからは誰とも遊んでない。もちろん、飯塚ともや」


　麻生は静かな口調で続けた。


　付き合うてもいてへんのに、好きでもないのに、体だけはつなげたわけや。


　嫉妬に任せてそんな風に考えて、智里は自己嫌悪を覚えた。


　健康な男なら、気持ちがなくても体が高ぶることだってある。遊び感覚でセックスを楽しむ人たちがいることも知っている。それを悪いことだとは思わない。人はそれぞれだ。


　それに、今はもう遊んでいないと麻生は言っているのだ。麻生が本当に大切に思っていてくれていることは、誰よりも智里自身がよくわかっている。


　全ては過去のこと。


　けれど、たとえ過去のことでも、麻生が大勢の人間と寝ていたとは考えたくなかった。想像することすら、嫌だった。


　俺は過去の麻生まで自分のもんにせな気が済まんのやろか。


　そう考えて、ぞっとした。


　いくら何でも独占欲が過ぎる。


「智里」


　黙って歩き続けるだけの智里に、麻生は不安そうに呼ぶ。


「……俺も、飽きたらそんで終わり？」


　ぽつりと言うと、麻生は慌てたように智里の腕をつかんだ。通りすがりの学生が好奇の視線をちらりと投げてきたが、麻生は頓着せずに早口で囁く。


「飽きるわけないやろ。おまえは今までの奴とは全然違う。初めて本気で好きになったんや。自分だけのもんにしたいて、好きになってもらいたいて思たんは、おまえだけや」


　智里はうつむいたまま立ち止まった。


　わかっている。


　麻生の気持ちに嘘はない。


　過去にこだわるなんてばかげている。


　それやのに、この重たいまんまの気持ちは何やろ？


「麻生」


「うん」


「俺が好き？」


「好きや」


　迷いのない答えが返ってきて、自然と頬が緩んだ。


　それでもなぜか、心は重い。


　息苦しくて胸がつまる。


「……俺も、好き」


　小さな声でつぶやくと、麻生は安堵したようにほっと息をついた。腕をつかんでいた手を離し、その手でさりげなく智里の肩を抱く。


「嫌な気分にさしてごめんな」


　ううん、と智里は首を横に振った。


　麻生への想いを言葉にすれば、少しは心が晴れるかと思ったのに、塵ほども晴れはしなかった。


　何でや。


　俺は麻生が好きで、麻生も俺が好きやのに。


　何でこんなに苦しいんや。


「なあ、智里。今日はこのままブッチしよか」


「え？」


　思いがけない提案に思わず顔を上げると、麻生は目を細めて笑った。端整な顔立ちに浮かんだその優しげな笑みに、智里は見惚れる。


　この笑顔もたぶん、智里だけに向けられる特別な笑顔なのだ。麻生が自分以外の誰かにこんな風に笑いかけるのを、智里は見たことがない。


「こないだおまえが観たい言うてた映画観て、それから何かうまいもんでも食お」


　な、ととろけるような甘さを含んだ声で言われて、智里はこくんと頷いた。


　このまま講義に出ても、きっと何も頭に入らない。今は麻生の側にいた方がいいような気がする。


　ちょうど門から出たところで、智里はふと思いついたように麻生の指に自分の指をからめてみた。智里からは滅多に触れることがないせいか、麻生は一瞬、驚いたように見下ろしてくる。


　しかし、次の瞬間にはまた嬉しそうに笑った。


　骨太の長い指にしっかりと指を捕らえられて、智里も笑みを返す。


　触れた指は温かかった。


　それに、力強かった。


　こうして触れていれば、こんな暗い気持ちは消えるはずだ。


　今、現実に麻生の隣にいるのは他の誰でもない、自分なのだから。

















　下宿への帰り道、智里の足取りは軽くなっていた。辺りが既に薄暗くなっているのを良いことに、頬を緩ませたまま歩く。


　もちろん、飯塚のことは心にひっかかっていた。遊ぶとか飽きるとか、そんな言葉が時折思い出したように浮かんではちくちくと胸を刺したけれど、麻生と二人きりの時間をたっぷり楽しんだせいか、暗い気持ちは幾分か軽減している。


　何で昔のことなんかがこんなに気になるんやろ。大事なんは今やのに。


　要するに俺は狭量で保守的なんやな、と智里は思う。


　過去のことだとわかっていても、醜い嫉妬と独占欲を抑えることができない。そのくせ、麻生本人に飯塚のことを問いつめる勇気はないのだ。返ってくる答えが怖くて、言葉が出なくなってしまう。


　智里は次第に足取りが重くなるのを感じた。


　麻生への強すぎる想いが怖い。


　二人の将来を想像できないことも怖い。


　怖い怖いて、俺はそればっかりや。


　麻生はこんな俺の、どこがええんやろ……。


「岡田さん」


　ふいに声をかけられて、智里はぎくりとした。


　聞き覚えのある声に振り向くと、案の定、飯塚が立っていた。ポツリ、と思い出したようについた街灯の明かりの下で、屈託のない笑みを浮かべている。


　何でこいつがこんなとこにおるんや。


　智里はたちまち警戒心が湧いてくるのを感じた。同時に不快感がじわりと胸を圧迫する。


「こんばんはー、一人？」


「ああ、うん」


　智里が曖昧に頷くと、飯塚は智里の背後を指さした。


「俺の下宿、この先やねん。岡田さんもこの辺に住んでんの？」


　この辺りは学生向けのアパートが多い。飯塚もどこかのアパートに下宿しているのだろう。


「俺もこの先なんや」


　できるだけ平静を装って言うと、飯塚は、へえ、と声をあげた。


「全然気付かんかったなあ。岡田さん印象的やから、一回見かけたら絶対忘れんはずやのに」


　印象的て何やねん。


　ひどく刺々しい気持ちでそう思って、智里はまた自己嫌悪に陥った。


　こいつに悪意があるて決まったわけでもないのに、何でこんなツンケンせなあかんのや。


　麻生が飯塚と付き合っていたのは過去の話だ。終わった話だ。麻生本人がそう言ったのだから、間違いない。


　だから目くじらをたてる必要はない、と強く自分に言い聞かせる。そうしないと、二度と麻生に近付くな、と怒鳴ってしまいそうだった。


「ガッコの帰りか？」


　飯塚が大きなトートバッグを持っていることに気付いて、智里は努めて落ち着いた口調で尋ねた。飯塚は大袈裟にため息をつく。


「そおやねん。びっちり最後まで講義入ってるんや。二年になったら実験もあるし、大学入ったら遊べる思てたのに忙しそうでかなんわ」


「確かに理系は大変やて聞くな」


　このまま立ち話をしていても埒があかないと悟った智里は、仕方なく飯塚と肩を並べて歩き出した。


「あーあ、俺ももうちょっと国語が得意やったら文系にしたのになあ。英語は得意なんやけど、どうしてもあの現国っちゅうのが苦手で」


「けど、就職するときには理系のが有利やろ」


「入ったばっかで就職とか言われてもなあ。全然実感湧かへんわ」


　横を歩く飯塚は、智里よりもわずかに背が高い。派手な感じはするものの、それは決して下品な派手さではなく、計算された品のある派手さだ。地味な印象を持たれがちな智里とは全くタイプが違う。麻生の隣にいても、彼なら見劣りはしないだろう。


　性格も、智里とは全く違う。明るくて屈託がない。多少強引かもしれないが、人懐っこさがある。とっつきにくい、とよく言われる智里とは正反対だ。彼ならきっと、必要以上に不安になることも、未経験の事柄に対してやたらと怖がることもないに違いない。麻生ともうまくやっていけるだろう。


　そんな風に考えて、智里はズキ、と胸が痛むのを感じた。


　麻生は何回、彼を抱いたのだろう？


　どういう風に抱いたのだろう。


　キスは何回した？


　気が遠くなるような長く甘い口づけを、彼ともかわしたのだろうか。


　嘘でも、好きやて言うたりした？


　あの、低く掠れた声で。


「俺、ここやから」


　ようやくたどりついた自分のアパートの前で立ち止まり、智里はなるべく平静な声で言った。


　内心で、ほっと息をつく。これでやっと飯塚と別れられる。


　いくら過去の話とはいっても、これ以上飯塚と一緒にいたくなかった。余計なことばかり考えてしまう。


「ああ、岡田さんここに住んでんの？　どこの部屋？」


　一方の飯塚は、智里とは対照的な屈託のない口調で尋ねる。


「一階の、向こうの端やけど……」


　何でそんなこと聞くねん、と思いつつ答えると、飯塚はにっと笑った。悪戯っぽい笑顔も、なかなか魅力的だ。


「岡田さんの部屋てキョーミあるなあ。ちょっと中覗いてもええ？」


「……俺の部屋なんか見てもしゃあないやろ。散らかってるし、汚いし」


「あ、俺そういうの全然気にせんから」


　ケロリとして言う飯塚に、智里は呆気にとられた。


　おまえが気にせんでも、俺が嫌やっちゅうの。


　智里が返事に窮しているのを見てとったのか、飯塚はひらひらと手を振って見せた。


「あー、別に部屋に上げてくれて言うてるわけやないで。単なる好奇心やから、ちょっと覗かしてもうたらええねん」


「何で俺の部屋なんか……」


「せやから好奇心やて言うてるやん。それとも何？　女でも待たせてんの？」


　飯塚は意味深な視線を向けてくる。


　智里はムッとした。


　そんな誤解をされてはたまらない。


「待ってるわけないやろ。ええよ、お茶ぐらいやったらいれたるから、上がってったら」


　素っ気なく言うと、飯塚は破顔した。


「え、ほんま？　おおきにー。そしたらお言葉に甘えるわ」


　あっけらかんとした物言いに、智里はまた胸の辺りがむかむかとするのを感じた。既に夜といっていいほど暗くなっていた周囲に、心の内で感謝する。暗闇のおかげで、あからさまに不機嫌な顔を飯塚に見られなくて済む。


「あー、ここ南向きに窓があるねんなあ。ええなあ。俺んとこの窓東向きやから、朝からガンガン太陽照ってゆっくり寝てられんのや」


　鍵を取り出す智里の後ろで、飯塚は陽気に話し続ける。


　俺、何やってるんやろ、と智里はふと思った。


　ろくに話もしたこともない初対面に近い奴、しかも昔麻生と遊んだことがある奴を、部屋に上げるなんて。


　しかし、ここで帰れと言ったら、飯塚は麻生に妙なことを吹き込むかもしれない。昼間のやりとりから想像すると、麻生はきっと飯塚の話を信じないだろうとは思う。けれど、岡田さんのことで話があるねん、と飯塚が言えば、麻生は耳を貸すかもしれない。


　そうなると、二人はどこかで話をすることになる。


　たぶん、二人きりで。


　それだけは嫌や。絶対嫌や。


　智里はいささか乱暴にドアを開け、先に入った。


「どうぞ」


「おじゃましまーす」


　飯塚も後から入ってくる。


　パタンと背後でドアが閉まる音がした後、続けてカチリと鍵が閉まる音も聞こえた。


「今電気つけるから、ちょお」


　待って、と言いかけた言葉は、ふいに背後から抱きしめられた驚きに遮られた。


「え、ちょっ、何……」


　慌ててもがいたが、体を拘束する腕はびくともしない。


「離せっ」


「ああ、暴れんとって。乱暴にはしたないから」


　笑みを含んだ声で囁きながら、飯塚はいとも簡単に智里の動きを封じる。


　智里はサッと血の気がひくのを感じた。


　飯塚と智里の体格は同じぐらいだ。恐らく、力の差があるわけではないだろう。


　しかし、相手は明らかにこういった状況に慣れている。対する智里は全く慣れていない。力の限り抗っても振り払えないのは、そのためだ。


「おい、何考えて……！」


「何てそらナニでしょー。俺、岡田さんのこと気に入ったんや。ちょっとそそる目ぇしてるもんなあ。部屋にあげてくれるってことは、岡田さんもその気なんやろ」


　クスクスと笑う声がしたかと思うと、首筋に鋭い痛みが走った。


「……っ！」


　かみつかれたのだと気付いた途端、全身に冷汗が噴き出す。智里は、自分を包む麻生とは全く違う匂いと、麻生とは全く違う体の全てに、吐き気がするほどの嫌悪を覚えた。肌が総毛立ち、背筋に寒気が走る。


　冗談やない！


「嫌、嫌や、離せ！」


　必死で暴れる智里を、飯塚は無理やり抱きしめる。


「たっ、いたっ、ちょお、暴れんといてて言うたやろ」


　がむしゃらに振りまわしていた両手をつかまれて、智里は焦った。


「離せっ！」


　振り払おうとした力を逆に利用されて、ダン！　と勢いよく壁に押しつけられる。背中と後頭に走った鈍い痛みに、智里は思わずうめいた。その隙に、完全に四肢を抑え込まれてしまう。


「飯塚……！」


「おとなしいしてたら直孝よりええ思いさしたるから」


　ハスキーな声と共に漏れた吐息が唇にかかる。智里は反射的にきつく目を閉じ、顔を背けた。両手首をしっかりと捕らえた飯塚の手は、微動だにしない。


「キスは嫌い？」


　からかうような声音で問われた次の瞬間、膝の間に割り込んでいた飯塚の足が意図的に動いた。その押しつけてくる巧妙な動きに、智里は息を飲む。


「やめろ……！」


　嫌や、嫌や、嫌や！


　麻生以外は嫌や！


　こく、と小さな音を漏らした智里の喉の動きを見て、飯塚は薄く笑った。


「ふーん、けっこう感度ええみたいやなあ」


　足の動きに力が加わる。


「嫌、やっ！」


　叫んだ唇を、飯塚の唇が塞いだ。
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　歯列を割って強引に侵入してきた濡れた感触に、智里は目眩を覚えた。吐き気が込み上げてきて、喉の奥を圧迫する。


　何でこんなことになってるんや。



　何で麻生以外の奴とキスせなあかんのや！


　智里は我が物顔で口腔を味わっているそれを、夢中で噛んだ。


「っ！」


　口の中に血の味が広がったかと思うと、ふいに飯塚が体を退いた。右手で口許を覆い、低くうなる。


「ったー……。何すんねんなもう……」


「そ、それはこっちのセリフや！」


　智里は肩で息をしながら怒鳴った。体が小刻みに震えている。つかまれていた手首が痛い。


「どういうつもりやねん！」


「どういうつもりも何も、岡田さん、直孝と寝てるんやろ」


　ストレートな物言いに、智里は言葉をなくした。他人にそうしたことを指摘されるのは初めてで、どう答えていいかわからない。


「直孝と寝てんのやったら、俺にもやらしてくれるか思て」


「……な、何やねん、それ……」


「ほんまにわかってへんみたいやなあ」


　飯塚は小さく舌を鳴らし、智里に向き直った。無意識のうちにぎくりと体が強張る。情けないことに、足が竦んで動けなかった。


　飯塚はしばらくそんな智里の様子を眺めていたが、やがてあきらめたようにため息をついた。


「高校んとき、直孝の周りはそういう奴ばっかりやったんや。俺も含めてな。直孝は来るもんは拒まんかったけど、誰かに執着することもなかった。せやから、直孝目当てで集まってきたもん同士で寝ても勝手にせえゆう感じで」


　飯塚は一度言葉を切ると、軽く肩をすくめた。


「直孝と寝れたらラッキーで、寝れんときはしゃあないから、直孝目当てで集まってきた奴と寝るっちゅうことになってたんや。せやから直孝があかんのやったら、岡田さんに付き合うてもらおうて思たんやけど……」


　最後の方はつぶやくように言って、飯塚は床に落ちていたバッグを拾い上げた。そして体を強張らせたまま身じろぎひとつしない智里に向かって、にっと笑って見せる。


「二年前の直孝はそういう奴やったんや。高校んときのツレやったら皆知ってる。余計なお世話かもしれんけど、岡田さんみたいな真面目っぽい人があいつと付き合うんはどうかと思うなあ。泣かされんうちに離れた方がええんとちゃう？」


　同情を込めた視線を投げられて、智里は唇をかみしめた。


　ほんまに余計なお世話や、と言い返すことはできなかった。


　飯塚に突然襲われたショックからか、それとも、今聞いたばかりの麻生の話がショックだったからか、思考全体がうまく働かない。


「そしたら俺、帰るわ」


　お邪魔しました、と軽い口調で言って、飯塚はあっさりと出ていった。


　パタン、とドアが閉まると同時に、智里はずるずるとその場に座り込んだ。


　一度は止まっていた震えが、また全身を襲ってくる。


　自分の体を自分できつく抱くようにしても、その震えは止まらなかった。カチカチと歯が鳴る。ふと見下ろした手首には、くっきりと指の跡が残っていた。


　泣かされんうちに離れた方がええんとちゃう？


　さっき聞いたばかりの飯塚の声が、耳に甦ってくる。


　ひどく混乱していた。


　飯塚が言っていたことは、あくまでも過去の話だ。


　今の麻生とは違う。


　パニック寸前になっている頭に、必死でそう言い聞かせる。


　麻生は一生、と言ってくれた。


　本気やから、と。


　……けど、どこまで本気なんやろう。


　麻生は、アメリカで勉強するて言うた。


　俺と一緒にいるために。


　そのこと自体は嬉しい。


　けれど、実感がまるで湧かない。


　恐らく、智里が今まで生きてきた世界と麻生が生きてきた世界が、あまりにも違うせいだろう。麻生の考えについていけない。


　麻生は、智里と一緒にいるために、ゲイとかストレートとか関係なく仕事ができるようにならなあかん、と言った。しかし、その言葉もどこまで信じていいかわからない。


　麻生がバイセクシュアルであることは、智里と付き合う前からの彼の性質だ。だから、たとえ智里と付き合っていなかったとしても、麻生はもともと渡米するつもりだったのかもしれない。


　そおや。俺と一緒にいるため、やないかもしれんのや。


　その上、麻生は智里が知らない顔をたくさん持っている。親密になってまだ三ヵ月だ。これからもっと知らない部分が出てくるだろう。


　ひょっとしたらまた、飯塚のような人間が現れるかもしれない。智里の知らない誰かが、智里の知らないやり方で、智里を傷つけるかもしれない。そうして麻生を攫っていってしまうかもしれない。


　もしそんなことになったら、俺はどうなってしまうんやろ。


　こんなにも麻生が好きやのに、麻生以外は考えられんのに、もし麻生が俺を捨てたら？　俺から離れてったら？　俺はどうなる？　どうしたらええ？


　この気持ちは、この嵐のような強い気持ちは、いったいどうなってしまうのか。


　不安だった。


　不安で怖くて、胸が痛い。


「麻生……」


　つぶやいて、膝に顔を埋める。


　好きや、と思う。思うだけで胸が焦げつく。


　智里は目の奥がつんと痛くなるのを感じた。歯をくいしばる間もなく、涙が頬に溢れ出す。


　麻生を信じて、傷つくことが怖い。


　予想もつかない事態になることが怖い。


　未知の世界へ踏み出す勇気がない。


　そのくせ、麻生には自分を好きでいてもらいたいと思う。嫌われたくない。彼の一番でいたい。誰よりも大切な存在でありたい。


　めちゃめちゃや。物凄い自分勝手や。


　俺は狡い。


　昔から狡かった。


　四つ年上の兄は自由奔放で、思ったことを何でも口に出すタイプだった。喜怒哀楽も激しくて、両親はいつも兄に振りまわされていた。


　そんな兄に、智里はいつも気後れしていた。行動する前にあれこれと考えてしまう智里は、思い切ったことは何ひとつできなかった。


　しかし、兄のようにふるまいたいと口に出すことは憚られた。それは兄に対するコンプレックスを自ら認める行為だったからだ。認めてしまったら、なけなしのプライドまで奪われてしまうような気がした。


　堅実といえば聞こえはいいが、本当はただ臆病なだけ。狡いだけなのだ。


　智里はまだ震えの止まらない体を、ぎゅっと抱きしめた。


　俺がこんな狡い奴やて知ったら、麻生はきっと、俺を嫌になる……。

















「大丈夫か？　智里」


　心配そうに声をかけられて、智里は無理やり笑って見せた。


「大丈夫や。何ともないて言うてるやろ」


「せやけど顔色が良うない」


「そんなことないて。久しぶりに保美さんに会うから緊張してるんや」


「ほんまか？　無理してあいつに付き合うことないんやで」


　麻生は尚も心配そうに覗き込んでくる。Ｔシャツにジーンズというシンプルな服装が、スラリと伸びた長身によく似合っていた。


　こうして立っているだけで、通りすがりの女性のほとんどが麻生を振り向く。智里もパーカーにジーンズという似たような格好だが、麻生のような存在感はない。


　場所は駅の構内にある噴水の前。保美との待ち合わせ場所である。気温が高いせいか、ひっきりなしに行き交う人たちの中には、既に夏の格好をしている者もいる。


「ここんとこずっと元気ないし、どっか具合でも悪いんか？」


　優しい仕種で前髪をかきわける指先に、智里はびく、と体を強張らせた。


「智里？」


　怪訝そうに呼ぶ麻生に、智里は慌てた。


「ほんま、何でもないねん。大丈夫」


「けど」


「それより保美さん、そろそろ来はるんとちゃう？」


　待ち合わせの時間は午後二時。腕時計の針は一時五十分を指している。まだ保美の姿は見えない。


「智里」


　呼ばれて見上げた麻生の端整な顔は、わずかに曇っていた。


「麻生？」


「ひょっとして、飯塚のこと気にしてるんか？」


　低い声で問われて、智里はまたぎくりと体を強張らせた。その反応に、麻生は眉を寄せる。


「あれは終わった話や。昔のことや。今は何の関係もない。ほんまや」


　言いつのる麻生に、智里は笑って頷いて見せた。


「うん、わかってる。こないだも聞いたし」


　飯塚とひと悶着あった日から、既に五日が経過している。飯塚との間にあったことは、麻生には伝えていなかった。麻生に話して余計な心配をかけるよりも、黙っていた方がいいと判断したのだ。


　しかし、本音をいえば、ただ飯塚の話題をむし返したくなかっただけである。


　むし返せば、また醜い嫉妬を感じることになる。麻生への強い想いを再認識して、不安でいたたまれなくなる。


　そうして意識して飯塚の存在そのものを日常から追い出したものの、襲われかけた恐怖と、飯塚に聞いた麻生の高校時代の話が頭から離れることはなかった。そしてまた、麻生への強すぎる想いに対する不安や、麻生が言った一生という言葉に対する不信感も、消えることはなかった。それどころか時間が経つにつれて大きくなり、智里を責め苛んだ。


　捨てられたら、嫌われたら。


　麻生が俺以外の奴を選んだら。


　どうなる。どうする。どうなってしまう？


　そんなことばかり考えていたせいか、食欲が落ち、あまり眠れなくなった。同時に、体に触れられることに対して過剰に反応してしまうようになってしまった。たとえ相手が麻生でも、同じように拒絶反応が出てしまうのだ。


　麻生も智里のそうした変化に気付いているらしく、ゴールデンウィークに入って時間がたっぷりあったというのに、一度も智里を抱こうとはしなかった。


　麻生は決して無理強いしない。常に智里のことを第一に考えてくれる。


　そんな麻生の態度が嬉しい反面、ひどくもどかしくもあった。


　無理やりにでも思い切り抱きしめてくれたら、治るかもしれんのに。不安かて消えるかもしれんのに。


「何か心配ごとでもあるんか？」


　言って麻生が再び智里の髪に触れようとしたそのとき、前を通りかかった数人の若者が、ふいに足を止めた。


「あれ、直孝やん」


「ほんまや！　めっちゃ久しぶりー」


「誰かと待ち合わせ？」


　次々に口を開く。


　女が二人に、男が三人。


　智里はぎくりと体が強張るのを感じた。


　三人の男のうちの一人は、飯塚だ。


　流行のファッションに身を包んだ彼らは、たちまち麻生と智里を取り囲んだ。


「大学入ってからどんだけ誘ても全然連絡くれへんし、心配してたんやで」


「やっぱり直孝おらんと盛り上がらへんし」


「今日これから純子んとこに行くんやけど一緒に行かへん？」


　一方的にまくしたてられて、智里は無意識のうちにあとずさった。反対に麻生は、智里をかばうように一歩前に出る。


「もうおまえらと遊ぶ気はない。前にもそう言うたはずや。待ち合わせしてるから、消えてくれ」


　とりつく島のない冷たい物言いに、えー、と彼らは不満の声をあげる。


「そんなこと言わんと」


「そっちのカレも一緒に来たらええねん」


「けっこうカワイイやん。私好みやわー」


「あ、俺も。よう見たらキレイな顔してるやんか」


　智里に向かって伸びてきた数本の腕を、麻生は自分の体を盾にすることではねのけた。


「遊ぶ気はないて言うたやろ。何回言わすんや」


　怒気を滲ませた麻生の声に答えたのは、それまでずっと黙っていた飯塚だった。


「直孝にその気はのうても、岡田さんにはあるかもしれんで。直孝のおかげで感度もばっちり上がってるみたいやし」


　からかうような声音に、智里は血の気がひくのを感じた。何か言い返したかったが、喉の奥が熱くなって声が出ない。


　怖い、と思った。飯塚だけではなく、飯塚の友人たちも怖かった。


　その新たな恐怖に、今日までずっと胸を圧迫し続けていた不安が触発され、たちまち膨張する。


　肌が総毛立ち、足が竦んだ。


　怖い。


　動けない。


　息ができない。


「……飯塚。おまえか、こいつら連れて来たんは」


　智里を背中にかばったまま、麻生は飯塚をにらみつける。


「人聞き悪いこと言わんといて。直孝がここにおるってどうやって俺らにわかるんや」


　飯塚は悪びれる様子もなく、にやりと笑って言ってのける。


「そしたら何や。これから先も遊ぶ気はないて、今までかて言うてきたはずやろ」


「せやけど岡田さんとは遊んでるやんか」


「遊びやない」


　麻生はきっぱりと言った。


　飯塚を除いた四人が、驚いたように顔を見合わせる。


「もう遊びはやめたんや。俺には必要ないし、興味もない」


　麻生が鋭い口調でそう言った瞬間、智里は飯塚の顔が紅潮し、歪むのを見た。


　そこには初対面のときの軽薄な笑顔でもなく、智里を襲ったときの余裕のあるわけ知り顔でもない、湧き上がる激情をそのまま映した顔があった。


「何やねんそれ。俺と初めて寝たとき、誰も好きになんかならん、体だけあったらそんでええて言うたくせに」


　叫ぶようにして言った声に含まれているのは、憎悪と嫉妬。


　そして、わずかの哀願。


「そんな奴のどこがええんや。そら顔はちょっとええかもしれんけど、真面目で何もおもろいことない、しょうもない奴やないか。何でそんな奴選ぶんや！」


「誰を選ぼうと人の勝手やろが」


　怒鳴った飯塚に答えたのは、麻生ではなく、飯塚の背後に立った人物だった。


　その場にいた全員が一斉に振り向く。


　立っていたのは、高橋保美だった。


　肩まであった髪はすっぱりと切られ、こげ茶色のベリーショートに変わっている。人形のように整った顔立ちに、その髪型はよく似合っていた。体のラインが出るタンクトップにジーンズ、スニーカーというラフな格好だが、容姿が容姿だけに目立つので、行き交う人たちは皆、保美に目を向ける。


「道のド真ん中で何こっ恥ずかしい会話してんねん。一瞬他人のフリしそうになったわ」


「保美先輩……」


　驚きに目を見張った飯塚は、決まり悪そうにうつむいた。その横顔をじろりとにらみつけ、保美は弧を描く眉をぎゅっと寄せる。


「人間は変わるて何べん言うたらわかるんや、俊平。いつまでも同じやと思てたらあかん。直孝も変わる。あんたも変わる。そう言うたやろ」


「……せやけど……」


「せやけどもそやけどもない。直孝も悪いけどあんたも悪いで。ほんまに好きなんやったら、直孝が二年前に遊びはやめるて言うたときに、好きやて告白したら良かったやないか。今まで二年もあったのに、あんた告白もせんと遊びまわってただけやろ。それを何やねん、今更ぐちぐちと。アホのひとつ覚えみたいにサカッてばっかりいてるから、肝心なときに脳がまわらんのや」


　保美は啖呵を切るように言ってのけた。びくりと体を震わせた飯塚は、悔しそうに唇をかみしめる。予期せぬ保美の登場に気概をそがれてしまったらしい。


　そんな飯塚を見て小さくため息をついた後、保美は既に及び腰になっている飯塚の友人たちをねめつけた。


「二人と待ち合わせしてたんはわたしや。二週間も前からの先約やで。とっとと消えてんか」


　小柄で細身とはいえ、保美は空手と少林寺拳法の有段者である。こうしたときの迫力は並みの男以上だ。


　じっと足元を見ていた飯塚は、何も言わずにふいと踵を返した。


「あ、おい」


「飯塚」


　残された四人は、慌てて後を追う。


　麻生がほっと息をついたのがわかった。


　同時に智里は、自分の体が小刻みに震えていることに気付いた。


　怒りと嫉妬に染まった飯塚の顔が脳裏にちらつく。


　恋愛に疎かった智里は、今まで嫉妬からくる悪意をまともに受けたことがなかった。


　まっすぐにぶつけられた妬みと、ぞっとするような憎しみに、心が恐怖で凍りついてしまっている。


　そら顔はちょっとええかもしれんけど、真面目で何もおもろいことない、しょうもない奴やないか。何でそんな奴選ぶんや！


　そう言った憎々しげな声が、耳の奥でこだましていた。


　怖かった。


　人間て、嫉妬であんなになるんや。


「ほんまに……」


　腰に両手をあてて彼らの後ろ姿を見送っていた保美がつぶやいた。かと思うと勢いよく振り返り、麻生をにらみつける。


「ほんっまに鈍くさいな、あんたは！　ああもう、出会て早々蹴られたいか！」


「助かった、ありがとう保美」


　苦さを滲ませた声で礼を言った麻生に、保美は眉をつり上げる。


「呼び捨てにすんなて何べん言うたらわかんねん！　てゆーかノンキに礼言うてる場合やないやろ、このニブ男が！」


　智里には、二人のやりとりが遠いものに感じられた。全ての音が膜に包まれたように、ぼんやりとしか聞こえない。


　ただ激情のままに発せられた飯塚の声だけが、くり返しくり返し聞こえていた。


　誰も好きになんかならん、体だけあったらそんでええて言うたくせに。


　しょうもない奴やないか。


　何でそんな奴選ぶんや！


　智里は思わず耳を塞いでその場に座り込んだ。しかし、悪意と憎しみを滲ませた飯塚の声は、耳の奥でくり返し智里を蔑み続ける。


　胸が痛かった。息が苦しい。怖い。


　怖くて、動けない。


「智里？」


　慌てて膝を折った麻生の手が肩に触れる。ぎくり、と体が跳ねた。


　反射的に麻生の手を振り払う。


「智里」


　驚いたように手を退いた麻生に、智里はごめん、とつぶやいた。


「……ごめん、俺、帰る……」


　麻生から顔を背けて何とか立ち上がる。そのまま智里は後も見ずに駆け出した。足に力が入らなくて転びそうになりながらも、懸命に走る。ただ、恐怖から逃れたい一心で。













[image: ]



















「智里！」


　呼びとめようとする麻生の声が聞こえたが、立ち止まることはできなかった。

















　智里は下宿の床に座り、ぼんやりと窓の外を眺めていた。


　開け放った窓から爽やかな風が吹き込んでくる。夕方に近い時刻になって、少し気温が下がったようだ。


　混乱は既に納まっていた。恐怖も薄らいでいる。思考力もようやくまともに働くようになった。


　そうして何とか落ち着いた状態になって最初に感じたのは、情けなさだった。


　怖くて逃げ出すなんて、どうかしている。


　おまけに麻生の手を拒絶するなんて。


　智里が今感じている不安と恐怖を和らげ、消してくれるのは麻生しかいない。それなのに、振り払ってしまった。


　俺はつくづくアホや。どうしようもない。


　そして次に感じたのは、失望だった。


　走って逃げ出した自分を、麻生は追ってきてくれなかった。


　そう考えて、智里は思わず苦笑した。


　俺は臆病なだけやなくて、やっぱり狡い。


　追いかけてきたら拒絶するくせに、追いかけてこないと恨めしく思う。抱きしめられるのが怖いくせに、何で抱きしめてくれへんのやろう、と考える。


　支離滅裂や。


　麻生を好きになってから、俺はどんどんアホで汚い人間になっていくような気がする……。


　ピンポーン、という軽いチャイムの音がして、智里はハッと顔を上げた。


　麻生かもしれない。


　期待と困惑が交差する。


　麻生やったら、どないしよう？


　どんな顔して会うたらええんやろ。


　今度はコンコン、とドアをノックする音が聞こえた。


「智里君」


　保美の声だ。


　ほっとする一方で、智里はひどく落胆した。


　やっぱり、来てくれんかった。


　胸がズキリと痛んで、唇をかみしめる。


　今すぐ会いたい。顔が見たい。声が聞きたい。側に来て、抱きしめてほしい。


　けれど、会いたくない。会うのが怖い。


　矛盾した自分の気持ちに戸惑う。


　ほんまに、何でこんなに冷静になれんのやろ？　何でこんなに感情的になってしまうんやろ。


「智里君？　おらんの？」


　気遣うような声が聞こえて、智里は慌てて立ち上がった。


「あ、はい。今開けます」


　今日はもともと、保美と会う約束だったのだ。それなのに挨拶もせずに逃げ出して、約束をすっぽかしてしまった。


　謝らなければ。


　智里は深呼吸した後、ドアを開けた。


「こんにちはー」


　ドアの隙間から、ひょこっと保美が顔を覗かせる。人形のように整った顔立ちに、怒りの表情は見えない。


「保美さん、今日は……」


「ああ、ええねんええねん、その話は。それよりちょっとは落ち着いた？」


　心配そうに問われて、智里は曖昧に頷いた。


　なぜ取り乱したのか、保美は敢えて聞かない。それが彼女なりの気遣いであることは、容易に知れた。


「ちょっと言うときたいことがあって来たんやけど、今、ええかな」


　小首を傾げる保美に、智里は少し迷ってから頷いた。わざわざ訪ねてくれた彼女を無下に追い返すことはできない。


「……どうぞ。散らかってますけどあがってください」


「あ、すぐ帰るしここでええわ。それから、そのケイゴはやめにせえへん？　一応わたしら同い年なんやし」


　玄関口の壁にもたれた保美は、悪戯っぽく笑った。


「保美さんが、その方がええんやったら」


　微笑んで頷くと、保美はまじまじと智里を見つめてきた。どこか観察するような視線に、思わず顎を引く。


「……何ですか？」


「いや、ごめん。直孝が智里君を選んだ理由が、何となくわかるような気ぃするなあ思て」


「え……」


　思いもかけないことを言われて小さく声をあげた智里を、保美は下から覗き込んだ。


「智里君て、今まで直孝の周りにはおらんかったタイプや。きちんと物事を筋道たてて考える。気持ちにムラがないし、堅実でしっかりしてる。自分の都合でおもしろ半分に相手を振りまわして困らせたろうなんて、全然考えたことがないんとちゃう？」


　楽しげに問われて、智里は口ごもった。


「けど、実際振りまわしてるみたいなもんやし……。それに俺は臆病なだけで、堅実なんかやない」


　きっと、麻生には相応しくない。


　自分の考えにズキンと胸が痛んで、智里はうつむいた。


　しかし、保美はあっさりと言い切る。


「ええやんか、臆病で。直孝、ああ見えて鈍くさいし行き当たりばったりなとこがあるから、ちょうどええと思うで」


　智里は目を見開いて顔を上げた。色素の薄い保美の瞳が、優しげにこちらを見ている。


「それに、直孝がそういう智里君が好きやーて言うてるんやから、そんでええんとちゃうの？」


　柔らかな口調で言われて、けど、と力なくつぶやいたきり、智里は言葉をなくしてしまった。


　けれど、麻生は知らないのだ。


　俺がどんなに臆病で、狡くて、嫉妬深いんか。


　飯塚の嫉妬が怖かったのは、自分の中にも全く同じ種類の感情が存在していることを自覚していたからかもしれない。俺もきっと、あんなになる。麻生に嫌われたら、あんな風になってしまう。そう確信したから余計に怖かったのだ。


　それに、飯塚に真面目で何の取柄もない奴と言われてショックだったのは、自分を悪し様に言われたせいだけではなかった。智里自身も飯塚に対して、不当な評価をくだすようになっていたことに気付いたからだ。


　最初はかっこいい奴だと思った。強引だけれど明るくて人懐っこい奴だと思っていた。それなのに、彼と麻生の過去を知るにつれて、軽くて無神経で意地の悪い奴、と思うようになった。無理やりキスされたことで、彼に対する評価が決定的に悪くなったことは確かだ。しかし、その評価には少なからず嫉妬が影響している。


　俺も飯塚と何も変わらへん。


　飯塚はその評価を口に出し、智里は出さなかった。ただそれだけのことだ。


　そういうたら、と智里は目の前にいる保美を見て思い出す。


　そういうたら保美さんのことも、麻生の恋人やて勘違いしてたとき、凄くイヤな人やと思た。夫がいるのに麻生をたぶらかす、自分勝手で傲慢な人やと思た。


　麻生に嫌われるのが怖くて、本当のことを確かめもしないで、一方的に決めつけたのだ。


　……俺は、ほんまに臆病や。それに狡い。


　俺がこんな人間やて知ったら、麻生はきっと俺を嫌になる。


「直孝な、あのときすぐに智里君のこと追いかけたんやで」


　柔らかな口調で言われて、黙り込んだまま突っ立っていた智里はハッとした。保美はにっこりと笑い、ほんまやで、と念を押す。


　駆け出した直後に、智里、と呼んだ麻生の声が耳に甦ってきて、ズキンと胸が痛んだ。その声が焦燥を滲ませていたことに今更ながら気が付く。


　呼びとめてくれたのに、俺は逃げてしもたんや……。


「そやけど、俊平と一緒にいてた四人組のうちの二人がちょっと離れたとこで私らの様子を窺うてたみたいでな。そのコらに途中で捕まってしもたんや。あの四人は俊平の気持ちに気付いてたらしい。ちゃんと話するまでは帰さへんて囲まれてしもて」


　ふいに出てきた『俊平』という名に、智里はドキンと心臓が跳ねるのを感じた。


　保美は短い髪をかしかしと人差し指でかき、わずかに眉を寄せる。


「私もあのコら追い払て直孝を行かせてもよかったんやけど、そこまでするんはちょっとな」


　苦笑した保美に、智里は小さく頷いた。


　麻生も智里も子供ではない。二人のことは二人で解決すべきなのだ。今こうして自分が逃げ去った後の状況を教えてもらっていること自体、甘えといえば甘えなのである。


「あと、俊平のことやけどな」


『俊平』という名に反応して、智里はまたぎくりと体が震えるのを感じた。その反応に気付いているのかいないのか、保美は淡々と続ける。


「あのコ、いろいろと家庭の事情が複雑なコでなあ。直孝が心の拠り所やったみたいや。直孝が絶縁宣言したときも本気にとってへんかったみたいやし。そっちの方は火ダネまいた直孝本人がどうにかするしかないやろ。話がついたらすぐ智里君のとこに来ると思う。そのときに直孝から直接詳しい話を聞いたらええわ」


　な、と微笑みかけられて、智里はこくりと頷いた。


　本来なら、保美はこうしてわざわざ智里に会いに来る必要などない。飯塚の話をする必要もない。気を、遣わせたのだ。


　俺が臆病で狡いばっかりに、この人にまで迷惑かけてしもた。


　申し訳ない気持ちと情けない気持ちがない混ぜになって、智里は頭を下げた。


「保美さん、ごめん。ありがとう」


　謝った智里を、保美は大きな瞳を見開いて凝視した。しばらくそうしてじっと見つめた後、うーんと低い声でうなる。


「直孝の気持ちがようわかるわ。智里君、外見はめっちゃ雰囲気あって色っぽいのに、中身はナチュラルにかわいいもんなあ……」


　言われたことの意味がよくわからなくて、訝しげに首を傾げた智里に、保美は悪戯っぽい笑みを浮かべて見せた。


「あのな、智里君。直孝、人を本気で好きになったのって初めてやと思うねん」


　保美は幼子に言い聞かせるようにゆっくりとした口調で言った。腕を組み、斜めにこちらを見上げる彼女の仕種は、外見の美少女ぶりとは裏腹に、どことなく男っぽい。


「直孝は今まで、自分から誰かを好きになって、その人に振り向いてもらおうて努力したことがなかったんや。放っといても勝手に寄ってくる奴の相手ばっかりしてたから、自分に関心を示してくれへん相手にどうやってアピールしてええんか全然わからんと、一人でジタバタして、挙句の果てに二年間片想いや。直孝は今でも、どういうときに押してどういうときに引いてええんか、さっぱりわかってへんねん。押したら押しっぱなし。引いたら引きっぱなし。見ててハラハラするわ」


　二年間の片想い。


　麻生もそう言っていた。


　入学式で一目惚れをして、それ以来片時も目を離せなくなったのだと告白された。


　麻生以外の人から知らされた事実に嬉しさを覚える一方で、胸が痛むのを感じる。


　智里の目が好きだと麻生は言った。


　その目で見つめられたいと。


　智里はきゅっと唇をひき結んだ。


　けれど、両の目が他人より少しばかり印象的だからといって、それが何だというのだろう。


「何やこう、あれやな。智里君も直孝も不器用で、全然慣れてへんくて、カワイイなあ。二人とも初恋みたいなもんやもんな」


　くくく、と低く笑った保美に、智里は我知らず赤くなった。またしても返す言葉を見つけられずに、うつむく。


　智里にとっては、確かに麻生が初恋だ。


　この気持ちに気付いたときは、ただ麻生が恋しくて、側にいてほしかった。好きになってもらえるのなら、他は何もいらないと思った。麻生さえ一緒にいてくれるのなら、それで幸せだと思った。


　だから、両想いになることができて、嬉しくて嬉しくて仕方がなかった。これ以上の幸せはないと思った。


　けれど、その頃から智里は、今まで気付かなかった自分の卑しさと醜さを自覚した。


　麻生から与えられるものを怖いと思ってしまう臆病な自分。受けとめられない狭量な自分。嫉妬なんてみっともないとわかっているのに、嫉妬してしまう自分。それなのに、麻生を好きな気持ちを抑えることはできない自分。貪欲に麻生の全てを求めてやまない自分。


　そんな自分が怖かった。


　そして同時に、麻生との将来を思い描くことができなくて不安になった。飯塚に麻生との関係を指摘されて、自分の気持ちを他人に知られることにも恐怖を覚えた。


　好きな人と一緒にいられても、いいことばかりではない。逆に好きな人といるからこそ、自分の嫌な部分がどんどん表出してきてしまう。不安も倍増する。


「智里君」


　ふいに先ほどとは打って変わった真剣な声で呼ばれて、智里は顔を上げた。


　保美は声と同じように、真剣な表情を浮かべていた。


「智里君にとったら、わからんこと、許せんこと、いろいろあると思う。けど、全部過去のことや。もちろん過去のことやからってなかったことにはならんけど、今の直孝は変わった。智里君のおかげで変われたんや。せやから、嫌わんといてやってくれんかな」


「嫌うやなんて、そんな……」


　智里はうつむいた。


　確かに別れ際、智里は麻生の手を拒絶した。智里の様子を見ていた保美が誤解したのも無理はない。


　麻生に触れられたくなかったのは、麻生が嫌いになったからではない。飯塚に言われたこと、されたこと、そして、自分自身の嫌な部分を飯塚に指摘されたこと。この三ヵ月間、ずっと感じてきた不安や恐怖。それらが重なり、一気に暴発して、必要以上に臆病になっただけだ。


「嫌いやないです」


　智里はズキ、と痛んだ胸の辺りのシャツを握りしめた。


「嫌いになんか、なれへん……」


　つぶやくと、また胸がズキ、と痛んだ。


　好きや、と思う。


　麻生が好き。


　この気持ちだけは絶対や。


　不覚にも涙が滲みそうになるのをぐっとこらえたそのとき、突然、ルルルルル、と冷蔵庫の脇にある電話が鳴った。


　反射的に麻生の顔を思い浮かべて、すぐに否定する。


　麻生なら携帯電話にかけてくるはずだ。


　わかっていても、期待してしまう自分がいる。


　苦笑しながら、ちょっとすいません、と保美に声をかけて、智里は電話の受話器をとった。


「もしもし」


『あ、智里君？　わたし、早苗』


　早苗は義姉の名前だ。智里は湿っぽくなりそうな声を、努めて明るくした。


「ああ、こんにちは」


『そっちに夏樹行ってへん？』


「兄貴ですか？　いえ、来てませんけど……」


　そう、と受話器の向こうでため息をつく気配がした。兄の高校時代の先輩である彼女は、いわゆる元ヤンである。ため息をつくこと自体、珍しい。


『もしそっちに行ったら、連絡くれんかな』


「それはかまいませんけど、何かあったんですか」


『うーん、ちょっと、喧嘩してん。私もカッとなってたし、どうしてるか心配で……』


　歯切れの悪い口調に、珍しい、と智里はまた思った。義姉は兄の扱い方がうまい。年上ということも手伝ってか、奔放な兄を掌の上でうまく転がしている。


「わかりました。来たら連絡しますから」


『ごめんな、頼むわ』


　そしたら、と義姉は力なく言って電話を切った。


　あんなに仲がええ二人でも喧嘩することがあるんやな、とぼんやり思う。


　結婚して子供もいて、幸せなのに喧嘩をする。いや、幸せだからこそ、いろいろなことで不安になって、喧嘩をするのかもしれない。


　そう思って、智里はハッとした。


　喧嘩。


　俺、麻生と喧嘩したことない。


　不安と恐怖のあまり怯えて、怯えるあまり本音を隠して取り繕って。そんな状態では、喧嘩すらできないのだ。


「そしたらわたし、帰るわ」


　遠慮がちにかけられた声に振り返ると、保美は既にドアに手をかけていた。慌ててぺこりと頭を下げる。


「わざわざ、すんませんでした」


「コラ。ケイゴはやめやて言うてるやろ」


　苦笑した保美に、智里も苦笑する。


「……ごめん。あの、送っていこか」


「ああ、そんなんええよ。まだ明るいし、それにお客さんみたいやで」


　言いながら、保美はドアを大きく開けた。


　一瞬、麻生ではないかと期待した智里の目に映ったのは、ポカンと口を開いた兄だった。突然弟の部屋から出てきた美少女に、度肝を抜かれているらしい。


「兄貴……」


　智里は思わず落胆のため息をついた。


　俺はやっぱりアホや。


　こんなに麻生に会いたいて、顔が見たいて思うのに、何であのとき振り払てしもたんや。


「あ、お兄さん？　こんにちは」


　保美はにっこり笑って頭を下げた。


「こ、こんにちは」


　慌てて挨拶を返した兄は、珍しくどもっている。


「そしたらお邪魔しました」


　保美は智里に軽く手を振ると、軽やかな足取りで踵を返した。兄は茫然と保美の後ろ姿を見送っている。ジャンパーにジーンズという格好に、ヘルメットを脇に抱えているところを見ると、どうやらバイクでここまで来たようだ。


「兄貴」


　声をかけると、兄は口を開いたまま智里に向き直った。智里とは似て非なる明るい印象をもった二重の双眸も、真ん丸になっている。


「義姉さんから電話あったで」


　兄が何か言いかけようとするのを遮るように、智里は言ってやった。

















「言うとくけど、あの人カノジョやないからな」


　智里が言うと、兄は疑わしげに目を細めてこちらを見た。智里があがれと言ってもあがろうとせず、ヘルメットを抱えたまま開け放したドアにもたれている。必然的に、智里も玄関口に立ったまま兄と向き合うことになった。


「嘘つけ。俺の顔見て思い切りため息ついたくせに」


「ほんまにちゃうて。あの人、既婚者やし」


　ため息まじりに言うと、兄はますます不審そうに眉をひそめた。


　兄の方が若干面長だが、顔立ちは智里と似ていなくもない。ただ、兄が非常に明るく見えるのに対し、智里は幼い頃から彼に比べておとなしく見られがちだった。


　手のかかる兄に、手のかからない弟。両親も周囲も、兄より弟の方がしっかりしていると評価していた。


　その評価が影響したのかどうかはわからないが、智里には、兄にかばわれたり、優しくされたりした記憶がほとんどない。本当に幼い頃は別として、連れ立ってどこかへ出かけたこともない。特別仲が悪かったわけではないが、仲が良い兄弟でもなかった。


「あのコが結婚してるて？　ほんまかぁ？」


「ほんまや。俺、こういうことで兄貴に嘘ついたことないやろ」


「そらまあそうやけど……」


　つぶやいた兄は、居心地が悪そうにボリボリと短髪をかいた。


　沈黙が落ちる。


　俺が兄貴みたいな性格やったら、こんなに悩んだり苦しんだりせんでもよかったんやろな、と智里は思う。


　きっと、もっと前向きに麻生との関係を考えることができたはずだ。


「智里」


　ふいに呼ばれて、智里は瞬きした。


　誰と一緒にいても、気が付くと麻生のことで頭がいっぱいになってしまう。そんなにも、彼のことが好きなのだ。


　兄と義姉の喧嘩のことなど既に頭の中から消えかかっている自分に苦笑しつつ、問い返す。


「何？」


「ごめんな」


　兄はぽつりと謝った。今度は智里が眉をひそめる。


「謝るんは俺にとちゃうやろ。義姉さんにやろ」


「や、俺が謝らなあかんのはおまえにや」


「何でやねん」


　うーん、とうなった兄は人差し指で鼻の頭をかいた。三児の父とはいっても、二十五歳だ。その仕種はまだ若々しい。


「最近、子供らにもかなり個性が出てきてん。ちょっとしたことで癇癪起こしたり、ぐずったりするんが舞。何でも口に入れたがって、ちょこまか動くんが翼。そんで一番おとなしいんが光や」


　舞、翼、光、というのは三つ子の名前である。


　その話が俺とどういう関係があるんや。


　そう思って首を傾げると、兄はまた、うーん、とうなった。


「オトンとオカンが手伝いに来てくれてるときは別として、俺と早苗の二人のときは、どうしても舞と翼に目がいく。すぐに泣きやんで、そないぐずったりもせん光は何でも後まわしや。光かてかもてほしいんはほかの二人と一緒やと思うねん。せやけどもともとがおとなしいから、舞と翼に迫力負けしてしもて、それを上手に表に出せん」


　ため息をついた兄は、改まったように智里に向き直った。


「俺はなあ、智里。おとなしいて真面目で、オトナにウケがええおまえのこと、正直、あんまり好きやなかった。たぶん、俺には逆立ちしてもできんようなことを平気な顔してやってのけるから、羨ましかったんやと思う」


　え、と智里は目を見開いた。


　羨ましかったのは智里の方だ。


　兄貴が俺を羨ましがることなんて、何もなかったはずや。


「羨ましいて、どこが」


　驚きのままに幾分か早口で尋ねると、兄は苦笑した。


「オトンもオカンも、口を開けたら智里を見習え智里を見習えてそればっかりで。おまえさえ真面目やのうて俺みたいなええ加減な弟やったら、こんなこと言われんで済んだのにていっつも思てたんや」


「そんなん……」


　驚きだった。


　兄がそんな風に考えているなんて、想像したこともなかったのだ。智里ができないことをいとも簡単にやってのける兄は、おとなしい弟のことなど意に介していないと思っていた。


「ああ、誤解すんなや。今はそんなこと思てない。俺がアホやったんや。おまえかてやりたいこととか反発したいこととか、いろいろあったやろ。けど、俺がグレたり浪人したりしてオヤは二人とも俺にかかりっきりやった。せやからおとなしいおまえは何も言えんかった。ちゃうか？」


　兄は智里をじっと見つめてきた。


　いつになく真面目な様子の兄に促されるようにして、智里は考えてみた。そうして考え考え、口に出す。


「それは……、ちゃうと思う。俺にできんことができる兄貴が、羨ましいて思てたんは、事実やけど……、それと俺が真面目やったんは、また別の話や。俺は真面目とちゃうんや。臆病で狡いだけやねん。せやから、兄貴が謝ることない」


　自嘲気味に言って、うん、と頷くと、兄はムッとしたように口をへの字に曲げた。


「アホ、そんな卑屈な言い方すんな。おまえは臆病とちゃうし、狡いこともない。そんなん言うんやったら、人間誰でもそうや。それに、おまえより四年も長いこと生きてる俺が謝ってるんやから、素直に許したるて言うたらええねん」


　励ましているのか怒っているのかわからない物言いに、智里は呆気にとられて兄を見つめた。いつも智里に対しては、どことなく素っ気ない話し方をしていた兄とは思えない。


　すると兄は決まり悪そうにふと表情を緩め、ガシガシと頭をかいた。


「光見てたら何やおまえのこと思い出してな。たまには光を最初にかまえて早苗に言うたら、泣いてる舞をほっといて何で泣いてへん光を先にかまうんや、とか言い返されて。気ぃ付いたら、最近付き合いや言うて飲みすぎやとか、バイクの維持費もバカにならんとか、全然関係ないとこに話がいってしもて、そんで喧嘩や」


　智里はまた呆気にとられた。


　あの義姉と兄が喧嘩をするぐらいだから、よっぽどの理由があるのだと思っていた。それなのに、飲みすぎだのバイクの維持費だの、智里にとってみれば、どれも他愛ないことばかりである。


「あ、おまえ今、しょーもなー、とか思てるやろ」


　ぎろりとにらまれて、智里は慌てて首を横に振った。


「いや別に、そんなことないけど」


　兄は、はああ、と大袈裟なため息をつく。


「生活っちゅうんは基本的にしょうもないことの積み重ねなんや。早苗も育児ストレスがたまっとったんやろ。それを察してやれんかった俺が悪かった。帰って謝るわ」


　入口に預けていた背を起こした兄に、智里はクスクスと笑った。


　何だかひどくおかしかった。


　兄が自分にコンプレックスを持っていたことも、こうして今更のように兄弟で会話をしていることも。


　そして、嬉しかった。


　兄が話をしに来てくれたこと、そのものが。


「悪いて思てるんやったら、最初から謝ったらよかったのに」


「俺かて頭に血ぃ上ってたんやぞ。そんなすぐに謝れるか」


「けど結局謝るんやったら一緒やろ」


「せやから頭に血ぃ上ってたて言うたやろが。ここ来る途中で冷静になったんや。そのときは俺がワルイなんてこれっぽっちも思てへんかったわ」


「うわ、悪ぅ。義姉さんに言いつけよう」


　他愛ない会話をしながら、スニーカーを足にひっかけ、兄を外へ送り出す。


　アパートの前には、夕日を反射して光るメタリックシルバーのバイクがとまっていた。学生時代は大型バイクに乗っていた兄も、結婚してからは中型バイクに乗り換えた。あの勝手気儘だった兄が、今では一家の大黒柱としての自覚を持ち、自分の生活を、価値観を、着実に変えていっている。それも無理やりにではなく、大切なものを守り、育むために。


　そして今、自分の気持ちを正直に告げてくれた。


　やっぱり兄貴は凄いなあ、と智里は思う。


　己を卑下するでもなく羨むでもなく、純粋に感心した。


　俺も兄貴みたいにできるとええのに。


「おい、智里」


　バイクにまたがり、ヘルメットを被りつつ、兄が呼ぶ。
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「何？」


「……早苗、怒ってたか？」


「物凄く」


　エンジンをかけながら低くうなる兄に、智里は続けた。


「心配してたで、物凄く。せやから早よ帰り」


　兄は一瞬、呆気にとられたようにヘルメット越しに智里を見た。しかしすぐに、にやりと笑った気配がした。かと思うと、ブルン！　とエンジンをふかす。






「そしたらな」


「気ぃ付けて！」


　エンジン音に負けないように大きな声で言うと、兄は頷いてバイクを発進させた。


　あっという間に遠ざかってゆく兄の背中に、智里は手を振った。バイクに乗るとき少し猫背気味になる癖だけは、昔と変わっていないらしい。


　ふいに、麻生の顔が見たい、と思った。


　兄が早苗のところへ帰るように、自分も麻生のところへ帰りたい。


　好きやから。


　怖いけど、どないしてええかわからんほど怖いけど、やっぱり好きやから。


　無性に麻生が恋しかった。


　俺には、麻生だけや。


　許せるとか許せないとかいう問題ではない。


　それ以前に、麻生が好きなのだ。大切なのだ。何よりも。


　そう実感して、智里はくるりと踵を返した。


　目の前には、淡いオレンジ色に染まった夕暮れの街並みがあった。見慣れた学生アパート。高度成長期に建てられた同じ形の家々。公園を囲む錆びたフェンス。そして、つぎはぎだらけのアスファルトの道。


　しかし、麻生が智里のアパートへ来るときに必ず通るその道に、麻生の姿はない。ゴールデンウィーク最後の休日を惜しむかのように、数人の子供たちが戯れているばかりだ。


「麻生……」


　今、ここにいない恋人の名を、智里は呼んだ。


　ズキンと胸が痛む。


　同時にじわ、と視界が潤んだ。


　飯塚との決着をつけたらすぐに、ここへ来るはずだと保美は言っていた。噴水の前で別れてから、既に三時間以上経過している。


　智里は暗い不安がよぎるのを感じた。


　どないしたんやろ、麻生。


　もう来てくれてもええのに。


　そう思って、苦笑する。


　来てほしい、抱きしめてほしい、キスしてほしい、側にいてほしい。


　ほしいほしいて、俺はそればっかりや。


　思い返せば、麻生との関わりにおいて、智里は常に受身だった。初めて智里を抱いたのもキスしたのも麻生からだったし、智里の下宿に通いつめたのも麻生だった。


　それに対して、智里は何もアクションを起こしていない。唯一、先に好きだと告白したのは智里の方だったが、あのときも保美への嫉妬があったからこそ言葉にすることができたのだ。


　自分には、無意識のうちに自身を安全な方へ安全な方へと導く傾向があると、智里は改めて思う。


　これは、俺の悪いところや。


　兄は臆病でもなければ狡くもないと言ってくれたが、どんな場合でも自分を安全圏に置こうとする性質は、やはり臆病なのだ。


　けど、もう臆病やから言うて待つだけではあかん。不安やから言うてじっとしてるだけではあかんのや。


　麻生に会いたい。抱きしめたい。キスしたい。側にいたい。


　誰にも渡したくない。


　それぐらい、麻生が好き。


　どんなに怖くても、不安でも、この気持ちが俺の全てなんや。


　そのことを、この数時間のうちに嫌というほど実感した。


　せやから、会いに行く。


　麻生を手に入れに行く。


　今すぐに。


　そう決めると、体の奥からふつふつと力が湧き上がってくるような気がした。


　兄のように、バイクを飛ばすことはできない。けれど、行きたい場所へ行ける足がある。胸には、誰にも負けない麻生への想いがある。


　くるりと踵を返した智里は、全速力で部屋に駆け戻った。


　麻生に電話しよう。


　電話して、会いに行くんや。

















　保美と待ち合わせをしていた駅に着いたときには、外はもう薄暗くなっていた。


　足早にホームに降り立った智里は、人ごみをすり抜けるようにして改札を目指す。


　兄が帰った後、すぐに麻生の携帯電話に電話をかけてみたが、電源を切っているらしく、つながらなかった。それならとマンションの電話にかけてみたが、こちらも留守電モードになっていた。


　今まで麻生と連絡がとれなかったことなど、一度もない。


　まさか、飯塚とよりが戻ったのだろうか。


　強烈な焦燥感に煽られるように電話を切った智里は、すぐさま保美のマンションに連絡を入れた。既にマンションに帰っていた保美も、麻生からは何の連絡もないと言った。電話がつながらないことを智里が告げると、二人が話をつけるために行ったという喫茶店の場所、そして念のために、高校時代に麻生と飯塚がよく出入りしていたというクラブとプールバーの場所を教えてくれた。


　私も一緒に捜そか？　と保美は言ってくれたが、智里は断った。一人で大丈夫。ありがとう。受話器に向かってそう言うと、保美は一瞬沈黙した後、なぜか、ごめんな、と謝った。気ぃ付けるんやで、と心配そうに言う保美に、もう一度礼を言って電話を切った。


　謝るんはこっちや、と思う。


　これは俺と麻生の問題や。保美さんには何も関係ないのに、気ぃばっかり遣わせてる。


　俺が、しっかりしてへんからや。


　智里はまず、麻生のマンションに行ってみた。しかし、麻生はまだ帰っていないらしかった。既に顔見知りになっていた老年の管理人に麻生を見かけたかと尋ねたが、彼は首を横に振った。


　智里は、このままここで待とうかと考えた。


　けれど、ただ待つのはもう嫌だった。だから、保美が教えてくれた場所を捜してみることにした。


　そこを捜して見つからなければ、もう一度マンションを訪ねよう。その頃にはもう、麻生は帰っているはずだ。


　そう決めてすぐに駅へと向かい、電車に飛び乗ったのだ。


　智里は無意識のうちに、改札へと向かう人ごみの中に麻生を捜す自分に気付いた。


　何でこんなにいっぱい人がいてるのに、麻生はいてへんのやろ？


　どうしても見つけ出したいたった一人が、なぜここにいないのか。


　言いようのない不安が全身を駆け巡る。


　保美さんは、飯塚は昔の遊び仲間やて言うてた。麻生も、飯塚のことは過去のことやて言うてた。心はないて言うてた。


　だから、麻生が飯塚とどうにかなるなんてありえないと思う。


　けど、そしたら何で麻生は連絡してくれへんのや。何で携帯の電源切ってるんや。何でマンションに帰ってへんのや？


　麻生は優しいから、飯塚にほだされてしまったのかもしれない。


　何しろ麻生を好きでいた時間は、智里より飯塚の方がずっと長いのだ。


　考えれば考えるほど思考がネガティブになっていく。きつく唇をかみしめた智里は、いつのまにかうつむき加減になっていた自分に気が付いた。


　あかん。弱気になってる場合やない。


　今はとにかく麻生を見つけることが先決や。


　キッと顔を上げ、改札口を出る。通路の脇に寄り、そこで智里は再び携帯電話を取り出した。待ち受け画面には、着信の表示もメール受信の表示もない。


　もう一度、麻生の携帯電話にかけてみる。慌しく耳にあてた携帯電話の向こうで呼び出し音が鳴った。


　ルルルル、ルルルル、ルルルル。


　しかしすぐに、機械的な留守電のメッセージに切り替わる。間髪を入れず、今度はマンションにかける。しかしこれもすぐに留守電に切り替わった。麻生は出ない。


　携帯電話を握りしめた指先が震えているのを感じて、智里はごくりと息を飲み込んだ。同時にツンと目の奥が痛くなる。焦燥感と不安で、胸が押し潰されそうになっている。


　何で出てくれへんのや。


　どこ行ったんや。


　こんなに会いたいのに、何で俺の側におってくれんのや。


「麻生……」


　小さく呼んだ声が震えた。


　周囲には人が大勢いる。高校生らしき少年たちが、まだ騒ぎ足りないという風にじゃれあっている。疲れて眠ってしまった子供を背負って歩く父親がいる。どこかへ旅行に行って来たのだろう、連れ立って歩く数人の若い女性たちは両手いっぱいに土産物の紙袋を下げている。皆、過ぎ去ってしまった休日を惜しみ、単調な日常生活に戻ることへの寂寞感をわずかに漂わせてはいるものの、とても楽しそうだ。


　今までは、こんなざわめきの中にいても平気だった。特に何も感じなかった。


　けれど今は違う。


　ここに麻生がいない。


　それだけで、周囲の賑やかさがひどく虚しく感じられる。憎しみすら覚える。たった一人、見知らぬ世界に取り残されたようで、不安でたまらなくなる。


　それは、一人でいたときには感じたことがなかった孤独感だった。麻生と二人でいることを知った今だからこそ、感じる孤独だった。


　この孤独を消し去るには、麻生を捜すしかない。


　足を止めたらあかん、と智里は思った。


　足を止めたらきっと、この孤独に負けてしまう。


　大きく深呼吸した智里は、携帯電話を持った手の甲で、ぐいと目許をぬぐった。そしてジーンズのポケットからメモを取り出す。


　そこには、保美に聞いたクラブの名前と所在地が二つ、そしてプールバーの名前と所在地が一つ、書かれていた。


　正直、クラブと呼ばれるような店にもプールバーにも、行ったことがなかった。真面目とはいっても、智里とて大学生である。夜の街にくり出したことは何度もある。しかし、大学の友人たちと行くのは大抵、庶民的な居酒屋やカラオケボックスだったから、今までそうした場所へ行く機会はなかった。もちろん高校時代にも行ったことはない。


　だから、本当は一人で行くのは少し怖い気がする。


　けど、ここに麻生がいてるかもしれんのや。


　怖いなんて言っていられない。


　智里はもう一度大きく息を吐いた。


　そして、歩き出した。


　迷いのない歩調で。

















　智里はまず、麻生が飯塚と話をするために入ったという喫茶店を訪ねた。しかし、そこに二人の姿はなかった。噴水の前で麻生と別れてから既に数時間が経過しているのだから、見つかる確率は低いと初手からあきらめていたこともあり、智里はすぐにクラブへと向かった。


　最初のクラブは空振りだった。二軒目のクラブにも、麻生の姿はおろか、飯塚の姿もなかった。


　麻生を見つけ出すことに夢中だったせいか、馴染のない場所でも恐怖を感じることはなかった。自分とは全く違う派手な格好をした若者たちに声をかけるのも、不思議と怖くはなかった。そうして構えずにいたせいか、それとも物慣れない様子の智里を気の毒に思ってか、彼らは意外と親切で、周囲の人たちにも麻生と飯塚を見かけなかったか尋ねてくれた。


　飯塚は昨夜見かけたけど、今日は見てへんなあ。


　うん、あたしも見てへん。


　俊平はともかく麻生はもう何年も見てへんし、ここへは来んと思うけどな。


　他の場所捜した方がええんとちゃう？


　遊びに来ていたほとんどの者が麻生と飯塚を見知っていて、そんな風に答えた。智里はありがとうと礼を言って、彼らと別れた。


　薄暗いクラブから出ると、空は既に真っ暗だった。繁華街にはネオンがきらめいており、辺りはすっかり夜の様相を呈している。昼には緩く吹いていた風がいつのまにか強くなっていて、頬を容赦なく打つ。


　反射的にぶるりと震えた体を押さえつつ、智里は腕時計を見た。


　七時半。


　まだ宵の口にもなっていない。


　念のためにもう一度麻生の携帯に電話をかけてみたが、やはりつながらなかった。マンションも同様で、もう何度も聞いた留守番電話のメッセージがくり返されるだけだった。


　そのせいか、保美に教えられたプールバー『エスクアロ』へ向かう途中、智里の脳裏に嫌な考えが浮かんだ。


　麻生は、飯塚の下宿にいるのではないか。


　智里の下宿の近くに住んでいると飯塚は言っていた。もし麻生が飯塚の下宿にいるのだとしたら、見つけ出すことなどできない。いくら保美でも、今年の四月に大学に入学したばかりの飯塚の下宿先までは知らないだろう。


　もし。もしも。


　麻生が飯塚を選んだら。


　俺はどないしたらええんやろ。


　俺はどないなるんやろ。


　麻生をあきらめるのか。


　あきらめられるのか。


　麻生へと向かうこの気持ちを、なかったことにできるのか。


　胸がズキズキと痛んだ。押し寄せてくる焦燥に煽られて、呼吸が不安定に揺れる。


　無理や、と智里は思った。


　絶対無理や。


　あきらめることなど、到底できない。


　麻生が俺を選ばんでも、俺は麻生が好きなんやから。


　それぐらい好きやから、不安になったんや。


　あきらめられるぐらいなら、最初から不安になったりしない。


　目指すプールバーのネオンが見えてきて、瞬きをする。その拍子に『ＥＳＣＵＡＬＯ』と綴られたエメラルドグリーンの明かりがじわりと滲んで、智里は我知らず苦笑した。


　泣いてる場合やないやろ。


　まだ麻生が飯塚を選んだと決まったわけではないのだ。まだ泣くのは早い。まだやるべきことをやっていない。


　智里は深緑色のドアをゆっくりと開けた。


　いらっしゃいませ、という低い声が聞こえた。派手な音楽がひっきりなしに流れていたクラブとは違って、中は思ったより静かだった。奥にいくつか並んだビリヤード台から、カツン、カツン、とキューが球を突く音が聞こえてくる。


　どうやら先に行ってみた二つのクラブよりも、幾分か大人向きの場所のようだ。ビリヤード台も含めて、カウンターなどの調度品も落ち着いた品の良いものが使われている。


　そういや保美さん、ここのバーのマスターは麻生の叔父さんの友達やて言うてたっけ……。


　程よく絞られた照明の下、店内に視線を巡らせた智里は目を見開いた。ドキ、と自分の心臓が跳ねる音が聞こえたような気がした。


「……！」


　カウンター席の一番奥に、飯塚がいる。


　カウンターの上で組んだ両腕に突っ伏しているので顔は見えなかったが、細身の体つきと明るい色に染められた髪は、間違いなく彼のものだ。


　飯塚は、一人だった。


　智里は思わず安堵の息をついた。緊張していた体から、どっと力が抜けるのを感じる。


　麻生は彼と一緒にいたのではなかった。


　よかった、と思う。


　よかった。本当によかった。


　全ては邪推だったのだ。


　そう思った直後、一度は払拭された疑念がまた、むくりと頭をもたげた。


　いや、一緒にいてへんからって安心したらあかん。


　たまたま、何かの用事で席をはずしているだけかもしれないのだ。


　だいたい、飯塚と一緒やないんやったら、麻生はいったいどこへ行ってしもたんや？


　半ば茫然として突っ立っていると、視線を感じたのか、ふいに飯塚が顔を上げた。わずかにまなじりの下がった双眸が智里を捕らえ、丸くなった。かと思うと、さも不機嫌そうに目を眇め、ついと視線をはずしてしまう。


　智里は無意識のうちに、飯塚に向かって歩き出していた。今、麻生の居場所を知っていそうな人物は目の前にいる飯塚しかいないのだ。躊躇している場合ではない。


「何か用？」


　智里が口を開く前に、飯塚は素っ気無い口調で言った。視線はそらされたままだ。明らかに智里を拒絶している。


　しかし、智里は臆することなく飯塚の横に立った。


「邪魔してごめん。ちょっと、聞きたいことがあるんやけど」


　クラブで何度も同じような言葉をくり返してきたせいか、そこまではつっかえることなく言えた。


「麻生、どこに行ったか知らん？」


　その問いに、飯塚はようやく智里と視線を合わせた。整えられた眉が、訝しげにきゅっと寄る。
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「……あんたのとこに行ったんとちゃうん」


「来てへん。せやから捜してるんや。心当たり、ない？」


　更に問うと、飯塚はまた視線をそらした。カウンターの上のグラスに目を落とし、ばかにしたような口調で答える。


「クラブにでもいてるんとちゃう？　ここらには直孝の馴染の店もあるし」


「そこにおらへんかったから、ここへ来てん。他に心当たりない？」


　それとも、ひょっとして。


「……ここで、待ち合わせとか、してる？」


　語調が弱くなったのが、自分でもよくわかった。飯塚にもわかったのだろう、再び智里に戻された視線は冷たく、嗜虐的だった。


「待ち合わせしてる言うたらどないするんや。ほんまは高校んときからずっと直孝のこと好きやったんやてちゃんとコクッたら、直孝も応えてくれたて言うたら？　せやからもう岡田さんのことなんかどうでもええみたいやでて、言うたら？」


　飯塚の言葉のひとつひとつが胸に突き刺さってくるようで、智里は強く奥歯を噛みしめた。


　ここに来るまでに、何度も考えた。


　もし、麻生に嫌われたら。捨てられたら。


　それでも、答えはひとつなのだ。


　麻生が好き。


　ただ、それだけ。


　それだけが全て。


「そしたら、俺も……、ここで麻生を待ってる。麻生が来たら、麻生が俺を嫌いでも、俺は好きやからって、言う」


　わずかに震える声でゆっくりと言葉を紡ぐ。


　すると、飯塚は軽く鼻で笑った。


「どんだけ好き言うたかて無駄やろ。直孝が好きなんは俺や」


「それでも言う」


　間髪を入れずに言うと、飯塚は驚いたように目を丸くした。


「嫌われても、好きやから」


　胸を焦がすこの想いだけは本物だから。


　誰にも譲れないから。


「……周りにいっぱい人がおったらどうする？　たとえば今かて」


　飯塚はカウンターの向こうを顎でしゃくった。少し離れた場所で、壮年のバーテンダーが黙々とグラスを磨いている。


「あの人、俺らの会話聞いてると思うけど。あんた、それでも平気か？　極端な話、俺は道のド真ん中でも直孝を好きやて言えるけど、あんたには無理やろ」


「言える」


　智里はまた間髪を入れずに答えた。


　嘘ではない。言える。


　この数時間、必死で麻生を捜した。それでも見つからなかった。見かけたという話すら聞かなかった。その間に膨れ上がったのは不安と恐怖だけではなかった。麻生への想いもまた、かつてないほどに膨れ上がっていた。


　誰に何を言われてもいい。


　恥も外聞もない。


　それほどに、麻生が好きだ。


「言える。今かて言える。大声で叫べて言うんやったら、どんだけでも叫ぶ」


　おもむろに、すう、と息を吸った智里に、飯塚は慌てて立ち上がった。


「わっ、コラ、アホ、叫ばんでええっ」


「……何で？」


　肺いっぱいにたまった空気の持っていき場がなくなって、智里はゆるゆると息を吐きながら尋ねた。


「何でって……」


　呆れたようにつぶやいた飯塚は、短く舌打ちをした。じっと見つめると、さも嫌そうなしかめっ面が返ってくる。


「俺は、直孝のことをわかってやれるんは俺だけやと思てたんや」


　投げ出すように言って、飯塚はドカリとスツールに腰かけた。


「俺も直孝も親に見捨てられた子供で。俺も、誰も好きにならん、体だけでええと思てた。親の愛情が信じられんのに、ましてや他人なんかもっと信じられんと思とった。せやから同じようなことを言うてた直孝に、めっちゃ親近感が湧いた。俺の気持ちをわかってくれるんはこいつだけで、こいつの気持ちをわかってやれるんは俺だけやと思た」


　そこで一度言葉を切った飯塚は、ちらりと智里を見上げた。


「そういうの、岡田さんにはわからんやろ。あんた、フツーにフツーの家庭で育ちましたーいうカオしてるもんな」


　智里は黙っていた。


　麻生がどんな家庭で育ったか、智里は知らない。思い返してみると、保美とその夫である叔父の話は聞いたことがあっても、両親の話は聞いたことがなかった。


　親に見捨てられた子供。


　それがどういう意味を持つのか、正確なところはわからない。


　兄に対するコンプレックスがあったとはいえ、智里は疎まれて育ったわけではない。両親には愛情をたっぷり与えてもらったし、何だかんだ言いつつ、兄も自分を思っていてくれた。その証拠に今日、片道一時間もかかる距離をものともせず、智里のことを思ってバイクを飛ばして来てくれたのだ。


　だから、飯塚の話を実感をもって聞くことはできなかった。かといって、わかろうと努力するのも何か間違っているような気がする。


　ただ、知りたいと思った。


　麻生のことを、もっと知りたい。


　その一心で、智里は飯塚の言葉の続きを待った。智里のそうした気配に気付いたのだろう、飯塚は低い声で話し出した。


「直孝が大学入って全然相手してくれんようになっても、最初は別に気にしてへんかった。俺だけやなくて高校んときの仲間は皆相手にされとらんかったし、どうせ大学で適当に遊んでるんやと思てた。高校んときかて飽きたらポイやったから、大学の奴に飽きたらまた戻ってくると思てたんや。直孝をわかってやれるんは俺だけやから、絶対帰ってくるはずやて」


　ふいに黙り込んだ飯塚は、智里の方に向けていた体をカウンターに向け、両の肘を突いた。その拍子に、明るい髪の色が照明を反射して鋭い光を放ち、智里の目を射る。その光に思わず眉を寄せたものの、智里は飯塚から視線をはずさなかった。


「けど、一年経っても、それ以上経っても、直孝の態度は変わらんかった。もう遊ぶ気はない、二度と連絡してくるなの一点張りで、全然相手にしてくれんかった」


　独り言を言うように低い声でつぶやいた飯塚は、小さくため息を落とした。整った横顔に暗い影がさす。


「さすがの俺もおかしいと思い始めて。そんで大学入ってみたら、直孝の隣にあんたがおったんや」


　一瞬、きつい視線を向けられて、智里はこくりと息を飲んだ。


　そおや。俺はいっつも麻生と一緒におった。


　大学へ行くときも、講義のほとんども、空き時間も、昼食のときも、帰り道も。うちに戻ってからも。


　ずっと一緒にいた。


　飯塚はそれを見ていたのだ。


「あんたとおるときの直孝は、いっつもめちゃめちゃ幸せそうな、嬉しそうな顔してた。最初見たときはほんま、別人か思たわ。俺が知ってる直孝は、あんな顔は絶対にせんかった。今日かて、生まれてはじめて本気で好きになった相手やから……、一生大事にしていきたい、ただ一人の相手やから、俺はどうなってもええけど、あいつだけは傷つけたないからて、真剣な顔して……。土下座でもしかねんような勢いで」


　そこまで言うと、飯塚はふいに黙り込んだ。


　カウンターの上に置かれた彼の両の拳にぎゅっと力が入ったのを、智里は見た。指の関節が白くなるほど、強く握り締められた拳。それは飯塚の心情を如実に表していた。


　ああ、ほんまに好きなんやな、と智里は痛感する。


　飯塚は本当に、麻生のことが好きなのだ。


　智里が胸に刺すような痛みを覚えたそのとき、飯塚は唐突に、ふん、と鼻で笑った。


「……何が生まれてはじめてや。サムイっちゅうねん。あんな直孝、直孝やない。こっちから願い下げや。まあ、こんなとこまで来てバカ正直に好きやて叫ぼうとするあんたとは、お似合いかもしれんけど」


　ちゃかすような物言いだったが、彼が精一杯強がっていることは痛いほどわかった。


　何でそんな奴選ぶんやと叫んだ声が、まだ耳の奥に残っている。嫉妬と憎悪と、そしてどうしようもない苦しみと哀しみに満ちた声だった。あの声が、飯塚の本音なのだ。


　智里はきゅっと唇をかんだ。


　一生大事にしていきたい、ただ一人の相手。


　その言葉は智里に、体中が震えるほどの歓喜をもたらした。けれど飯塚にとっては、ナイフで切り裂かれるよりもずっと残酷で、容赦のない言葉だっただろう。


　飯塚のその痛みは、これから先、もしかしたら智里の痛みになるかもしれないのだ。


　俺やったらきっと、こんな風に強がることすらできんような気がする。


　麻生が好きな相手に対して、こんな風に面と向かって話をすることもできないだろう。取り乱して、ただ泣き叫ぶことしかできないかもしれない。


　そう考えると、とても怖かった。不安だった。恐ろしかった。


　……それでも、と智里は再び思う。


　それでも俺は、麻生が好きなんや。


　麻生を想うことはやめられない。


「そういうわけやから、直孝と待ち合わせなんかしてへん。捜すんやったら他の場所捜すんやな」


　素っ気なく言われて、智里は頷いた。反射的にありがとうと言いかけて口をつぐむ。


　礼なんて、この場には似つかわしくない。


「そしたら、行くわ。邪魔して悪かった」


　それだけ言って、智里は踵を返した。


　行き先は決まっていた。


　麻生のマンションだ。


　今はただひたすら、麻生に会いたかった。顔が見たかった。声が聞きたかった。


　振り返らずにドアを目指す。麻生へとつながるドアへと歩く。


　店を出るとき、ありがとうございました、という声が聞こえた。その声の主が壮年のバーテンダーだと気付いたのは、駅に向かって駆け出してからだった。

















　すっかり通い慣れた道を、急ぎ足で歩く。この道をまっすぐに進み、右に曲がればすぐに麻生のマンションだ。平日なら帰宅途中のサラリーマンやＯＬを頻繁に見かける時間帯だが、今日はさすがに人通りが少ない。


　本当は全速力で走りたかったが、夕方に下宿を出てから散々走りまわった足は、もはや言うことを聞いてくれなかった。


　麻生、どこにおるんやろ。


　疲れを訴える重い足を引きずりながら考える。駅に着いた時点で、再度麻生に電話をかけてみたが、携帯電話もマンションの電話もつながらなかった。


　まさか、事故か。それとも急病か。


　しかしそれなら、保美から連絡があるはずだ。


　ほんまに、どこへ行ってしもたんや。


　麻生が行きそうな場所に全く心当たりのない自分が惨めだった。


　俺はほんまに、麻生のこと何も知らんのや。


　こんなに必死になって麻生を捜したのは初めてだった。今までは捜す必要などなかった。当たり前のように、いつも側にいてくれたから。


　俺はそのことに甘えてた、と智里は思う。


　優しくされて、大事にされて。


　そんなぬくぬくとした状況で、不安だの怖いだの、とんだ笑い種だ。


　情けなさがこみ上げてきて、また涙が出そうになる。それを歯を食いしばることでぐっと堪えて、智里は点いたり消えたりしている街灯の下を右に曲がった。


　すると、反対の方向から歩いてくるスラリとした人影が目に飛び込んできた。


「麻生！」


　考えるより先に、智里は呼んだ。人影は驚いたようにぎくりと反応する。街灯の明かりだけが光源となっている通りは薄暗かったが、すぐに麻生だとわかった。


　心臓の辺りで熱いものが爆発したような気がして、智里は喘いだ。


　必死で探し求めていたたった一人の人が、目の前にいる。


　麻生が、そこにいる！


「麻生っ！」


　もう一度呼ぶなり、智里は足の痛みも忘れて駆け出した。麻生までの数メートルの距離を一気に走り抜け、長身に飛びつく。数歩後退したものの、麻生はしっかりと抱きとめてくれた。


「……智里？」


　戸惑ったように呼ばれて、ぎゅっと麻生にしがみつく。シャツを通して伝わってきた体温が、麻生が確かにここにいることを教えてくれる。


「どこ……、どこ、行って」


　たんや、と続けようとして、智里は咳き込んだ。急に走ったせいか、それとも麻生に会えた嬉しさが極まったせいか、呼吸がうまくできない。


「電話、しても……、出ぇへんし……、俺……、心配で、ずっと、捜してて……」


　切れ切れに言うと、大丈夫か？　と慌てたような声が聞こえた。同時に温かな掌が背を撫でてくれる。


　その温もりに安堵の吐息をつきそうになったとき、ふいに両腕をつかまれた。


　かと思うと、そっと体を引き離される。


「……？」


　一連の動作の意図がわからず、涙が滲んだ目で麻生を見上げる。


　するとそこには、ひどく苦しそうな表情を浮かべた麻生の顔があった。形の良い眉は眉間に皺が寄るほどひそめられ、漆黒の瞳は不安定に揺れている。街灯の薄明かりの下でも、苦悩の色がはっきりと見てとれた。


　初めて見る麻生のその表情に、智里は驚く。躊躇うことなくまっすぐに見つめてくるいつもの麻生とは、まるで別人のようだ。


「麻生……？」


　呼ぶと、ふいと視線がそらされた。


「……俺に触られるの、嫌なんとちゃうんか？」


　わずかに掠れた声で言われて、智里はハッとした。


　そおやった。本意やなかったけど、俺は今日までずっと麻生に触れられることを拒絶してきたんや。


　麻生を必死で捜しまわり、飯塚と話をするうちに、いつのまにか接触への恐怖は消えてしまっていたらしい。


　しかし、智里自身がたった今気付いたその変化を、麻生が気付けるはずもない。今日の昼間も、麻生の手を振り払って逃げたのだ。触れられるのを嫌がっていると誤解されても仕方がなかった。


「そんな、そんなことない。おまえに触られるんが嫌やったわけやないんや」


　焦って説明しようとする智里を、麻生は苦い笑みで遮る。


「最初におまえの合意も得んと、いきなり抱いたんは俺や。高校んときにアホなことやってたんは事実やし、今日おまえを不愉快な気持ちにさせたんも、飯塚をまとわりつかせるような真似さしたんも、俺や。嫌がられても、仕方ないと思てる」


「違うんや麻生、俺は嫌がってたんやない。もう大丈夫なんや。あれには事情があって」


　そらされたままの視線がもどかしくて、智里は早口で説明しようとした。しかし、またしても麻生は智里の言葉を最後まで聞かず、一方的に話し始める。


「俺は、おまえを傷つけてばっかりや。俺みたいな奴は、おまえには相応しいない。おまえかてそう思てるやろ」


　智里に口を挟む隙を与えずに一息にそこまで言うと、麻生は何の前触れもなく智里の横をすり抜けた。そのまま振り返ろうともせず、マンションに向かって歩き出す。


「麻生！」


　智里は慌てて麻生に追いすがった。


「待って、待ってくれ麻生。話聞いて」


　広い背に必死で話しかけるが、麻生は振り返らない。


　智里はそのことに少なからずショックを受けた。


　麻生はいつも、智里の話をじっくりと聞いてくれた。途中で話を遮ったり、一方的に会話を打ち切るような真似は絶対にしなかった。呼んだ声がどんなに小さくても、聞き逃すことなく反応してくれた。


　それなのに今、こんなに必死で呼んでいるのに、振り返りもしてくれない。


　何で。何でや。


　何で俺の話を聞いてくれんのや。


　聞いてさえくれたら、誤解やてすぐにわかるのに。


「麻生！」


　マンションの入り口の手前で、思わず麻生の腕をつかむ。すると、まるで反射のように即座に振り払われてしまった。


「っ！」


「俺以外に話聞いてくれる奴、いてるんやろ」


　捨て台詞のようにそう言うと、麻生は足早にマンションの中へと消えてゆく。


　智里は茫然としたままその背を見送った。体中から血の気が引くのがわかる。あまりの衝撃に胸がつまった。払われた手を下ろすこともできず、その場に棒立ちになる。


　俺以外に話聞いてくれる奴、やて？


　俺が麻生以外の誰と話をするっていうんや。


　そんな奴、いてるわけない。


　麻生以上の存在など、あるはずがない。


　それやのに何で急にそんなこと言うんや。


　何で俺の話を聞いてくれんのや。


　ただでさえ混乱していた思考が、ますます乱れる。


　わけがわからない。今、何が起こっているのか理解できない。


　ああ、とにかく追いかけなければ。


　ようやく我に返った智里は、慌ててマンションに向かって駆け出した。


　麻生は何か誤解してる。俺を拒絶したんはそのせいなんや。


　とにかく誤解を解かなくては。


「麻生！」


　飛び込んだホールの向こう側に麻生の後ろ姿が見えて、智里は叫んだ。


「麻生、待って！」


　声が聞こえたはずなのに、麻生は振り返らない。そうしているうちに、オートロックの扉が麻生と智里を容赦なく分断する。


「待ってくれ、麻生！」


　ちらともこちらを見ようとしない麻生に、智里は焦りと不安で目眩がするのを感じた。冷汗がじわりと全身に滲む。


　何を誤解してる？　何を勘違いしてるんや。


　俺以外に話聞いてくれる奴て、誰のことを言うてんのや。


　俺はこんなに麻生が好きやのに。


　他の誰でもない、麻生が好きやのに。


　凄く好きやのに。


「麻生！」


　扉に駆け寄ろうとしたそのとき、ホールの脇にある管理人室のドアが開いた。白髪の小柄な男性が飛び出してくる。


「何や何や、どないしはりましたんや」


　ぐいと腕をつかまれて、智里はハッとした。


　管理人の方も、目を丸くして智里を見つめる。


「あんた、麻生さんの友達の……」


「俺、麻生に用事があるんです、話さんならんことがあるんです。せやから」


　既に顔見知りになっている彼を無下に振り払うこともできず、智里は腕をとられたまま早口で言った。管理人は智里の視線を追うように扉の向こうを見遣る。しかし、そこに麻生の姿はなかった。


　あの距離なら、きっと管理人の声も聞こえたはずだ。


　それなのに、麻生は振り向いてくれなかった。ここに残ってくれなかった。


　茫然自失の状態に陥り、智里はその場に立ち尽くす。


　そないに俺を拒絶するほどの誤解て何や。何なんや、麻生。


「喧嘩でもしたんか？」


　管理人が気遣わしげに聞いてくる。


　緩く首を横に振って、智里は唇をかみしめた。


「お互い熱うなってたら、まともに話もでけんのとちゃうか？　ここは一旦引いて頭冷やした方がええ」


　な、と肩をたたかれて、智里は項垂れた。


　ここでどんなに叫んでも、麻生が振り返ってくれないのなら意味がない。管理人だけでなく、住人も困るだろう。はっきり言って迷惑だ。きっと、麻生も困るに違いない。管理人の言うように、ここは引いた方がいいのだろう。


　けれど、こんな何もわからない宙ぶらりんな状態では帰れない。帰りたくない。


「明日になったら麻生さんも頭冷えてるやろ。また明日、落ち着いて話したらどないや」


　ポンポンと宥めるように肩をたたかれる。


　頷くこともできずに、智里は拳を握りしめた。目の奥が熱くなったかと思うと、視界が涙でぼやける。


　思わずきつく閉じた瞼の裏に、麻生の広い背が残像となって残っていた。その残像に馴染がないことに、智里は今更ながら気付く。麻生はいつも、智里の隣か、あるいは正面にいた。智里に背を向けたことなど、ほとんどなかった。だから麻生の背に馴染がないのだ。


　麻生、と智里は心の内で呼んだ。それだけで胸がズキンと痛む。


　麻生、おまえと話がしたい。誤解を解きたい。


　誤解さえ解ければ、麻生はきっと頑なな態度を崩してくれる。いつもの麻生に戻ってくれる。


　俺を見てくれる。話を聞いてくれる。笑ってくれる。


　誤解さえ、解ければ。


　しかし、麻生が何をどう誤解しているのかが、さっぱりわからない。


　呼んでも答えてくれないほどの、誤解。


　そんなものが生じたのは、なぜなのか。


　俺以外に話を聞いてくれる奴。


　どこからそんな発想が出てきたのか。


　いったい誰を想定して言っているのか。


　わからへん。俺には全然わからへん。


　なあ、麻生。ほんまにわからへんのや。


　教えてくれ。おまえは何を考えてる？


　かみしめていた唇が切れるのを、智里は感じた。


　口の中に広がった鉄の味は、ひどく苦かった。

















　大学の構内は、抜けるような青空も手伝って、まだふわふわした休日気分がそこここに漂っていた。ゴールデンウィークでエネルギーを使いきった学生たちは、楽しかった休日の話に花を咲かせ、大仰に騒ぎたてる一方で、どこかぼんやりとしている。


　そんな浮かれた中にもけだるさを感じる空気の中を、智里は重い足取りで歩いていた。


　昨夜、管理人に促されて一旦ホールから出たものの、智里は一晩中麻生のマンションの前から動けずにいた。早朝、植え込みの脇にうずくまっているところを、ゴミ置き場を掃除するために起きてきた管理人に発見されたのだ。


　白髪頭に寝癖をつけたまま出てきた彼は、げっそりとやつれた様子の智里を見つけて仰天した。さすがにこれは尋常ではないと感じたのだろう、麻生さん呼んでこかと声をかけてきた彼に、智里は慌てて首を横に振った。大丈夫です、何でもないですから、もう帰りますから。そんな全く言い訳になっていない言い訳をして、逃げるようにその場を去った。


　下宿へ戻ってシャワーを浴び、少しだけ眠った。二限目に間に合うように起きたが、潰れるような胸の痛みは以前として消えていなかった。五感が麻痺してしまったような感覚も、まだそこここに残っていた。その上、昨日無理をして使った足がひどく痛んだ。


　それでも、昨夜に比べると、気分は落ち着いていた。ゆっくりとではあるが、思考力も正常に働くようになっていた。そうして改めて昨夜のことを思い出した智里の耳に甦ってきたのは、俺以外に話聞いてくれる奴、いてるんやろ、という麻生の言葉だった。


　飯塚に、智里のことを一生大事にしていきたい、ただ一人の相手だと言ったという麻生。


　それやのに、何であんなこと言うたんやろう。いったい誰のことを言うてるんやろう。


　落ち着いて思い返してみても、心当たりはなかった。


　麻生が何をどう誤解しているのかはわからない。けれど、その誤解のせいで智里を拒絶したことだけははっきりしている。


　麻生に振り払われた瞬間を思い出すと、胸が引き絞られるように痛んだ。


　俺が麻生の手を振り払たとき、麻生もこんな気持ちやったんかな、と思う。


　俺はあのとき、ただ自分が怖いばっかりで、振り払われた麻生がどんな気持ちになるかなんて、全然考えてへんかった。……最低や。


　麻生は何も悪ないのに、俺は麻生を傷つけてしもたんや。それに気付かんと、自分だけは拒絶されたないなんて、傷つきたないなんて、むしが良すぎる。


　教室へと続く廊下を歩きながら、智里はため息をついた。講義の始業にはまだかなり時間があるため、人影はほとんどない。だから隠すことなく憂鬱そのものの顔をさらすことができる。


　朝からずっと麻生が言ったことの意味を考え続けているが、どれだけ考えても、思い当たる節は浮かんでこない。


　ただ、あれほどに麻生が頑なな態度をとったのは初めてだった。


　麻生を振り払たときみたいに、俺は自分でも気付かんうちに、麻生に誤解させて、傷つけるような行動をとってしもたかもしれん。


　今のところ心当たりはないが、もしそうだとしたら、謝らなければならない。それからきちんと話し合って、何としても誤解を解かなければ。


　それにしてもほんまに、麻生は何を誤解してるんや……。


　いつのまにか足下に落としていた視線に気付いて、智里は自らを鼓舞するように決然と顔を上げた。すると、前方にスラリと伸びた長身が見えた。


　仲本洋介だ。


　しかし、いつも彼と一緒にいるはずの藤崎大地の姿はない。


　ああ、そういえば、と智里は思い出す。ゴールデンウィークに入る前から、仲本と藤崎の様子はどことなくおかしかった。


　やっぱり喧嘩してるんやろか。


「仲本」


　呼ぶと、仲本は振り返った。ゴールデンウィークがよほど楽しかったのか、クールな彼にしては珍しく顔中が緩み切っている。


　智里はいささか拍子抜けした。


　こういう顔してるってことは、藤崎と仲直りしたんやろか。


「藤崎は？」


　念のために問うと、仲本は実に嬉しそうな顔で笑った。


「今日はまだ見てないな」


「珍しいな」


「そおか？」


　仲本は、鋭角的な頬を最大限に緩める。


　普段の彼からは想像もできない表情を見せられて、智里は驚いた。


　どうやら仲直りはできたようだが、仲本のこの崩れようは度を越している。藤崎と仲直りしたこと以外にも、何かいいことがあったのかもしれない。


「何や、気色悪いなあ。何かええことでもあったんか？」


　からかうように尋ねると、仲本は照れることもなく、こっくりと頷いた。


「まあな」


「人生バラ色いう顔やな」


「バラ色……。バラ色か」


　つぶやいた仲本は、ふいに真面目な顔になった。それきり黙り込んでしまう。


　麻生ほど表情が表に出ないわけではないが、あまり感情を乱すことがなく、いつも落ち着いている仲本にしては唐突な沈黙だった。


　ふと、仲本も誰かのことが好きなんかな、と思う。天に上るような気持ちになったかと思うと、次の瞬間には不安のどん底に陥る。麻生を好きになってから、智里も何度かそんな経験をした。


　好きなコとうまいこといったから、嬉しそうなんやろか。そんで、うまいこといったらいったで悩んでるんかもしれん。


　俺みたいに。


「まあ人生、全部バラ色いうわけにはいかんけどな」


　独り言のように言った仲本に、そうやな、と智里は頷いた。


「ええことばっかりやないよな」


　好きだからこそ、不安で怖くてどうしようもなくて。それ故に、誰よりも大切な相手を傷つけて。そうしてどんどん身動きがとれなくなって様々な矛盾を抱え込んでしまい、最後には動けなくなる。


「そういや今日は、麻生は？」


　仲本の問いに、智里は反射的にうつむいた。


「さあ……、まだ見てない」


「喧嘩でもしたんか」


　さらりと言われて、その勘の良さに智里は苦笑した。


「喧嘩ってわけでもないんやけど……。おまえ、ほんまに鋭いなあ」


「そうでもないんや。ほんまはかなり鈍感やて最近わかったとこやねん」


　仲本が軽く眉をひそめたそのとき、背後から、洋介、と呼ぶ藤崎大地の声が聞こえた。


　振り向くと、麻生と藤崎が歩いてくるところだった。藤崎はなぜか麻生の左腕の袖口をしっかりと握りしめている。麻生に比べるとかなり背が低い藤崎がそうして袖を引っ張っているせいか、右手に大きな紙袋を持った麻生は彼に引きずられているように見えた。


　智里はドキン、と心臓が跳ねるのを感じた。それを合図に心臓が早鐘を打ち始める。


　昨夜、一度も振り向いてくれなかった麻生は、今もうつむき、智里から視線をそらせていた。


　どんな顔してる？　何考えてる？


　おまえは何を誤解してるんや。


　何で俺を見てくれへんのや。


　知りたい。話がしたい。誤解を解きたい。


　気になって仕方がなくて、どうしても麻生の真意を確かめたくて、気が付いたときには、智里は麻生を凝視していた。


　しかし、麻生は智里と仲本の前まで来ても顔を上げようとしない。


「おはよう、岡田」


　明るい声で言った藤崎に笑みを浮かべて見せたものの、智里の視線は麻生に釘付けになっていた。自然、おはようと答える声も上の空になる。


「俺な、ゴールデンウィークに北海道に行ってきてん。土産、麻生に預けといたから」


　智里の様子を気にする風もなく、藤崎は屈託のない口調で言う。おおきに、とつぶやくように答えつつ、智里は麻生を見つめ続けた。


　床に視線を落としたまま突っ立っている麻生に、もどかしさを覚える。


　麻生がここにいる。


　手を伸ばせば触れられるところにいる。


　それなのに、顔を上げてくれない。視線を合わせてくれない。


　何で？　何でや、麻生。


「大地、俺、購買行く用事があるねん。付き合うてくれるか」


　ふいに仲本が口を開いた。藤崎は即座に頷く。


「うん、ええよ」


「そしたら行こ」


　視界の端で、仲本はしごく当然のように藤崎の腕を引き、スタスタと歩き出した。どうやら自分たちが側にいては、仲直りできないのではないかと気を遣ってくれたらしい。


　ひょっとすると、藤崎も智里たちの不和に気付いていたのかもしれない。彼が麻生を無理やり引きずって歩いてきたように見えたのも、あながち気のせいではなかったのだろう。


「昨日は、ごめん……」


　仲本と藤崎が離れた途端、麻生はつぶやくように謝罪した。かと思うと、うつむいたまま踵を返し、すぐさま駆け出そうとする。


　智里は考えるより先に、その腕をしっかりと捕まえた。


「待って！」


　喉の奥から出てきた声は、みっともなく掠れていた。


　昨夜のように振り払われるかもしれない、と一瞬身構えたが、麻生は智里に腕をつかまれたまま立ち止まった。しかし、こちらを向こうとはしない。智里に背を向けたままだ。


　胸がズキンと痛む。


　こっち向いて。俺を見て。顔を見せて。


　そう叫びたくなるのを、智里はぐっと堪えた。


　今、感情に流されてはいけない。


　きちんと謝って、何を誤解しているのか聞かなければ。


「待って、麻生。俺の話聞いて」


　声が震えないように気を付けながら、ゆっくりと言葉を紡ぐ。緊張のためにカラカラに渇いていた喉が、ヒュ、と不自然な音をたてた。


「麻生が、謝ることない。謝るんは、俺や。……ごめん」


　やっとの思いでそこまで言うと、麻生が眉を寄せる気配がした。


「何で、おまえが謝るんや。謝るんは俺や」


　違う、と言いかけた智里を遮るように、麻生は言葉を続ける。


「飯塚とは……、あの後、ちゃんと話した。これから先、もう絶対にええ加減な遊びはせんて言うてきた。あいつもそれで納得したみたいやから、近付いてくることもない」


「知ってる」


　今度は智里が麻生の言葉を遮った。


　驚いたのか、麻生が息を飲む気配が伝わってきた。


「知ってるて……」


「そのことは知ってる。昨日、飯塚に直接聞いたから」


　そこまで言うと、智里は思い切って麻生の腕を離した。


　麻生はもう、逃げなかった。観念したようにゆっくりと振り向く。しかし、うつむいたまま視線を上げようとはしない。見た目よりも幾分か柔らかな髪が表情を覆い隠していて、その端整な顔に映る表情は全く見えなかった。


　視線を合わせて話がしたいのに。ちゃんと向き合いたいのに。


　何で俺を見てくれへんのや。


「麻生」


　つのる一方のもどかしさを必死に抑えて智里が呼ぶと、麻生はぎくりと体を震わせた。


「昨日言うてた、話聞いてくれる奴て、誰のこと？」


「それは……」


　麻生は口ごもった。


　しん、と沈黙が落ちる。遠くから聞こえてくるざわめきの他は、互いの呼吸の音しか聞こえない。


「昨日、飯塚と話してからすぐにおまえんとこに行ったんや……」


　麻生はうつむいたまま、苦しげな声で言った。


「そのときおまえ、バイクに乗った奴と楽しそうに話してて。そいつがおまえのこと、智里て呼び捨てにしてるんも聞いた……」


　バイクに乗っていたのは兄である。麻生は兄と智里が話しているところを見たのだ。


　智里は、あ、と小さく声をあげた。


　どうやら麻生は、兄が智里と特別親しい間柄だと誤解しているらしい。


　けど、何で？　ただ話してただけやのに、何でそんな誤解したんや。


　智里の考えを察したのか、麻生は意を決したように話し出した。


「飯塚に声かけられてから、俺に触られるの嫌そうやったし……。高校んときまでアホなことしてたんは事実やから、おまえが軽蔑するんもわかる。俺は、ほんまはおまえに相応しい人間やないんや。おまえ自身もそのことに気ぃ付いて、俺から離れようとしてるかもしれんて思てたときに……、あの、バイクの奴を見たから……。せやから、どうしても声をかけられんかった。もしかしたら、電話で別れるて、言われるかもしれんて考えたら……、携帯の電源を入れてはおけんかった。おまえが別れ話するために、会いに来るかもしれんて思たら、マンションにも戻れんくて……」


　一度言葉を切った麻生は、こくりと息を飲んだ。


　智里はただ目を見開いて、麻生を見つめる。


「昨日、おまえが会いに来てくれたとき、ちゃんとバイクに乗ってた奴は誰やて、聞こうと思た。けど……、おまえの口から俺以外の奴の話を聞くんは、耐えられんかった。俺のこと、嫌いやて言われるんは……。どうしても、耐えられんくて……。そんで昨日、最後までおまえの話を聞くことができんかったんや……。聞く勇気が、なかった」


「麻生」


「……ごめん」


　喉の奥から絞り出したような声で謝罪したかと思うと、麻生はまた唐突に背を向けた。


「待って！」


　そのまま逃げ出そうとする麻生の腕を、智里は必死の思いで捕まえる。手に持っていたバッグが床に落ちたが、気にしてなどいられない。


「待って麻生、ちゃんと最後まで話聞いて！」


「聞きたない……！」


「麻生！」


　振り払おうとする腕に、懸命にしがみつく。


　ここで逃してはだめだ。


　今。今話さなければ。


「麻生、誤解してる！　あれは兄貴や！」


　麻生の腕をしっかりと胸に抱いて、智里は叫んだ。


　え、という声が降ってきたかと思うと、腕の力が緩む。しかし、また逃げられはしないかと不安で、智里は尚も麻生の腕にしがみついた。


「岡田夏樹。実の兄や。ほんまや。あれは兄貴やねん！」


　智里に腕を預けたまま、麻生はゆっくりと振り向いた。


　次の瞬間、見下ろしてきた麻生と、バチ、と視線が合った。


　泣きそうな顔や、と智里は思った。


　端整な彫刻めいた顔に浮かんでいたのは、今にも泣き出しそうな、不安そうな表情だった。


　麻生がこんな顔するなんて。


「好きや……！」


　叫ぶなり、智里は麻生の胸に飛び込んだ。受け止めた麻生の手から、紙袋とバッグが音をたてて床に落ちる。


「智里……」


　半ば茫然としたような声で呼ばれて、智里は更に告げた。


「好きや、おまえが好き！」


「智里」


　肩口に額を押しつけると、麻生は繊細なガラス細工に触れるように、恐る恐る智里の背に腕をまわした。肩や背がふんわりと暖かくなる。その柔らかさと優しさが、今はもどかしい。


　ここがどこでも良かった。誰に見られてもかまわなかった。


　ただ、壊れるぐらいに抱きしめてほしかった。


「もっと。もっと強うして」


　言って、ぎゅっと麻生にしがみつく。


　すると突然、麻生の腕に力がこもった。乱暴といってもいいぐらいの仕種で、強く抱きしめられる。


「智里……！」


　熱っぽく掠れた声が耳元で呼んだ。


　この三ヵ月で体に馴染んだしなやかな体の感触が、体温が、匂いが、全身を包み込む。


　あまりにきつく抱きしめられて苦しかったが、少しも嫌ではなかった。それどころか、嬉しくてたまらなかった。たとえようもない安堵と、それをはるかに上まわる甘い痺れが、体中に満ちる。同時に唇が、勝手に言葉を紡ぎ出した。


「俺が麻生を嫌いになるわけないやろ。好きや。好きやから怖かったんや。過去のことやて言うてくれたのに、嫉妬して、めちゃめちゃ嫌な気持ちになって……。これから先も俺の知らんおまえを知る度に、こんな気持ちになるんかて思たら……、俺の知らん奴に、俺の知らんやり方でおまえをとられたらどうしようて思たら、不安で、怖くて。おまえを好きな気持ちでいっぱいになっていく自分が、おまえ以外のことを何も考えられんようになる自分が、怖くて……」


「智里」


「俺は、おまえと違て、狭い世界で生きてきた。せやから考え方も狭量やし、臆病なんや……。ずっと一緒にいようて言うてくれて、めっちゃ嬉しかったけど、おまえの側にいられる自信がなかった……。俺には何の才能もない。何の取り柄もない。嫉妬深うて独占欲が強うて、ひとつもおまえに相応しいとこがない。せやから怖くて……。どこまでおまえが本気かわからんかって、不安で」


　言葉を続けるうちに、どうしようもない激情が込み上げてきて、智里は声がつまるのを感じた。


　いつのまにか涙があふれていた。ヒク、と小さな子供のようにしゃくり上げるのを、止めることができない。


「せやけど、せやけど好きなんや。怖いけど、不安でたまらんけど、好きなんや。傷ついてもええ、どうなってもええ。おまえの側におりたい。おまえを失くしたない……！」


　麻生は智里を抱きしめたまま、手近にあった教室のドアを開けた。そこに智里ごと転がり込む。


　ガシャン、と大きな音が響いてドアが閉まる。語学の講義で使うその狭い教室は無人だったが、麻生の肩口に顔を埋めた智里には、周囲を見遣る余裕などなかった。


「昨日、昨日来たんは、兄貴や、保美さんに聞いたらわかる。兄貴が夫婦喧嘩して、そんでカッとなって、俺に、謝りに、来ただけや。飯塚に、キスされたけど、それ以上のことは、されてへん。せやけど、俺、怖なって……。おまえに触られるんも、怖なってしもて。せやから、あのとき、おまえの手を振り払てしもたんや。おまえが、嫌いやからやないねん。そうやないねん……！」


　もう自分でも何を言っているのかよくわからなかったが、麻生がぎょっとしたのは密着した体から伝わってきた。


「何やて？　飯塚に何されたんや」


　ふ、と腕の力を緩めて離れていこうとする麻生に、智里はいやいやをするように首を横に振ってしがみついた。


　今は離れたくなかった。


　離れたら最後、もう二度と捕まえられないような気さえした。


「キス、キスだけやから」


「だけて、いつ！」


「映画観た日」


「映画て……、あいつと初めて顔合わせた日やないか……！」


　絶句した麻生は、あいつ、と苦々しげに言い捨てた。そして再び智里を強く抱きしめる。


「ごめん、ごめんな、智里。ごめん」


「何……？　何で謝るん？　俺が嫌いになった？　怖がりで、嫉妬ばっかりするから、嫌いになった？」


　ヒク、とまたしゃくり上げると、目許に柔らかな感触が触れた。次々にあふれてくる涙を、その柔らかな感触が吸い取ってくれる。


「なるわけないやろ。好きや。おまえが好きや。おまえだけや」


　目許にあった柔らかなそれが、唇に落ちてくる。涙に濡れたそれは少し塩辛かった。おまけに、昨日かみしめているうちに切れた傷に涙が沁みて痛かった。


　しかし、口づけと同時に胸に浸透してきた熱は、至上の甘さだった。


「怖がりも嫉妬深いんも、俺の方や。おまえに嫌われるかもしれんて思たら、金縛りに遭うたみたいに身動きがとれんようになってしもた。俺以外の誰かを好きになったて言われたらどうしようて……、そればっかりで、おまえの話を聞くんが怖かった。おまえが俺以外の奴に智里て呼ばれてるんを聞いただけで、ムカムカして、苦しいなって。俺の智里に馴れ馴れしい口きくなて怒鳴って、ぶん殴ってやりたいて思たのに、肝心のおまえに、あいつは誰やて聞くんは、怖くて」


　怖くて。


　麻生のその言葉に、智里はずっと閉じていた目を開いた。


　目の前に、麻生の端整な顔があった。痛いほど真剣な眼差しが、智里を見つめている。


「怖がってる場合やなかったのに。ごめん、智里。不安にさしてごめん」


　智里は半ば茫然として麻生の顔を見つめた。


　麻生も不安やったんや。


　想いが通じてからも、不安だった。怖かった。


　いや、通じたからこそ怖かった。


　二人とも、初めての恋だったから。


　互いに互いが、何よりも誰よりも大切で、手に入れた互いをなくしたくなくて、だから臆病になった。


　俺だけやなかったんや……。


　そう思うと、何だか気が抜けた。


　そして次の瞬間には、くすぐったいような照れくささと、胸が熱くなるような嬉しさがこみ上げてきた。


　目の前で、その漆黒の瞳に激しい熱と、智里が何も言わないことに対する不安を滲ませている麻生が、ひどく愛しい。


　智里はおもむろに麻生の首に腕をまわした。更に近くなった麻生の切れ長の目の端に、わずかに水滴が溜まっているのを見つける。


「麻生」


　呼んで、智里は顎を上げた。麻生がしてくれたように、そっと目許に唇を押しつけて透明な涙を舐めとる。


「智里」


　呼んだ麻生の声は震えていた。


「今日は、もう帰ろ？」


　囁いて、今度は麻生の唇に自分の唇を合わせて、軽く食む。


　智里からの、初めてのキス。


　そして智里からの、初めての誘い。


「帰って、いっぱいキスしよ」


　離した唇で告げると、麻生は泣き笑いを浮かべた。端整な顔を彩るその表情は、かっこいいとは言えなかったけれど、とても魅力的だった。


「今、したらあかんか？」


「そしたら、一回だけな。後は帰ってから」


　微笑んで答えた智里の唇に、すぐさま麻生の唇が重なった。

















　頑丈な玄関のドアが背後で閉まったと同時に、智里は麻生に強く抱きしめられた。


　顎をつかまれ、上向かされたかと思うと、獲物に食らいつくような勢いで唇を塞がれる。触れるだけの浅いキスに用はないとばかりに、乱暴に歯列を割られ、口腔を探られた。


「う、んっ……！」


　智里はキスに応えるために麻生の首筋に腕をまわす。そうして頭を引き寄せて自ら舌を絡ませると、口づけはより深くなった。


　大学の教室で約一週間ぶりのキスをかわした後、麻生のマンションに向かった。マンションにたどり着くまで、麻生も智里も終始無言だった。二人とも、互いが互いを欲していることを痛いほど感じていた。どんな言葉よりずっと雄弁なその感覚が、言葉を奪ったのだ。


　今まで何度も体を重ねてきたが、こんなことは初めてだった。


「はっ……」


　わずかに生じた隙間から息を継ごうとした智里を非難するように、麻生は強く唇を結び合わせる。


　望んだ以上の激しさで貪られて、智里は微かにうめいた。


　息をする間すら惜しんでキスを続ける麻生が、愛しくてたまらない。官能を引き出すというよりも、想いの全てをぶつけようとするかのようなキスに、陶然となる。


　もっと強く、もっと深く、もっと激しく。


　全てを攫うように、奪うように。


　もっとキスがほしい。


　麻生がほしい。


「ん……」


　とん、と背中が壁に当たって、薄く目を開く。霞がかかったような視界に、麻生の切れ上がった目許がぼんやりと映った。智里の視線に気付いたのか、麻生も口づけたまま目を開ける。


　距離が近すぎて、麻生の表情を読み取ることはできなかった。しかし、その漆黒の瞳に嵐のような情欲が映っていることだけは、なぜかはっきりとわかった。


　麻生も、俺が麻生をほしがってること、わかってるんや。


　わかってて、キスしてる。


　なけなしの思考力でそんな風に考えると、ただでさえ火照っていた体が火のように熱くなった。口腔に深く入り込んだ濡れた感触が、その変化を煽るように感じる場所を執拗に責めてくる。


　見つめ合ったままかわす激しい口づけに、快感はいや増した。がくがくと膝が震える。とても立っていられない。



　今にも崩れ落ちそうな智里の体を、麻生は壁に押しつけて支えた。同時にシャツの前を引き裂くようにして開け、既に上気し、熱をもっている滑らかな肌を荒々しく愛撫する。


「んっ、ん……」


　自然と漏れる声すら貪るように、麻生はキスを続けた。再び閉じた瞼の裏に星が舞う頃になって、ようやく唇を解放される。


「はっ、はあ、あっ」


　甘さをたっぷり含んだ荒い息をついていると、首筋にかみつかれた。熱い吐息と共に肌を刺した痛みに思わず眉を寄せたものの、智里は麻生の首筋にまわした腕を解かなかった。それどころか、上半身を味わうだけではあきたらず、下肢を暴こうとする手に自ら協力する。
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　麻生も俺をほしがってくれてる。


　改めてそう実感して、ますます体が熱くなる。


「智里……！」


　熱に浮かされた声で呼ばれ、押し倒された。麻生のマンションの上がり口は広く、二人が身を横たえても尚充分な広さがある。


　フローリングの床が背中にあたって痛かったが、ベッドに行こう、などと言っている余裕はなかった。


　乱暴で性急な麻生の愛撫に、全身が敏感に反応する。


　智里、と何度も名を呼び、好きやとくり返す低く甘い声が、これ以上ないぐらいに体を高ぶらせる。


　痛いほどの快感に流されて声があがり、わずかに残っていた理性も瞬く間に弾け飛んだ。


　早く、一刻も早く麻生がほしい。


　その熱い肌を全身で感じたい。


　麻生の全てを、受けとめたい。


　突き上げてくるその想いに促され、智里は麻生にしがみつく。


「智里……、智里！」


　切羽つまった声が聞こえたかと思うと、麻生の熱を感じた。


「あっ……！」


　思わず声が漏れる。次の瞬間、その熱に強く揺さぶられて、智里は悲鳴をあげた。常になく激しい動きに耐え切れず、麻生の背に爪をたてる。


「いっ！　痛、痛い……！」


　こんなとき、麻生はいつも智里が落ち着くまで、優しく体を撫でて待っていてくれた。けれど今は待つどころか、智里の劣情を更に煽りたててくる。もっと感じろ、とでも言うように乱暴に愛撫される。


　見えない何かに突き動かされているようなその行為は、確実に智里を追いつめていった。


「ん、ああ！」


　痛みが快感に侵食されていく感覚に、智里は背をそり返らせた。麻生を求めて動き出す体を止められない。苦痛に満ちた悲鳴は次第に艶を帯び、濡れた声に変わっていく。


　麻生が触れている場所から体が溶けてしまうような錯覚に陥って、智里は喘いだ。


　どこまでが自分の体で、どこからが麻生の体なのか、よくわからない。


　頭の中が真っ白で、何も考えられなかった。


　わかるのはただ、自分を抱いているこの腕が麻生の腕だということ。それだけだ。


　けれど、今の智里にはそれだけで充分だった。


「麻生、麻生っ……！」


「……智里！」


　内と外で熱が解放されたのを感じて、智里は一際甘い悲鳴をあげた。

















「智里、智里？」


　気遣うように呼ばれて、智里はゆっくりと目を開けた。


「大丈夫か？」


　目の前に、眉を寄せた麻生の顔があった。


　心配そうな、それでいてばつの悪そうな子供っぽいその顔に、思わず微笑む。


「大丈夫や……」


　答えた声が甘く掠れて、智里は頬が熱くなるのを感じた。


　濡れていたはずの体はいつのまにかさっぱりとしており、清潔なバスローブで覆われている。頬にあたるシーツも乾いていて気持ちが良い。どうやら麻生が体を清め、事後の始末をしてくれたようだ。


　玄関で抱き合った後、麻生はぐったりとした智里を抱え上げて寝室に移動した。そして約一週間触れていなかった分を取り戻すように、何度も何度も智里を抱いた。智里もまた、何度も何度も麻生にせがんだ。


　余裕を失った麻生の抱き方は今までになく乱暴で性急だったけれど、嫌悪は全く感じなかった。むしろ、その余裕のなさが嬉しかった。


「水、持ってきたけど、飲めるか？」


「ん、ありがとう」


　頷いてだるさを訴える体を起こそうとすると、激痛が下肢を直撃した。


「……っ！」


　思わず動きを止め、そのままベッドに逆戻りする。


「智里！」


　慌てた麻生が覗き込んでくるのに、智里は苦笑して見せた。


「あんまり、大丈夫やないみたい」


「ごめん。俺、ガキみたいにがっついてしもて……」


　心配のあまり青くなっている麻生に、智里は我知らず微笑した。


　何やえらい喜怒哀楽激しいなあ。


　そう思った後、いや、そうでもないんか、と思い直す。


　智里以外の誰かといるときの麻生は、相変わらず感情をあまり表に出さない。こんな風にいろいろな顔を見せるのは、智里といるときだけだ。


　ぼんやりとそんなことを考えて満足感を味わっているうちに、麻生はクッションをベッドヘッドに敷きつめた。


「これでちょっとは楽に起き上がれると思う。ああ、じっとして」


　再び起き上がろうとした智里を制し、麻生はそうっと智里の体に腕をまわして支えた。そして壊れ物を扱うようにクッションにもたれさせてくれる。痛みが走ったが、耐えられないほどのものではなかった。


「大丈夫か？」


「大丈夫や。ありがと」


　頷いて見せると、麻生は安堵したように笑った。サイドテーブルに置いておいたグラスを差し出し、智里の横に腰かける。


「水」


「うん。ありがとう」


　既に表面に水滴を持ち始めているグラスを受け取る。一口飲むと、熱で火照った体に冷たさがジンとしみた。


　ふと横顔に視線を感じて、智里は麻生を見上げた。


　目が合った途端、麻生は青かった顔を赤くする。


「ごめんな、ほんまに。自分でも止められんかって」


　口ごもるその様子が、たまらなくかわいいと思う。それは、両想いになってから今まで一度も感じたことがない感覚だった。


　きれいでかっこええ麻生を知ってる奴はいっぱいいてるやろけど、かわいいてかっこ悪い麻生を知ってるんは俺だけや。


「ええよ、平気や。誘たんは俺やし、止められんかったんは俺も同じや」


　言って、智里はグラスをサイドテーブルに戻し、麻生の肩に体を預けた。最初、おずおずと肩に手をまわしてきた麻生だったが、やがてぎゅっと力をこめて抱き寄せてくる。


　触れたところから互いの体温が交じり合い、たとえようのない暖かさを生む。抱き合っているときとはまた別の安心感が湧いてきて、智里は吐息を落とした。


「俺の両親な、ずっと不仲やったんや」


　ぽつり、と言われて、智里は思わず麻生を見上げた。智里を見下ろし、麻生は少し口許を歪める。


「原因は母の浮気や。母はいろんな面で自由奔放な人で、保守的な父はそれがどうにも我慢できんかったらしい。無理やり母を家庭に縛りつけようとしたみたいやな。せやから母は離婚したがったんやけど、父は頑として離婚せんかった。母のことを好きやったから離婚せんかったんか、それとも意地で離婚せんかったんかはようわからん。ただひとつ確かなことは、父も母も俺のことは全然頭になかったいうことや」


　一度言葉を切った麻生は、軽く息を吐いた。


「母は自分と恋人のことで頭がいっぱいで、父は母のことで頭がいっぱいやった。要するに、母は母やのうてどこまでも女で、父はどこまでも男やったんやな。二人とも俺の話をまともに聞いてくれたことなんか、いっぺんもなかった。気が向いたら一方的にかまう、気が向かなんだら無視する。まあ金だけは与えてくれてたから飢えることはなかったけど、今から考えると、ああいうのは一種の育児放棄やと思う。そういうのをわかってて、実質面倒みてくれてた祖父さんは、俺が八つのときに死んでしもて……。それからは一人暮らしも同然やった。叔父貴がマメに顔見せてくれんかったら、今頃どうなってたかわからん」


　落ち着いた口調で語られる言葉に、智里は黙って耳を傾けた。


　親に見捨てられた子供、と飯塚は言った。


　あれは、こういう意味やったんや。


「兄弟もいてへんかったし、そんな環境でずっと育ってきてて、まあ端的に言うと寂しかったんやな。かもてくれるんやったら誰でもええっていう感じで、来るもん拒まずやった」


　智里は麻生の声が少しずつ低く掠れてくるのを感じた。自嘲と苦悩を滲ませたその声に、胸がキリリと痛む。


「言い寄ってくる奴に自分が必要とされてるみたいで嬉しかったんや。そこに居場所があるみたいな気がしてた。けど少しずつ、そんなんは幻想やてわかってきた。すぐカラダカラダで心なんかのうて。安易に俺と寝る奴に限って、俺のミテクレだけ求めて集まってくるんやて気ぃ付いた……。俺もガキでアホやったんや。そんなん、ちょっと考えたらわかることやったのに」


　苦しげな物言いを聞いていられなくて、智里は麻生の手をそっと握った。


　麻生は少し驚いたように目を見開いて智里を見つめた後、続けた。


「そんで高校に入る頃には、自分に近付いてくる奴に対して物凄いドライいうか、冷酷いうか、そういう感じになってた。もともと両親見てて、恋愛そのものに対して恐怖心いうか、嫌悪感みたいなんが根底にあったんやと思う。自分は誰も好きになんかならん、体だけでええてうそぶいてた。自分も他人も粗末に扱うて、ほんまに最低やった」


　智里は飯塚に向けられた麻生の態度を思い出した。


　石のような固い表情。冷たい物言い。


「あの頃、飯塚も両親が離婚調停中で荒れてたらしい。俺は何とも思てなかったけど、向こうはそうやなかったみたいや」


　麻生は一旦言葉を切ると、自嘲気味に笑った。


「両親が不仲やったことは言い訳にならん。それでも真面目にやってる奴は大勢いてる。俺は、弱かったんや。せやから、軽蔑されても仕方ない」


「麻生」


　呼んで、智里は横からぎゅっと麻生を抱きしめた。


　自分を貶めるような言い方はしてほしくなかった。両親の不仲に直面したこともなく、祖父を幼い頃に亡くしたこともない智里には、麻生がどんな思いで高校時代までの時間を過ごしたのかわからない。けれど、その頃の彼が彼なりに懸命だったことはわかる。


　人は誰でも、様々な不安やコンプレックスを抱えているのだ。弱いのだ。


　智里の苦悩と麻生の苦悩を比べることなどできないし、また、比べる必要もないが、それぞれの立場で、それぞれの不安に苦しみ、それぞれのコンプレックスに悩んできたという点では、たぶん、同じなのだ。


　不安やコンプレックスに正面からぶつかり、立ち向かうことは難しい。克服することは容易ではない。


　けれど、人は変わる。


　変わることができる。


「何でその話、飯塚が来た最初のときに言うてくれんかったん？」


　見上げて問うと、麻生は自嘲するように唇を歪めた。


「何かとってつけた言い訳してるみたいやろ。それにこんな話したらおまえが俺を軽蔑するかもしれんて考えたら、怖くて言えんかった。俺の気持ちはどうであれ、遊んでたていう事実に変わりはないんやから」


　ゆっくりと、苦い口調で言った麻生は、ふいに思い出したように尋ねてきた。


「そういや、飯塚と直接話した言うてたな。あいつ、おまえに会いに来たんか？」


　ううん、と智里は首を横に振った。


「昨日、おまえを捜してて、偶然エスクアロで会うたんや」


「……エスクアロ？　俺捜すのにそんなとこ行ったんか？　一人で？」


　目を見開く麻生に、智里は笑って頷いて見せる。


「電話つながらへんし、じっとしてられんかってん。クラブにも行った。皆、もう何年もおまえのこと見てないて言うてたわ」


「智里……」


　麻生はそっと智里の髪に頬を埋めた。深いため息を落とし、抱いた肩を慈しむようにゆっくりと撫でる。


「ごめんな……。ほんまに、ごめん」


「謝らんでええて言うたやろ。謝るんは俺や」


　囁いた智里は、麻生の体に両腕をまわし、改めて強く抱きしめ直した。腕の中の体は、自分よりはるかにたくましい。


　けれど智里は、年端のいかない少年を抱きしめているような気持ちになった。


　愛しいと思う。


　ただ、ひたすらに。


「なあ、麻生」


　ん、と安堵したような応えが返ってくる。


「もう、寂しいことないからな。俺がずっと側にいてるから。せやから、大丈夫やで」


　ゆっくりとした口調で言うと、肩を抱く手にぎゅっと力がこもった。かと思うと、こめかみに柔らかなキスが降ってくる。


「智里……」


　感極まったように呼んだ麻生は、かみしめるように言った。


「おまえを、好きになってよかった」

















「ほんまにめちゃめちゃムカつくわ。どんだけ世話焼かしたら気ぃ済むねん」


　不機嫌そのものの声で言ったのは、保美である。三日前と同じく、Ｔシャツにジーンズという素っ気ない格好に、キャップを被っている。


　場所は関西空港のロビーである。彼女の隣には決まり悪そうに眉を寄せた麻生が立ち、智里はその隣に立っている。今日、保美は夫の待つアメリカへと帰るのだ。


「両想いになれて嬉しいて、やっぱりこいつしかおらんと思てプロポーズする。そこまで押しまくっといてあんた、智里君の様子がおかしいて気ぃ付いた途端に引いてどないすんねん。何があったんや、どないしたんやて、もっとちゃんと話してたら、あんなややこしいことにはならんかったやろ」


　機関銃のようにまくしたてた保美は、一転して大きなため息をついた。


「何かわたし、智里君と会うときいっつも怒ってるなあ。ごめんな、智里君。わたし、ほんまはこないに乱暴な女やないねん。もっとおしとやかなんやで。そこんとこ覚えといてや」


「……嘘つけ」


　ぼそりと言った麻生を、保美は、何やと？　とばかりににらみつける。智里は苦笑して、まあまあ、と割って入った。


「こないだのことは、俺も悪かったし」


　すると保美は麻生を押し退け、智里の腕に自分の白い腕を絡ませた。


「優しいなあ、智里君は。けどあんまり甘やかしたらあかんで。直孝はすぐ調子に乗るから」


「おいコラ、智里にくだらんことを吹き込むな。それに馴れ馴れしい触るなて、何べん言うたらわかんねん」


　あからさまにムッとした声で言った麻生は、智里の腕から保美の腕を払いのけた。そうして自由になった智里の手を、ぎゅっと強く握りしめる。


「智里は俺のや」


　臆面もなく言い放つ麻生にカッと赤くなりつつも、智里はその手を振り払うことはしなかった。


　こういう麻生も好きや、などと思ってしまい、一度そう思うともう人目など気にならなくなる。


　俺、あの日から麻生にめろめろや……。


　麻生のマンションで抱き合い、過去の話を聞いてからというもの、麻生が何をしても何を言っても、かわいくて愛しくて仕方がない。それは、今までの比ではないぐらいに、甘く、熱く、また同時に確固とした感情だった。


　もちろん、不安が完全に消えたわけではない。けれど麻生も自分と同じような不安を抱えているとわかってからは、そうしたネガティブな感情を素直に受け入れられるようになった。


　麻生を好きな気持ちをとめられない以上、不安になるのは仕方がないと思う。


　問題は、そうした不安を一人で抱え込んでしまうことなのだ。


　怖くなったら、一人で怯えていないで麻生に怖いと正直に話せばいい。そうして二人で克服し、二人で乗り越えればいい。


　今はそう思っている。


「直孝、あんたこれからもちゃんとそうやって智里君を捕まえときや」


　しばらく智里と麻生の様子を見ていた保美は、にっと悪戯っぽく笑う。


「おまえに言われるまでもない」


　智里の指にきゅっと麻生の指が絡む。自分より幾分か長く、骨太なその指の感触に、智里は思わず微笑んだ。


「それ聞いて安心したわ。そしたらな」


　いっそ素っ気ないほどの口調で言って、保美は機敏な動作で踵を返した。


「保美さん」


　思わず呼びとめると、保美は肩越しに振り向いた。


「ありがとうございました」


　頭を下げる。


　今、こうして麻生と手をつないでいられるのも、半分は彼女のおかげだと思うから。


　保美は西部劇の主人公のように肩をそびやかし、キャップを深く被り直した。ちらりと白い歯が覗く。


「あの人、かっこええなあ」


　颯爽と歩み去っていく後ろ姿を見送り、智里が思わずつぶやくと、隣で麻生がため息をつく気配がした。


「あいつは昔からおいしいとこだけ取っていくんや。ヒロインがピンチになったときだけ出てくる正体不明のヒーローみたいな奴やねん。せやから余計に俺が鈍くさそうに見えてしまう」


　ふうん、と頷いて、智里は麻生を見上げた。


　完璧に整った美しい横顔に、苦笑が浮かんでいる。


　確かに皆、ヒーローに憧れる。けれど側にいて支えてくれるのはヒーローではないのだ。たとえ不器用でも、少しぐらいかっこ悪くて弱くても、本当に大切に想ってくれる人が一番だと思う。


「けど俺は、そういう麻生が好きやで」


　自分でも意識しないうちに、その言葉はするりと唇からこぼれ落ちた。


　麻生が驚いたように見下ろしてくる。視線が合った途端に、顔だけでなく耳や首筋までカッと熱くなるのが自分でわかって、智里は慌てた。


　特別甘い雰囲気でもないのに、いきなり好きと言ってしまったことに、今更ながら猛烈な恥ずかしさを感じる。


「ええと、あの、せやから、保美さんよりおまえのが、かっこ悪うてもかっこええっていうか……、俺は、すごく好き、ていうか」


「智里」


　クスクスと笑った麻生は、素早く背を屈めてついばむようなバードキスをした。


「っ！　麻生っ」


「あんまりかわいいこと言うからや」


　悪びれる様子もなく嬉しそうに笑って、きゅっとつないだ手に力をこめてくる。絡んだ指先から麻生の熱誠が伝わってくるような気がした。たちまち心がじんわりと暖かくなって、智里も頬を緩める。


　こういうとこは、やっぱりかっこええ。


「このままブッチしたいなあ」


　手をつないだまま歩き出し、麻生が言う。智里は軽く麻生をにらんだ。


「今日はあかんで。ずっと休みっぱなしやんか。いくら仲本と藤崎が代返してくれるいうたかて、限度があるやろ」


　まあな、と麻生は頷く。


「限度っちゅうか、そやな、あの二人かて出てるかどうか怪しいもんな……」


　ぶつぶつとつぶやく麻生に、智里はきょとんとした。


「何？　あの二人も休んでるん？」


「いや、そういうわけやないんやけど。あいつらにはあいつらの都合があるやろうから」


　穏やかに微笑む麻生に、智里は、ふうん？　と首を傾げる。


　ゴールデンウィーク明けに大学の廊下で会って以来、仲本と藤崎には会っていない。とりあえず仲直りはできているようだったから、それほど心配することはないだろう。


「しゃあないな。そしたら今日のところは真面目に講義に出よか」


　大袈裟なため息をつく麻生に、智里はしごく真面目な顔で頷いて見せる。


「今日だけやないで。俺はこれからがんばって勉強するんや。バイトもがんばらなあかんし」


　真剣な口調で言うと、麻生が軽く眉間をしかめた。


「おまえが真面目に勉強してるんは知ってるけど、何でそんな急に」


「卒業後の進路のためや。一緒に行くとか行かんとか、俺自身がどういう仕事につくかとか、そういうことはまだ決められんけど、どういう選択するにしてもおまえと一緒におるんやったら、英語ぐらいしゃべれんとあかんやろ」


　どんなにあれこれ悩んでみたところで答えはたったひとつだと、今回のことでつくづく思い知ったのだ。


　麻生が好き。


　麻生以外は考えられない。


　だから、決めた。


「せやから今できることから、ひとつひとつやっていこうて」


　決めたんや、と言う前に、麻生が突然抱きしめてきた。勢いあまって、智里は麻生の腕の中に倒れ込む。


「うわっ、ちょっ、麻生っ」


「嬉しい。めちゃめちゃ嬉しい。ありがとう、智里」


　耳元で掠れた声が囁く。


　背と腰にまわった腕の力強さと一途さを全身で実感して、智里はひどく幸せな気分で麻生の背に腕をまわした。


「俺も、めちゃめちゃ嬉しい」


　麻生の腕の中で告げると、抱きしめてくる腕にぎゅっと力がこもった。


　これから先、もし怖くなるようなことがあったら、こうして抱きしめ合おう、と思う。


　本心を隠さずにさらけ出して、そして抱き合おう。


　そうすればきっと、強くなれる。


　どんなことでも乗り越えられる。
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